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――Ｕｌｔｉｍａｔｅ　Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ――







　この世は正義で満たされなくてはならない。

　世界は美しく、光と優やさしさに満みち溢あふれていなくてはならない。

　人は人を思いやり、自然と調和し、

　助け合い、信じ合うことで、

　誰だれもが幸せになれる正しい未来へと進まなければならない。




　前へ向かって歩かなければいけない。道から外れてはいけない。

　自分を信じ、努力し続ける者には必ず幸福が訪おとずれる。

　迷ってはいけない。甘あまえてはいけない。

　心に少しでも隙すきがあれば、そこに悪が付け入り、

　光差す道を歩む者を、闇やみへと引きずり込んでしまうから。




　弱き人、小さい人を守るために、

　力ある者は悪と戦わねばならない。

　この世に悪がはびこることは、絶対にあってはならない。

　それを阻そ止しするために戦う者は、周囲から称しよう賛さんされなくてはならない。

　世界は美しく、清らかであるべきなのだから。




　汚きたならしいもの、醜みにくいもの、狡ずるいものは、

　一片たりとも存在してはならない。

　もしそんな悪が私たちの住む世界へ侵しん入にゆうしようとしたら、

　一秒だって躊躇ためらわずに粉ふん砕さいし、斬り刻み、焼やき払はらい、

　塵ちりの一粒だって残さずに消し去ってしまわなければならない。

　悪は消えなくてはならない。

　正義だけが存在しなくてはならない。




　そう思うでしょう？

　そう思うでしょう、アナタも？

　もしも、そう思わないんだったら――――、




　――――アナタも悪ってことよね？







プロローグ







　男には、逃にげることのできない勝負の瞬しゆん間かんがある。

　現在、ここおしり団アジトには、俺おれこと十じゆう王おう正まさ人と、そして美み夜やとスカディさんの三人しかいなかった。

　その他たメンバーは様々な事情で不在。つまり、今この空間は、完全に俺たち三人のプライベートスペース。

　この場合、プライベートという単語それ自体から淫いん靡びかつ危険な雰ふん囲い気きが漂ただようのは、俺の気にしすぎだろうか？

「……正人さん、気持ちいいですか？」

「……ご要望があれば、すぐにでも仰おつしやって下さい正人中ちゆう尉い」

　背後から、俺のことを慕したう美少女二人の囁ささやきが聴きこえてくる。

　ここは、俺たちおしり団のアジト。それは先ほど述べたとおりだが、それだけでは説明が足らなかった。もう一言、付け加えなければならない情報があった。

　ここは俺たちおしり団のアジトの、お風ふ呂ろ場ば。

　倒とう産さん前は登山客を泊とめるための民宿だったという来歴をもつ我らがアジトには、十数人が一度に入れるほどの大浴場が完備され、しかも温泉だった。アルカリ性単純硫い黄おう泉せんだ。

　そこに俺と、美夜と、スカディさんがいるのだった。

　つまり、一いつ緒しよに入浴。

　美少女二人と。

　美夜とスカディさんは、現在二人して俺の背中を流してくれているのだが……。

「……どうしてこうなった？」

　と俺は、風呂場用イスに腰こし掛かけながら物思いに耽ふけっていた。

　俺の背後で、俺の背中をナイロンタオルにて擦する美少女二人。

　これが普ふ通つうの展開だったら『お風呂だからって素すっ裸ぱだかだと思った？　残念、水着でした！』というオチも充じゆう分ぶんに考えられるであろう。

　だが違ちがう。

　確信をもって言うが、美夜とスカディさんは『素っ裸だと思った？　残念、素っ裸でした！』状態だ。

　何な故ぜなら俺が二人のいる背後へ振ふり返かえろうとすると……。

「きゃああああーーーーッ！」

　と悲鳴を上げて、無理やり俺の首を向こうへ回すのだ。頸けい椎ついからゴキリとイヤな音が鳴った。

「正人さん！　振り返ったらダメだって最初に言ったじゃないですか！」

「そうです正人中尉。現状我々がどういう状じよう況きようにあるか、正人中尉ほどの戦術眼をもってすれば、容易に想像できるはずです……！」

　わかりますよ！　マッパでしょう、マッパですよね!?

　むしろ風呂に入っていて裸はだかじゃない方が詐さ欺ぎですよ！

　しかしながら、それ以上に俺がサッパリわからないのが、俺と美夜とスカディさんが一体何な故ぜ一いつ緒しよに風呂入っているかということですわ！

　だって普通、男性と女性は一緒のお風呂には入らないじゃないですか。だからこそ男湯と女湯に分かれているわけじゃないですか。

　しかしその垣かき根ねを取とっ払ぱらって、ボーダレスお風呂場となってしまったその意味は!?

「……お仕置き、です」

　と背後から美夜の声。

　橘たちばな美夜は、俺たちおしり団重要戦力の一人。その上団地妻も顔負けな豊満な肢し体たいをもち、おっぱいお尻しりの大きさも随ずい一いちという美少女である。

　旧家出身のお嬢じよう様さまで、長い黒くろ髪かみに、白くてもちもちの肌はだ、大和やまと撫なでし子こを絵にかいたような女性だが、その美夜が今俺の背後で……。

　ダメだッ！　今の彼かの女じよの姿を想像するな俺！

「私たちのような世間知らずの小こ娘むすめを手て籠ごめにした、わるーい男ひとへの、お仕置きです」

「どういうこと!?」

　本当にどういうことだってばよ!?

「それを私たちの口から言わせるんですか正人さん？」

　イヤわかる。美夜さんの言いたいことは何となくわかる。

　美夜は元々すんげえいいとこのお嬢様だった。しかし彼女がＭＴ能力を発現させたことがきっかけで政略結けつ婚こんさせられそうになり、それを俺がブチ壊こわしにしたことが以前あったのだ。

　その際「美夜のことを一生守る」とか「美夜と結婚する」とか「美夜の大きいお尻なら子供がばんばん産める」とか取り返しのつかないことを一個ならず何個も言った俺です。

「まあ、私一人でよければまだよかったんですが、正人さんはとっても欲張りだということが後にわかりましたからねえ」

「美夜女史の仰る通りです、正人中尉」

　さらに二人目の女性の声が、背後から聞こえてきた。

　この声は、やはりおしり団の仲間であるスカディ・Ｗヴアイスマン・東とう郷ごうさんの声だ。

「小官は、実家の掟おきてに従い、強い軍人となることを目指してきました。そんな小官に別の目的を示し、女としての生き方を模も索さくするように差し向けたのは他ならぬ正人中尉です」

「…………」

　スカディさんに関しても、俺との間に起こった特筆すべき出来事があった。

　とある事情から実家へと帰ってしまったスカディさんを俺が追いかけ、すったもんだの挙句無事連れ帰るといった事件がつい先日あったのだ。

　その際俺は、実家におられたスカディさんの家族と対面し、衝しよう突とつしたり意見を交じわせたりしながら、最終的に「娘むすめをよろしく頼たのみます」みたいなノリになってしまったのだ。

　一方で「美夜と結婚する！」と言いつつ、「スカディさんを幸せにしてみせます！」みたいなことを言った俺。

　アカンこれ、どう見ても俺、鬼き畜ちくやないか。

「鋼の心、鉄の意志。それらのみをもって兵士の道を邁まい進しんしていればいい小官の女を目覚めさせた正人中尉には、その責任をしっかり取っていただきたい。しかるに、小官にしっかりと女の幸せを与あたえていただきたい、ということです」

　は、背後からスカディさんが俺の体に密着してきた!?

　肌の触ふれ合あう感じでわかるのだ。繰り返しますがここはお風呂場。従って俺もスカディさんも衣服は全部脱だつ衣い所においてきて、残るは生まれたままのお互たがいの姿しかない。

　スカディさんの引ひき締しまった肉体の感かん触しよくがァァァァァァッ!?

「あっ、スカディさん狡いです。……じゃあ私も」

　ぴと。

「むはああああああああああああッッッッ!?」

　今度は美夜まで俺に密着してきた。

　スカディさんの、鍛きたえて引き締まったものとは違う、美夜の柔やわらかくて豊かな肉体の感触が！

　くどいようですがお風呂場ですから美夜も裸！

　美夜とスカディさん。質はまったく異なるが極ごく上じようという点ではいずれ劣おとらぬ二つの女によ体たいが、俺のことを挟はさみ撃うちに！

　何この高級お風ふ呂ろ屋やさんの特上高級コースみたいな状況は!?

「ねえ正人さん？　前に言った通り、私のことを一生守ってくれるんですよね？」

　と美夜が豊かなお胸を俺の左ひだり腕うでに押おし付つけてくる！

「は、はい！　一生守らせていただきます！」

「それは承服しかねます正人中尉。では小官の、女としての幸せは何ど処こにあるというのですか？　正人中尉の腕の中ではないのですか？」

　今度はスカディさんが、俺の右みぎ腕うでに素す肌はだを擦り付けてくるぅぅぅぅッッ!?

　質量体積では美夜に及およばないものの、密度というか筋肉の引き締まった感触の心ここ地ちよさがまた一段と堪たまらないスカディさんの裸ら体たいィィィィィィィッ!?

「い、イエスサー！　スカディさんの幸せは、常に俺の腕の中です、サー！」

「酷ひどいです正人さん。ということは私とのことは遊びだったんですか？」

　そしたら今度は美夜が涙なみだ声ごえでぇぇぇぇぇぇ!?

　当たり前だが、なんて困難な状況なんだ！

　美夜を選べばスカディさんが、スカディさんを選べば美夜が不幸になる。なんでこんなにっちもさっちもいかない状況になってしまったんだ!?　あ！　俺のせいか！

「ふふふ、正人さんったら真しん剣けんに悩なやんでますね。そういう真ま面じ目めなところ、私は大好きです」

「小官も、もっとも尊敬しております」

　突とつ如じよとして、俺の両頬にみずみずしい感触が突つき刺ささった。

　美夜とスカディさんが、左右から俺のほっぺにキスをした!?

「おおおッ!?　何二人とも!?　これ以上俺に何をするつもりですか!?」

「もう、怯おびえないでください正人さん。私たち別に正人さんにイジワルしているんじゃないですから」

「肯こう定ていです正人中尉。我々は、正人中尉をお慕い申し上げております。二人揃そろって、です」

　そう言うと美夜とスカディさんは、今まで俺の背後で俺の視界に入らない位置にいたが、正面へ回り込んで、三つ指ついて跪ひざまずく。

　……イヤ二人とも、そんな位置でそんな姿勢されると色々見えるんですが。二人は裸だと何度指し摘てきを繰り返せばいいんですか!?

「正人中尉は国士であります。強く立派で、そして優しい。それを我々は身をもって知っているのです」

「ですから私たちは、そんな正人さんに二人で寄より添そいたいんです。正人さんを好きになった者同士、スカディさんと一緒に」

「そこで本日は、そのことを正人中尉に正式に奏上いたしたく、この場を設けさせていただきました」

「正人さんに裸の思いを伝えたいから、体も裸になってみたんです」

　美夜、スカディさん……！

　この凄すさまじき桃もも色いろの状況には、そんなわけがあったのか！

「わかったよ二人とも！　俺はキミたちを大事にする！　平等に、キミたちを幸せにしてみせる！」

　感かん極きわまった俺は、目前にいる全ぜん裸らの美夜とスカディさんを抱だきしめた。

　体温とか、肌のきめ細やかさとか、女性独特のいい匂においとかがダイレクトに伝わってくる。こんな素す晴ばらしい女性が俺のことを好きになってくれるなんて！　しかも二人も！

「正人さん、遠えん慮りよなんかしないでくださいね？　私の中にある心の檻おりから私を助け出してくれたあの日、私のすべては正人さんのものになったんです。だから私のゼンブを正人さんに上げます。私のゼンブを欲ほしがって下さい正人さん」

「正人中尉。小官の体は、美夜女史に比べれば女性的魅み力りよくに欠けていることはわかっています。それでも、小官は正人中尉によって女性とされてしまったのです。小官のことをもっともっと女にしてください……！」

　こうして風呂場で抱き合う三者三様。

　そこへ……。

「……うわー」

　浴場の出入り口から、俺たちの仲睦まじさをドン引きで見み詰つめる目があった。

　タピ岡おかだった。

「ええっ!?」

「きゃあッ!?」

「何事ッ!?」

　たとえ自分たちにとっては１／３の純情な感情真っ盛りでも、やはりまったく無関係の第三者からの視線を感じ取れば恥はずかしいのである。

　俺と美夜とスカディさんは、抱き合った状態から即そく座ざにカンシャク玉のように弾け散る。

　さて、このお風呂場に突とつ如じよ闖ちん入にゆうせし亜あ麻ま色いろの髪かみの少女についてである。

　彼女の名はタピ岡。本名は谷たに岡おか邦くに江えというらしいのだが、どこぞでタピ岡などというトロ味のついたアダ名を付けられている。

　タピ岡は一見女の子らしくないアダ名であるが、その実とても女の子らしい体つきで魅み力りよく的てき。

　ムチムチの美夜には及ばないものの、十六歳さいという年ねん齢れい相応の豊満さをもった裸体を、タオルとくもりガラスを上手に使って隠かくしていた。

　しつこいようだが、ここはお風呂場です。

「……タピ岡、何故ここに？」

　一気に正気に戻もどった俺が、震ふるえる声で尋たずねた。

　今このアジトには、俺たち三人以外誰もいないのは前述の通りだ。

　佐さ藤とうさんたちは仕事だし緩ゆるや花かは修しゆ行ぎよう、団長もおしり探しの旅に出ている。

　そうして誰からも邪じや魔まされる恐おそれがないからこそ美夜たちもこうした暴挙に出られたのだし。なのにタピ岡が何故ここに!?

「……オレ様最初からアジトにいたＺＥ。部屋に籠こもってたんだＺＥ」

「なんと」

「昨夜、寝ねる前にちょっとだけゲームするつもりが、意外にラストダンジョンがサクサク進んでやめ時を見失ったんだＺＥ。感動のエンディングを迎むかえたのがついさっきだＺＥ」

　イヤ、今、朝の十時なんですけど。朝飯も食わずにずっとゲームしてたのかこの現代っ子。道理で気付かないわけだ。すっかりアジトを自宅代わりにしやがって。

「それで眠ねむ気け覚ざましに一ひとっ風ぷ呂ろ浴びようとしたら、このジュテームな風景に遭そう遇ぐうしたんだＺＥ。一体何事だＺＥＥＥ……！」

「きゃぁぁーーーーッ！」

「あわわわ……、あわあわ、あわわわわ……！」

　タピ岡の言葉を皮切りに、美夜もスカディさんも、裸を少しでも隠そうと自分で自分を掻かき抱いだきながらしゃがみこむ。

　さっきまでは、この痴ち態たいをヒトに見られても構わないぐらいの胆きもの据すわりようだったのに、やっぱり内心は恥ずかしかったのか！

「よし！　タピ岡！」

「な、なんだＺＥ？」

「お前も俺が抱きしめる！」

「正人中尉がご乱心なさった……!?」

　俺の発言に、スカディさんなどが目を剥むいて驚おどろいたが、俺はいたって正気です。

　さっき美夜とスカディさんはすべてを脱ぎ去り、赤せき裸ら々らな想おもいをぶつけてくれた。

　俺もそれに応こたえ、二人を第三者からの視線から守らねば。

　その方法は、ただ一つ。新たに現れてきた部外者も、当事者に加えてしまえばいいのだ！

「というわけでタピ岡！　ヘイカム！」

「ウン、いいＺＥ」

「「いいのッ!?」」

　驚きよう愕がくする美夜とスカディさんを余よ所そに、タピ岡はとてとてタイルの上を歩き、両手を広げた俺の胸に飛び込んだ。

「んにゅー、正人の胸むな板いた意外と厚いんだＺＥ」

「ははははは、愛ういヤツめ！」

　若じやつ干かん俺おれのキャラがブレている気がしないでもないが、素す直なおに抱きしめられたタピ岡を、その素直の報ほう酬しゆうとばかりにワシャワシャ撫なで回まわす。

「ちょ、ちょっとタピ岡さん！　どういうつもりですか!?」

「まさかタピ岡女史も、正人中尉に懸け想そうを……!?」

　両サイドから、既すでに俺にゾッコンＬＯＶＥな二人が迫せまってくる。

　現在正面からタピ岡と抱き合っている体勢なので、これではもう両手に花どころか左右正面三方向から花だな！　嬉うれしいなぁ！

「ん？　姐あねさんたち何を言ってるんだＺＥ？」

「惚とぼけないでください！　正気でなくなっているとはいえ正人さんからの誘さそいを、こんなに簡単に受け入れるなんて！　もしかしてタピ岡さんも、正人さんのことを異性として好きなんですか！」

「舐なめんじゃねえ！　だＺＥ！　ひゃんっ!?」

　最後のは俺がタピ岡の肩けん甲こう骨こつのくぼみにたまった汗を吸い取ったことに対するリアクションである。

　タピ岡の全身を舐めていいのは俺だけなのだ！

「オレ様はこれでも、かつてマッドエンペラーで本物のツッパリを目指したド硬こう派はだＺＥ！　今もその真っ赤な魂たましいは消えちゃいねーＺＥ！　恋れん愛あいなんてチャラチャラしたモンには一いつ切さいキョーミがないんだＺＥ！　にゃあッ!?」

　今のは、俺がタピ岡の背筋をつつつ……と指でなぞった結果だ。

「語るに落ちるとはこのことですタピ岡女史。女たる者、全裸でそこまで男性に肌を許しては、好意を寄せているという何よりの証しよう拠こではないですか……！」

「そんなこたーねーＺＥ！　オレ様と正人の間には、彼かれ氏し彼かの女じよの事情を越こえた、もっと強い絆きずなが存在するんだＺＥ！　それは友情だＺＥ！」

「「友情!?」」

　何故か声を揃える美夜とスカディさん。

　あータピ岡の耳たぶ美お味いしいなあ。

「そうだＺＥ！　オレ様と正人はマブダチ同士なんだＺＥ！　熱い拳こぶしで鍛えられた友情は何よりも勝まさるんだＺＥ！」

「でもあの……、友だち同士で抱ほう擁ようしあうことはないと思うんですけど……？」

「裸の付き合いってヤツだＺＥ！」

「それは別の意味で使われることだと思いますタピ岡女史……」

　美夜とスカディさんは、やれやれと言った表情で互いに目を見合わせるのだった。

「仕方ないですねえ」

「考えてみれば、彼女も危ないところを正人中尉に助けられた経験がありますし、我々から異論を差し挟む余地はないかと」

　なんか二人が自己完結した！　よくわからんが！

「よぉーーーーーし！　皆みなが納なつ得とくして争いが根絶された！　平和が一番！　ソレス○ルビーイング！」

「そして、さっきから正人さんのテンションが珍ちん妙みようになってきてるんですが……」

「段階的におかしくなってるから手て遅おくれになるまで気づけませんでした……！」

　何か言われているが！　とにかく楽しいのは当たり前じゃないですか。

　美夜にスカディさんにタピ岡。こんな美少女三人に囲まれてハーレムですか？　イヤ、ハーレムですよコレ？　楽しくないわけがない！

「イヤ、あの……。正人さん心の中で何を思っているのか知りませんが……」

「……無言で小官たちのおっぱいを揉もんだりお尻を撫でたりしないでください。せめて何か言ってください」
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　しまった、皆を平等に愛するあまり手が勝手に動いてしまった。

　しかし素晴らしいなあ美夜のお尻もスカディさんのお尻も！　おしり団だけあって、集つどうお尻が一級だというのが、触さわっただけでもわかる！

　……ん？　お尻？

「そうだ三人とも！　ちょっとそこに並んでくれる？」

「はい？　こうですか？」

　基本俺の言うことに従順な三人は、まさしく貞淑妻といった風ふ情ぜいだ。

　俺の指示通り、俺の目前に横一列に並んでくれた。

「そして後ろを向いてくれるかな？」

「はい？」「こうですか正人中尉」「だＺＥ？」

　三人がクルリと回れ右すると、俺から見て彼女らの背面、つまりお尻が露あらわに。

「ひゃふぅーーーーッ！　美夜の巨尻、スカディさんのスポーツ尻、タピ岡のＪＫ小こ尻じりが一望できるぞーーッ！」

「目的はそれですかっ」

「正人が本格的におかしくなってるＺＥ！」

「何がきっかけでそうなってしまったのです……!?」

　何せ俺たちはおしり団。お尻を鑑かん賞しようし、堪たん能のうすることに何の差しさわりがあろうか。

　都合がいいことにここは、もう何べんも言っているが裸の社交場、お風呂場。

　普ふ段だんスカートやズボンやパンツ等々、秘密のヴェールに包まれたお尻は剥き出しとなっている！

　皆の白かったり丸かったりツルツルしていたり剥きたてたまご肌だったりが、産地直送で俺の眼前にあるぞひゃっほぉーーーいッッ！

「桃とう源げん郷きようや、桃源郷がここにあったんや……！」

「さすがにもうキモイと評さざるを得ない段階に差し掛かってきましたが……」

　イヤこれは桃もも尻じり源げん郷きようとでも言うべきだろうか？　だってこんなに桃尻が並んでいるんだもん！　食ったら千年は若返ると言われる仙しえん桃たお並の桃尻が！

　もう辛しん抱ぼうたまらん！　見ているだけじゃ我が慢まんできまへん！

　俺は桃尻源郷の魔ま力りよくに誘われるかのようにお尻に向けて手を伸のばそうとしたところ……。

「すとっぷ・ざ・ぼうそう半島なのですよーーーーーッッ！」

「ぐぼべろぐはひえッッ!?」

　側頭部にドロップキック的なものを食くらって吹ふっ飛とばされる俺。

　ドボーンと湯船に水柱が上がる！

「きゃああ！　正人さーーん!?」

「一体何事ですか……ッ!?」

「まさか、この人はだＺＥ!?」

　そう、俺を蹴り飛ばしつつ、風呂場に光臨なさったのは、小学生のようなロリぺタ体型にフリフリ揺ゆれるポニーテール。

　我らがおしり団団長伊い佐さ波なみ美みさんだった。

「正人さん！　見み損そこなったのですよ！」

　と団長は俺が沈しずんでいると思われる湯船に向けて言った。

「おしり団団長たる私に何の相談もなく、ミャーさんの巨尻、スカディちゃんのスポーツ尻、タッピーさんのＪＫ小尻を並べて鑑かん賞しよう会かいなんて！　おしりを求めて愛の国ガンダーラへ旅していた私はおしりの気配を察しておしりテレポートで戻ってきたのです！　私をごしょーばんに与あずからせてくれないとはどういう了りよう見けんなのです!?」

　と団長は、湯船に向けてズビシと指を突き付けた。

　が、その湯船からプカリと浮うかんできたのは……。

　……木の丸太だった。

「か、変わり身の術です!?」

「本物はこっちだーーーッ!?」

　俺は既に団長の背後に回っていたのでした！

　とにかくも変わり身の術によって隙のできた団長を掻き抱いて捕ほ獲かく成功！　初めて団長に対して優位に立てた気がする！

「ははははは！　団長！　登場するなりヒトの頭にドロップキックをかますとは何事ですか!?　俺は団長をそんな子に育てた覚えはありませんぞーーー！」

「にゃーーッ!?　正人さんがおかしなテンションなのですよぉー!?」

　よーし！　団長にはお仕置きが必要だな！

　お仕置きと言えばお尻ぺんぺん。俺は団長の薄うすくてちっちゃなロリ尻に、大きく広げた手の平をビターン！

「うにゃーーーッ！　どうしたんですか今日の正人さんはーッ!?」

　ビターン！　ビターン！　団長の犯罪的なロリ尻ビターン！

「何をしているんだ美夜！　スカディさん！　タピ岡！　皆も団長のお尻をペンペンするんだ！」

「何を言ってるんですか正人さん!?」

　本当に何を言ってるんだか自分でもわからないが、今日はすべてにおいてテンションを優先させたい気分なのだ。

「考えてもみろ！　キミらだって日常的に団長からお尻ペロペロされているじゃないか！　時は今！　その仕返しの絶好チャンスだぞ！」

「あ、たしかに」

「言われてみれば……」

「恨うらみ晴らさでおくべきかだＺＥ！」

　俺の言葉に目からウロコが弾け飛んだ三人は、めいめい団長のお尻へ誘われていき、ペシペシしだした。

「にゃぎゃわーーーッ!?　私のおしりに熱いビートが刻まれるのですよーッ！　皆して何してくれはりまんねんですかーッ!?」

　アナタが日ひ頃ごろしているイタズラです団長。

　しかしまあ、相変わらず団長のロリ尻はサイコーである。

　ロリであるゆえの熟しきれない硬かたさのある尻。しかしその丸みやスベスベ触しよつ感かんはたしかに女性のもので、背徳感がスパイスとなって叩たたき心ごこ地ちサイコーだ！

「うーん、団長さんはこうして私たちのお尻を楽しんでいたんですねペシペシ……」

「たまにはこういう趣しゆ向こうもよいものですペシペシ……」

「てゆーかオレ様たち何してるんだＺＥペシペシ……」

　ペシペシ、ペシペシ、ペシペシ、ビターン！　ペシペシ、ペシペシ、ペシペシ、ビターン！　ペシペシ、ペシペシ、ペシペシ、ビターン！　ペシペシ、ペシペシ、ペシペシ、ビターン！




「正人さん一人だけ強く叩きすぎなのですよぉぉぉぉぉッッッ！」




　そしてついに、団長の何かがキレた。

　次の瞬間、俺の頭上に差す影かげ。見上げるとそこには、団長が自前の超ちよう絶ぜつＭＴ能力で作り出した『でっかいおしり』が……。

「むぎゅうッ!?」

『でっかい』といっても、ちょうど運動会の大玉転がしぐらいの大きさのミドル『でっかいおしり』は、重力に引かれて落下し、正確に俺の脳天に命中するのだった。

　超ちよう重じゆう量りようの『でっかいおしり』に潰つぶされて、目の前が真っ暗になった。





＊　＊　＊






「モッ、モンテスキューッ!?」

　ゆっ、夢か……。

　気づいたら俺は、アジトの居間にいた。

　つい今しがたまで意識を失っていたようだ。しかしなんか物もの凄すごい夢を見ていた気がする。内容はイマイチ思い出せないが、総ハチミツ色と言おうか……。

「脂肉とササミ肉を一緒に食らい、そのあとスィーツと青い果実がデザートで出てくるような…………」

「誰が脂肉ですか？」

「ササミ肉とは誰のことでしょう正人中尉？」

　うおはッ!?

　なんか至近距きよ離りに美夜とスカディさんがいた！

「正人さんは、お風呂で湯当たりしてしまったんですよ」

「そこで我々が正人中尉をお運びし、ここで体を冷ましていたのです」

　そ、そうだったのか……。

　これは美夜やスカディさんたちにとんだ世話を掛けてしまったなあ。なんだかその当時の記き憶おくがないのだが、記憶を失うぐらいキツく湯当たりしてしまったのか？

「ホッ……。どうやらちゃんと元に戻られたようですね」

「正人中尉に変なスイッチがあることを発見してしまいました……」

　美夜とスカディさんがボソボソと話しているが、意味がよくわからなかった。

「……ん？　そういえば風呂場に団長がいた気がしたんだけど」

「団長さんなら、余よ程ほど恥はずかしかったらしくて、またすぐお外へ出て行かれましたよ」

「責める人間ほど、責められる側に回ると弱いということです」

「？」

　俺が記憶を失っている間に一体何があったのか。

　まあいいや、朝あさ風ぶ呂ろなんてゆったりしていたが、今日だって組織運営の仕事がたんまりあるのだ。まだ頭がボンヤリするが、ここで仕事を遅おくらせると後がドンドンきつくなっていく。

　まずは……。

「美夜、俺おれ宛あての郵便物何か来てる？」

　メール全盛の昨今でも、紙の郵便物は重要だ。

　特に法的な力のあるものは必ず書面で送られる。てなわけで俺が朝最初にやる仕事は、郵便物のチェックだった。

「はい、ここに」

　と言って美夜が差し出してくる紙の束は、優にコ○ケカタログ並に厚かった。

「あ、ありがとう……」

　受け取った郵便物を一通一通チェックする俺。そのほとんどは公共料金や悪の組織としての装備品の請せい求きゆう書しよだが……。

「ん？」

　その中に、一通の見慣れぬ封ふう筒とうがあった。

　その封筒には、無機質なワープロの印刷でこう記してあった。







　――――『黒こく援えん隊たい』と。







第一章　黒い維い新しん







　黒こく援えん隊たい。

　それは俺おれたち悪の世界で通例となっている、五つの強きよう豪ごう組織のうちの一つだった。




　シャーウッド。

　アザゼルバンク。

　ＭＴＣメイソン。

　マッドエンペラー。

　そして黒援隊。




　これらが、星の数ほど存在する悪の組織で最強最大と目されしベストファイブ。

　いわゆる悪の五大組織。

　しかしそのうちの二つ、シャーウッドとマッドエンペラーは過去の戦いで壊かい滅めつし、俺たちおしり団が吸収。今は頼もしき仲間となっている。

　さらに悪の大ボス・斑鳩いかるが青あお盛もりさんが率いるアザゼルバンクとは、先日奇き妙みようかつ超ちよう困こん難なんな戦いを繰り広げることで、実際あそこがダントツで最大無敵の組織だということを、俺たちは思い知らされた。

　現在アザゼルバンクとは『さわらぬ神に祟たたりなし』といった距離感で、平へい穏おんを保っている。

「それからＭＴＣメイソンは、ＭＴ能力を科学的に研究しよう、ってお題目で立ち上げられた組織でな……」

　悪の世界で酸すいも甘あまいも噛かみ分わけた大人組の佐さ藤とうさんが解説を入れる。

「ＭＴ能力の研究を行っていいのは正義の組織ＭＩＮＯＳミノスにみとめられた機関だけってことで違い法ほう組織認にん定てい食くらってるんだが、ソイツらの研究費なりを出してるのも、アザゼルバンクというか斑鳩さん」

「あの人は……、そういうところにまで手を……！」

「だからあそこはスポンサーである斑鳩さんのヒモ付きってことになるから、斑鳩さんと事を構えない限りはヤツらも敵に回らんだろう。だから結局問題は……」




「……黒援隊か」




　ちゃぶ台の上に置かれた一通の封筒を見下ろしながら、俺は呟つぶやいた。その周囲には、今日の仕事を終えて戻ってこられた元シャーウッドの大人組、佐藤さん、鈴すず木きさん、田た中なかさんなども卓たくを囲んでいた。

「それで、この黒援隊とはどういった組織なんですか？」

　正義という一元論に統合され、ＭＩＮＯＳ一極しかない正義の組織に比べ、様々な主義主張が錯さく綜そうする悪の世界では、それこそ各人のもつ主張の数だけ悪の組織が存在し、数百とひしめき合っている。

　たとえば、俺たちが今まで出会ってきた悪の組織でも、シャーウッドは正義の圧政に反発し、人々の自由と独立を守ろうという信念のもと戦っていた。

　次に衝突したマッドエンペラーは、逆に主義主張などまったくなく、戦いそのものに意義をもっていた組織。

　そして斑鳩さんのアザゼルバンクは、人々の欲望を全肯定し、各人の夢や希望を叶かなえる援えん助じよを惜おしみなく行う組織だった。

　では、この黒援隊は、一体どういう目的、特色をもった組織なのか？

「それがわからんのよねー」

　大人組の一人、鈴木さんが気だるげに言う。

「五大組織なんて言われるからには、どの組織もそれ相応の危険度というか、それを示す武勇伝なんかがあってしかるべきなんだけど、黒援隊にはそれが一切ない。むしろ、なんで五大組織に選ばれたかわからんぐらいだ」

「元々五大組織っていう枠わく組ぐみを作って、そこにシャーウッドやアザゼルバンクをはめ込んでいったのはＭＩＮＯＳなんですよね？」

　俺からの確かく認にんに、鈴木さんは頷うなずく。

「巨きよ大だいで恐ろしい悪がいる。そういうわかりやすいレッテルで、それに対たい抗こうする正義の重要性を庶しよ民みんにアピールするって戦略よ。しかし、シャーウッドやマッドエンペラーみたいに、わかりやすすぎるほどにわかりやすい悪と違ちがい、黒援隊はどーもモヤモヤしている」

　規模不明、行動目的不明、本ほん拠きよ地ち不明、トップ不明。すべてが不明の謎なぞの組織だそうだ。他組織との交流や衝突もなく、ホントに活動してるのかすら疑わしい。だから実績もへったくれもない。にもかかわらずＭＩＮＯＳが五大組織として危険視しているのだから、謎は深まるばかりだ。

「その黒援隊が、俺たちにコンタクトを取ってきた」

　この封筒は、つまりそういうことだろう。郵便が今時アナログなのはさっきも言った通りだが、発信者の身元をわからなくするには、むしろコレが最適の手段だ。

　電話やメールでは、契けい約やくの際に真であれ偽ぎ装そうであれ身分を申しん告こくする必要があるし、逆探知の技術も確立されている。無論そういうのを誤ご魔ま化かす方法もたくさんあるが、差出人無記名でポストにヒョイと投とう函かんするだけの郵便の方が遥はるかに手軽というわけだ。

　しかしこの封筒から推理できるもっとも重要な事実は、この送り主がそこまで入念な配はい慮りよをするほどに、自分の正体を隠したがっている、ということじゃないだろうか？

「……ともかくも、開けて中身を確認してみないことには何もわかりませんね」

　佐藤さんたちが仕事を終えてここに来るまでの間、俺おれ一人で手紙を検あらためることはできたが、それはしなかった。

　俺はおしり団の参さん謀ぼうであってリーダーじゃないからな。他組織からの接せつ触しよくという重要案件に、独断専行は控ひかえるべきだと判断した。

　実際、悪の先せん輩ぱいとして酸いも甘いも噛み分けた佐藤さんたちの意見はマジ参考になるし、この封筒の中に黒援隊からのどういった申し出が記してあったとしても、御お三さん方かたが付いていれば心配あるまい。

　ということで、封ふうを開かんと封筒に手を掛けるが……。

「参謀気を付けろよー。世の中には手紙の中に罠わなを仕し掛かけて、開けた途と端たんにドカーン！　となー」

　そういう助言はいらんよ！

　知ってる！　たしかにカミソリレターとか、炭たん疽そ菌きんとか、内容物が正確に表記してあるエロゲ通つう販はんとか、色んな手口の宅配テロは知ってる！

　でもそんなこと今言われたら途端に怖こわくなるじゃないですか！

　得体の知れない組織が送ってきた、謎の薄い封筒。さすがにこの中に「どかーん！」というモノが仕込まれているとは考えがたいが、俺は大いにビビりつつ、封筒の糊のり付づけを少しずつビリッ、ビリッと剥はがして……。

　……ドキドキ、ドキドキ。

「「「どかーーーーーんッッ!!」」」

「ぎゃーーーーーーーーッ!?」

　真後ろから大声を上げる佐藤さんたちに、俺はビックリして三メートルばかり飛び上がった。

　なんだこの様式美!?

　ともかくも封筒を開いてみると、ビビりに反して中には普ふ通つうの便びん箋せんしかなく、無機質なワープロの印刷文でこう書いてあった。





　十じゆう王おう正まさ人と殿どの。

　我々黒援隊は、貴君の組織との同盟を望んでいる。

　ひいては会談のため、下記の日時、場所まで来られたし。






「同盟……ねぇ」

　一通り読んでみて、理解した。別に不可解なことではない。悪の組織同士、志は違っても利害の一いつ致ちから協力して正義に立ち向かっていくことはあり得ることだし、実際に斑鳩さんのアザゼルバンクと俺たちはそれに近い関係を構築している。

「しかし何な故ぜ俺名指し？」

　俺はしがないおしり団の参謀であって、おしり団も別に俺の組織ではないんだが。

「実際おしり団の運営を回しているのは参謀だしなあ。相手はそこまで見抜いてるって警けい戒かいの参考にした方がいいんじゃないか」

　佐藤さんがアドバイスしてくれる。

　たしかにそうだな。外の人間が知らない俺たちの内情を知っている、という考察は、充じゆう分ぶんに警戒の理由になりえるだろう。

「……皆はどう思う？」

　この場に集っているおしり団の仲間たちに、俺は意見を求めることにした。

　今ここには、こうした政治的判断を下す際にめっちゃ頼たよりになる佐藤さん、鈴木さん、田中さんたちの大人組の他に、スカディさん、美み夜や、緩ゆるや花かなどいつものメンバーが揃そろい踏ぶみしている。

　ん？　そういえば団長は？　朝から見てないが？

「当方に利があれば、同盟も積極的に結ぶべきですが、相手側の情報がまったく開示されないというのが問題です。何もわからぬのであれば、利益不利益を検討することすらできません」

　まずスカディさんの意見が出た。軍人家系出身らしいクールな意見だな。たしかに正体もわからない相手と同盟を結ぶなんて、体験版もプレイせずにゲームをジャケ買いするようなものだ。危険すぎる。

「……あの、私こういう話は、まったく苦手で」「ダーッと来て、トゥアーッと来て、チェストーッとやればいいのではないでござろうか！」

　そして美夜と緩花はこのザマだった。二人はそれぞれ悪の五大組織シャーウッドとマッドエンペラーの元リーダーであったはずなのに、なんだこの体ていたらく？

「……となれば方針は決まったな」

　俺は集まった意見を取りまとめ、結論を下す。

「ある程度相手の誘いに乗ってみよう。コイツらの言う通り会談を行って、相手と直接面を突つき合あわせれば、嫌いやでも向こうの情報は得られる」

「ほあたぁーーーッ!?」

「うわっ、なんだッ!?」

　窓からいきなり飛び込んできたのは、朝方飛び出して一向に戻る気配のなかった団長だった。

「団長ッ!?　今までどこに行ってたんですか!?　……いたっ、痛いですよ！　なんでいきなり無言で殴なぐるんですか!?」

　戻ってきた団長は、「ただいま」も言わずに俺のことをスナップの利きいたパンチで殴り続ける。しかも心なしか団長の顔が赤い。一体何なんだ？

「話は聞かせてもらったのですよ。これはいわゆる、しゅのーかいだんというヤツですね!?　であればこのおしり団団長・伊い佐さ波なみ美みの出しゆつ陣じんは当然。見事果たしてみせますですよ！」

「ま、待ってください！　ダメです！　団長は行かせられません！」

　こういう二勢力間での会談は、裏切りの危険が付き物。そこへ『組織のトップだから』と簡単に団長を連れて行き、何かあっては堪たまらない。

「会談へは俺が行きます。あっちもわざわざ俺のことを指名していますし。もし何かトラブルがあっても、団長に危険がなければ、おしり団も揺らぎません」

「待ってください正人さん！　それじゃあ正人さんが危険じゃないですか!?」

「美夜女史の言う通りです正人中ちゆう尉い。会談に赴おもむくのはやむをえぬとしても、せめて護衛の一人ぐらいは同行させるべきかと……！」

　と美夜、スカディさんの二人が凄すごい勢いで迫ってきた。

　……護衛か。別にいらないといっても二人が絶対許しそうにない剣けん幕まくだからつけるのはやむなしにしても、問題は誰だれを護衛につけるかだな。

「…………！」

「…………！」

　美夜とスカディさんが凄い瞳ひとみをキラキラさせて、こちらを注視しとる。あの二人は双そう方ほう『千越オーバー・えサウザンド』だから護衛としては実力充分なものの、あの二人のどちらか一人だけを選ぶのはたいへん危険だと、俺のゴーストが囁ささやいていた。

　俺が美夜どころかスカディさんとまで恋こい仲なかになってから、基本的に二人は仲良しなんだけど些さ細さいなことで張り合うことが多くなってきた。

　やれ俺と一いつ緒しよに買い出しに行くのはどちらだの、一緒にお風ふ呂ろに入るのはどちらだの、一緒のベッドで寝ねるのはどちらだの、平地に波は瀾らんを起こすこと甚はなはだしい。

　大たい抵ていの場合、三人一緒に出で掛かけよう、三人一緒にお風呂に入ろう、三人一緒に寝ようでことを収めるのだが。

「今回はさすがになあ……」

　敵か味方かもわからぬ組織の接触に、重要戦力である『千越オーバー・えサウザンド』を二人もアジトから空けさせるのは不安が大きすぎる。

　ではどうすればいい？　美夜とスカディさん、二人を納得させた上で、会談に出掛ける俺と、アジトの安全を保障するには……。

　そこで俺は、閃ひらめいた。
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「うおおお！　大任申し付かり欣きん喜き雀じやく躍やくにござるぞぉ！」

　浪ろう人にんチョンマゲ風ポニーテールをピコピコ揺らす剣けん術じゆつ娘むすめが、街中に光臨した。

　その名は岸がん我が緩花。スカディさん、美夜に続く我わが組織三人目の『千越オーバー・えサウザンド』だ。美夜、スカディさん、どちらを選んでも角が立つということで緊きん急きゆう避ひ難なん的にコイツを連れてきてしまった。

　元々は悪の五大組織の一つ、最凶組織マッドエンペラーのリーダーで敵として出会ったのだが、コイツも今では騒さわがしくも頼たのもしい仲間だ。

　なんとかという全国規模の大会で優勝した剣術娘で、その実力はＭＴ能力を差っ引いてなお折紙つき。美夜＆スカディさんとの兼かね合あいを考えずとも、要人警護にはもっとも適した人材かもしれないな。

「正人殿！　拙せつ者しや、大だい抜ばつ擢てきの栄えい誉よに応こたえるべく粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごで頑がん張ばるでござるぞ。正人殿に触ふれようとする者は片かたっ端ぱしから三枚下ろしでござるー！」

「やめて！　見境なしに刃は物もの三ざん昧まいしないで！」

　緩花が、やる気ありすぎる。もう少しでＺ指定のリアルゲーム緩花無む双そうが始まるところだった。

「それで正人殿、黒援隊とやらが指定してきた待ち合わせ場所とはここで間ま違ちがいないのでござるか？」

「うん、そう」

　ここは東京駅。その名の通り首都東京の中心地にあり、神か奈な川がわ、千葉など他県を繋つなぐターミナル駅だ。一日平均の利用客は四十万人と、人の出入りの多さはそれこそ国内指折り。

　そのホームに俺と緩花は立っていた。黒援隊からの求めに応じて。

　ここで待っていれば、向こうからのお迎むかえがやってくるはずなのだが……。

「しかしこのような人のごった返した場所で待ち合わせでは、相手を探すのも一苦労でござるな。相手は気のきかんヤツと見たでござる」

　イヤ、むしろ逆だろう。人でごった返しているからこそ相手はここを指定してきたのだ。人を隠かくすには人の中。この日本最大規模の人ゴミは、姿を隠したい者にとっては絶好の隠かくれ蓑みのになる。

　俺たちとの会合中、偶ぐう然ぜんにもＭＩＮＯＳのパトロールが通りかかるなどトラブルが発生した場合、ヤツらはこの人ゴミに紛まぎれて姿を消すつもりなのだ。

　郵送のことといい、周しゆう到とうなヤツらだと思うが……。

「しかし、ただ待ってるのも手て持もち無ぶ沙さ汰ただな。暇ひまつぶしになんか食うか？」

「正人殿、何を言うのでござる？　ここは駅の中にござるぞ」

「イヤ、そこの売店で菓か子しでも弁当でも売ってるだろ……」

「なんとっ!?　駅の中にお店があるのでござるか!?　東京駅は都会でござるな！」

　そりゃあるに決まってるだろ。キヨ○クは駅の中、そんなの有名だろ？

「もうすぐ相手も来るだろうからガッツリとは食えないが、チョコでも買うか」

「チョコでござるかッ!?　……イヤイヤイヤ！　イカンでござる！　拙せつ者しや只ただ今いま、正人殿を護衛するお勤め中。それ以外のことに現うつつを抜ぬかしておる暇などないのでござる！」

「真ま面じ目めだなぁ緩花は。じゃあ俺一人で食おう。カカオ六十パーセントのビターチョコを……」

「それはダメでござる。苦いでござる。あっちのいちごミルクチョコにするでござる」

　緩花の葛かつ藤とう短ぇ。

　数秒で決着がついたよ、しかも食欲が勝った。その上いちごミルクチョコとか超ちよう甘あまいじゃねえか。それでいいのか侍さむらい？

　しかもよく考えたら緩花に間食させると、後で美夜に怒おこられる。でももう緩花チョコのことしか頭にないけどどうしよう？　と俺が俄にわかにエマージェンシーを感じていると……。

「……相変わらず、アホなことしてんなテメェら」

　と嘲あざけるような響ひびきの声が俺たちにかけられた。駅のホーム上にはたくさんの人がいるが、どうやら俺たちに対して放たれた声であることは間違いない。

　何な故ぜなら、声に反応して俺たちが向けた視線の先。そこにいたのは、俺たちの知る顔だったからだ。

「…………戸ど袋ぶくろでござるか!?」

　緩花が俺を庇かばうように立ち、ネコ科の肉にく食しよく獣じゆうのように鼻の頭に皺しわを寄せる。

　そう、俺たちは今眼前に現れた男のことを知っている。

　ヤツの名は戸袋。かつて悪の最凶組織マッドエンペラーに所属し、しかもその副総長だった男だ。

　それに対して緩花は、そのマッドエンペラーを率いる総長だった過去をもつ。この二人に面識があるのは言うまでもないことだった。

　そして俺も、この男とは因いん縁ねんがある。この再会を歓かん迎げいしかねるほどの。

「戸袋ッ！　貴様どの面下げてここにいる!?」

　緩花が、今にも噛みつきかねないほどの殺気を振ふり撒まく。

「マッドエンペラー時代の貴様の乱行、忘れたとは言わさんぞ！　ＭＩＮＯＳの油あぶら多たと裏で通じ、谷たに岡おかや正人殿を害そうとした。当時の腐くさった性しよう根ねをいまだ直さず、またしても正人殿を襲おそわんとするなら、今度こそその体真っ二つに両断してくれるぞ！」

　その殺気は、かつてマッドエンペラーで鬼き人じんと呼ばれた彼かの女じよの恐おそろしさを裏打ちするものだった。

　だが待て緩花。仮にもここは東京駅のホーム上、日本屈くつ指しの人通りの激しい場所だぞ。こんなところでＭＴ能力者同士が争あらそったら、ケーサツどころの騒ぎでは。

「ケッ、安心しろ元総長さんよぉ。オレぁもうアンタらなんぞに復ふく讐しゆうする気なんぞこれっぽっちもねぇからよ。んなことしても時間のムダ。オレたちゃ互たがいにビジネスでここに来てんだろ？　なら仲良くしようや」

「……なにっ？」

　なんだこの、戸袋の何かを見み透すかすような物言いは？　まるで俺たちが何故ここにいるかも知っているかのような……。

「っつかよぉ、テメェら少しは気にならねえのか？　俺が今日までどんな思いで生きてきたか。泣く子も黙だまるマッドエンペラー副総長のオレが、絶好調時は百人以上の荒あらくれどもを率いてたこの戸袋様がだぜ。突とつ然ぜん現れた無能力者にインチキみてぇな手で負けて、総長までソイツに尻尾しつぽ振ふって、気づいた時にはマッドエンペラー解散だ。多くのメンバーが、オレを見捨てて他の組織に鞍くら替がえしてよ。そん時のオレの惨みじめさが、テメェらにわかるか？」

「なんでそんなに被ひ害がい者しや意識が全開なのでござろうか？」

　まったくだ。たしかにマッドエンペラーが解散した時、総長である緩花を慕したう多くのメンバーが、緩花とともにおしり団に移い籍せきした。戸袋がその中にいなかったのは、早々にマッドエンペラーを裏切って、ＭＩＮＯＳ広報部長油多に取り入ろうとしたからだ。

　その時の激戦で油多は敗れ、その走そう狗くとなっていた戸袋も諸もろ共ともに排はい斥せきされた。

　つまり戸袋が惨めな境きよう遇ぐうに追いやられたとしたらそれは自じ業ごう自じ得とくなのだが。

「一人二人で暴れても大したこたぁできねぇし、ヘタすりゃＭＩＮＯＳに捕つかまってＭＴ刑けい務む所しよ送りだ。ツッパリ全開のあの日々はもう戻もどってこねぇかと泣きが入った時によ。世の中はテメェらみてぇな疫やく病びよう神がみばっかじゃねぇ、拾う神もちゃんといやがったってことを知ったぜ」

「なに……!?」

「今のオレは、マッドエンペラーと同じ五大組織。……イヤ、悪の組織としちゃ、それ以上にイカした黒援隊のメンバーよ！　今日は隊長の命令で、テメェらを迎えに来てやったってわけさ」

　ならやっぱりコイツが、黒援隊の出で迎むかえ役。つまり書簡は本物だったということか。

「正人殿！　帰るでござる！」

　緩花が憤ふん然ぜんとした口調で言う。

「戸袋ごときを擁ようする組織、ロクなものではござらん！　そんなものと友ゆう誼ぎを結ぶなど益やく体たいなし！　このままチョコを買って帰るのでござるよ！」

「イヤ、行こう」

「正人殿ッ!?」

　たしかにこの戸袋の再登場には俺も度ど肝ぎもを抜かれた。そしてそれ以上に警けい戒かい心しんをＭＡＸで奮起させられた。

　だからこそ俺は、戸袋を拾ったという黒援隊の隊長に会わなければならない。会ってその人物を見み極きわめなければ、ソイツがどれくらい危険かもわからないからだ。

「物わかりがいいじゃねえか。ついてきな、地下に車を駐とめてあるからよ」

　戸袋は、ホスト役として礼れい儀ぎを払はらうつもりもないらしく、ぞんざいな態度で歩き出す。

「……正人殿のご意志とあれば、何ど処こまでも付き従うのが拙者の武士道。ご安心くだされ、正人殿のことは拙者が命に代えてもお守りするでござる」

　そして限界までシリアスな緩花だった。

　話が少しずつ、キナ臭くさい方向へ向かい始めている。戸袋が尊敬に値あたいしない人間であることは、前の事件で証明済みだ。そんな戸袋を組織に加え、何を行おうとしているのか。黒援隊の隊長という人物は……？
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「…………着いたぜ、もう目め隠かくしもいらねえ」

　車から降りた俺は、戸袋からの許しも出たことだし、我が頭に巻かれた目隠しを外す。緩花も同様で、外した目隠しを投げ捨てるその表情は憮ぶ然ぜんとしていた。

「まったく、用心深いことだな」

　車で移動している間、俺たちには目隠しが着けられ、目的地までの道順を記憶させないようにしていたのだ。そうしなければ案内しないと一点張りなのだからしゃーない。

　そしてやっと開けた視界を見み渡わたしてみると、ここは工事現場。建設中のビルらしく、剥むき出しの鉄骨やビニールの仕切りが雑然とした印象を俺たちに与あたえる。

　つかここ、絶対黒援隊の本拠地とかじゃないだろ。そんな場所に案内するのにも目隠しさせて悟さとらせまいとしてたのか？　ちょっと神経質すぎやしないか。

「……正人殿。拙者さっきからいい気分がしないのでござるよ」

　緩花も、この黒援隊の対応に不審感をあらわにしていた。

　……たしかに黒援隊のここまでの対応は実に用心深く、悪の実力者ならではというべきものだ。

　悪の世界は弱肉強食。それゆえに、いつ、どこで、誰から狙ねらわれるかわからない。やられてしまえば不用心な方が悪いのだ。

　一方で、最高頂点に立つ悪だからこそ、そうした用心から一いつ切さい無む縁えんの人もいる。

　斑鳩さんだ。悪の大ボスたるあの人からの招待も俺たちは受けているが、実に堂々とした、小細工抜きの招待だった。俺たちごときが何かしようとも、あの人にダメージを与えるなど到とう底ていできないとわかりきっているからだ。

　そんな斑鳩さんの招待に比べれば、今日の黒援隊は小細工に走りすぎていると思わざるをえない。最初の郵便物による接触からしてそうだ。たしかに黒援隊のやることは知略に冴さえわたっていて、緻ち密みつな計算の下に成り立った行動だということがわかる。

　しかし俺は最近思うようになった。

　知略というのは、使えば使うほど、その人間の器量を小さくするのではないかと。

　あの斑鳩さんを知ってしまった俺には、今日の黒援隊のやりようは『小こ賢ざかしい』としか思えなくなってしまっていた。

「……隊長！　ご命令通り、例のヤツらを連れてきやした！」

　戸袋の猫ねこ撫なで声ごえが、建設中のビル内に響き渡った。

「ありがとう戸袋くん。キミは思った通りの働きをしてくれるね。これからもキミに期待させてもらうよ」

「ハイッ！」

　建設中ビルの奥おく、暗がりから聞こえてくる声に、戸袋は嬉き々きとして返事する。

　ビル内は暗くて、俺たちの距離からでは奥の方まで見渡すことができない。そこにいるであろう声しか聞こえない何者かの見目形も、窺うかがいようがない。

「さて戸袋くん。私は客人と大事な話をしなければならない。キミは表で待機していてくれ」

「わかりやしたッ！」

　まるでおつかいを頼まれた子供のような無む邪じや気きさで、戸袋は出入り口の向こうへ消えていった。

　これで部屋の中には俺と緩花、それに暗がりの向こうから聞こえる声の主以外にない。

「正人殿……、ご注意くだされ……！」

　緩花が、警けい戒かい色しよくを全開にして俺の横に並ぶ。

　俺たちが連れ入れられた建設中ビルの一室は、一応部屋としての体てい裁さいは整うほどに工事は進んでいるが、まだまだ内装までは行き届いておらず、剥き出しのコンクリートが声をよく響かせた。

「よく来てくれたね、十王正人君。キミが私の申し出に応えてくれたことに、心から感謝するよ」

　声の主は、まだ闇やみの中で姿を潜ひそめている。逆に俺たちの姿は、入り口から差し込む光で向こうからは丸見えだろう。

「それよりも、そっちから呼び出しといて姿を見せないとはどういう了りよう見けんだ。俺はまだ、お前の名前も聞いてないぞ？」

「これは失礼した。生来用心深い性質でね。今そちらへ行くので、勘かん違ちがいして斬きりかからないようそちらのレディによく言い聞かせてくれたまえ」

　カツーン、カツーン。

　総コンクリートの室内は、足音もよく響かせる。相手が俺たちのいる入り口側に近づき、もれ差す光で薄っすらながらその姿が浮うき彫ぼりになる。

　が、浮き彫りになってもその正体はわからなかった。

　頭の上からスッポリと、頭ず巾きんのようなものを被かぶっていたからだ。まるで時代劇の悪代官がお忍しのびで問屋の店に来る時被るようなヤツで、目の部分以外が完全に隠れてわからなくなっている。

　さらに体の方は十九世紀のギャングみたいなトレンチコートを羽織っていて、シルエットもわかりづらくなっている。

「……悪いね。コレでも悪の組織。個人情報には一いつ般ぱん人じん以上に気を配っている。誰が何処から嗅かぎつけてくるともわからないからね」

　よく聞いてみると、頭巾の下から漏もれてくる声も、妙みように電子音的な硬かたさがある。ボイスチェンジャーか。手の込んだことを。

「では要望通り自己紹しよう介かいさせてもらおう。私は悪の五大組織、黒援隊隊長、逆さか本もと霊りよう魔まだ」

「坂本龍りよう馬ま？」

「多分キミが思おもい描えがいている字は違うな。私のは、こう書くのさ」

　りょうま、とかいうヤツは、何やらドヤっぽく自分の羽織っているトレンチコートの前を広げた。するとコートの裏地に、ド派手に『逆本霊魔』と刺し繍しゆうしてあった！

「……暴走族みたいでござる」

　元は本物の暴走族だった緩花にまで言われる始末。

「十王正人君、改めて私からの会談に応じてくれたこと、嬉うれしく思うよ。これからはキミの組織と私の組織、比ひ翼よく連れん理りとなってＭＩＮＯＳを打うち倒たおして…………」

「ちょっとちょっと待て待て待て！　俺たちはまだ、お前らと同盟を結ぶなんて一言も言ってないぞ！　今日会談に来たのは、お前たちがその相手に相応ふさわしいかどうか見極めるためだ！」

　俺が慌あわてて口を挟はさむと、霊魔とやらは意外なような気配を発してから……。

「……ふむ、それもそうだな。これより目標を共にして歩んでいく者同士、理解し合うことが大切というわけか。いいだろう十王正人君、心行くまで知ってくれたまえ、我が組織、黒援隊のことを」

　なんか仰ぎよう々ぎようしいなあ。第一コイツ、さっきから超ちようナチュラルに俺の名を呼んでいるのは何故なんだ？　この異様なまでのフランクさ、逆に警戒心を煽あおられるんだが……。

「そもそも、何故我々黒援隊が、悪の五大組織に列せられているか、知っているかい？」

　なんだいきなり勿もつ体たいぶって？

「それはね、我々黒援隊が、正義の組織ＭＩＮＯＳにとってもっとも目め障ざわりな組織だからだよ」

「目障り？」

　そんなもん、悪の組織ならどれでも一緒だろ。ＭＩＮＯＳの掲かかげる正義を無視し、皆みな思う通りの活動をしているのだから。

「甘い推測をしているようだね十王正人君。しかし我々黒援隊に言わせれば、他の組織など十じつ把ぱ一ひと絡からげにすぎないと言わせてもらおう。規模の大小、力の強弱、そんなものとは関係ない最大の価値を、我々黒援隊はもっている」

「最大の価値……？」

「大義さ」

　耳を疑うような大層な言葉が出てきたものだった。悪の組織が大義とは、一体どういうつもりだ？

「十王正人君、キミはＭＩＮＯＳについてどう思う？」

「どう、って…………？」

「私はね、この世にもっとも害あるのは悪の組織ではなくＭＩＮＯＳだと思っている。ヤツらは法の下に自分たちの好き放題にやっている。神からのギフトであるＭＴ能力をみずからの管理下にて独どく占せんし、ＭＴ能力者を支配しようとする。その支配から逃のがれ、戦おうとする者こそ悪の組織だ。それは十王正人君、キミもよく知るところだろう！」

　ＭＴ能力とは、突然人々に現れるようになった超ちよう能のう力りよくの総そう称しよう。人の信念を物理的な力に変へん換かんし、常識では計り知れないような超ちよう常じよう現象を引き起こす。

　人がＭＴ能力を所有するか否いなかは、完全に生まれつきによって決まり、そのためＭＴ能力者とそれをもたぬ無能力者の溝みぞは深いと言える。

　そのために国家によってＭＴ能力取とり締しまり機関として立ち上げられたのが、正義の組織ＭＩＮＯＳだ。ＭＩＮＯＳはＭＴ能力者すべてを管理統とう率そつする権限をもたされ、またＭＴ能力者はＭＴ能力による犯罪を取とり締しまるため、ＭＩＮＯＳ入隊を義務付けられる。

「私は、そのことに強い憤いきどおりを感じている。人は本来自由な生き物だ。それを生まれつき特とく殊しゆな能力をもっているからと言って、何故管理されなければいけない？　生き方を決めつけられなくてはならない？　だから私は黒援隊を立ち上げた。正義を騙かたり、人々を縛しばるＭＩＮＯＳを、この世から滅ほろぼすために！」

「ＭＩＮＯＳを……、滅ぼす？」

「そうだ！　他の悪の組織は、ＭＩＮＯＳを忌いみ嫌きらうことだけは共通しているが、ただ自分たちのやりたいようにするだけで、その先をもたない！　ＭＩＮＯＳを壊かい滅めつさせない限り、根本的な解決などありはしないのに！　我ら黒援隊だけだ、その巨大な目的のために集まった組織は！」

「だからＭＩＮＯＳにとって、お前らこそが一番目障りな組織だって言うのか？　どんな巨大な悪の組織でも、ＭＩＮＯＳを倒そうという明確な意思をもたないなら直接的な害はない。だが、それをもつ黒援隊は確実な脅きよう威いとなりうる、と？」

「その通りだ、さすがは最近勇名をはせる十王正人君だな」

　勇名って……。

「何を照れる？　ほとんど無名の弱小組織を、短期間に五大組織と肩かたを並べるまでに大きくし、その武力をもって幾いく度どもＭＩＮＯＳに苦く杯はいを嘗なめさせている。だからこそ私は、打だ倒とうＭＩＮＯＳのパートナーとしてキミを選んだ」

　同盟。

　ここでその言葉に還かえりつくのか。

「どうだろう十王正人君。我々は、志を同じくすることができると思うのだよ。ＭＩＮＯＳを滅ぼし、ＭＴ能力者に真の自由を与える。その志をね」

「お前と一緒に、ＭＩＮＯＳを倒せと？」

「そうだ、キミたちとてＭＩＮＯＳに恨うらみがないわけではないだろう？　何度となく脅おびやかされ、そのたびに撃げき退たいしてきたという血みどろの過去をもつはずだ。それはこれからも続くぞ。ＭＩＮＯＳがこの世にある限り。アレは私たちにとって共通の害悪だ。駆く除じよしなければならない。そう思うだろう？」

「正人殿……！」

　俺おれの傍かたわらに立つ緩花が、戸と惑まどうような表情で俺のことを見上げてくる。コイツもまた、思うところがあるのだろう。悪の世界に身を置くなら、誰でもＭＩＮＯＳに対して何らかの遺い恨こんがあり、霊魔の言葉に何かを感じざるをえない。

「十王正人君。キミは、私とともに行くべきだ。我が黒援隊には、この世界をよくしていこうという大義がある。キミの組織には力があるが、惜おしむべきかな大義がない。キミの力と私の大義、今こそ二つが合わさる時だ！」

　たしかに霊魔の語ることは一見筋が通っていて、耳に心ここ地ちよい。実際俺たちは、悪として正義の組織ＭＩＮＯＳと何度も事を構えてきて、危あやうく潰つぶされかけたり、大切なものを奪うばわれかけたりしたこともある。

　そうした経験が、霊魔の言葉に一層重みをもたせるのだ。

　しかも霊魔の語り口は、流りゆう麗れいにして少しも躓つまずくことがない。耳心地よい、歌うような声を発するのも一種の才能だろう。論の良よし悪あしに拘かかわらず、なんとなく相手を納なつ得とくさせることができる。

　まあ詐さ欺ぎ師しの才能だが。

「んー、いいや断る」

「なにッ!?」

　俺の答えが心底意外だと言うように、霊魔の声が電子音越しに動どう揺ようで震ふるえた。

「どういう意味だ!?　キミは、私の言ったことが理解できなかったのか!?」

「どうも何も。ＭＩＮＯＳを潰したいって言うのはお前らの目標。俺たちは違ちがう。ただそれだけだ。目指す場所が違うのに、一緒に歩いていけるわけがないだろ」

「何をバカな！　打倒ＭＩＮＯＳは、悪であれば全員が目指すべき大目標じゃないか！　我々は手を取り合ってＭＩＮＯＳを滅ぼし、悪の世界に救済をもたらすべきだ！」

　本当にそうだろうか？

　逆本霊魔が言うように、ＭＩＮＯＳを倒せば皆が幸せになれるのか？

　ＭＩＮＯＳはそもそも、ＭＴ能力をもつ犯罪者を取り締まる組織だ。人じん智ちを超こえたＭＴ能力は、警察のような普通の治安組織では手におえない。だからこそ特別にＭＩＮＯＳが作られた。

「……お前に一つ尋たずねたいんだが、仮にお前らがＭＩＮＯＳを壊滅させたとして、その後はどうするんだ？　ＭＩＮＯＳがなくなれば、誰がＭＴ犯罪者を取り締まる？」

　ＭＴ能力をもった犯罪者が、能力をもたない警察などを蹴け散ちらして、人を殺そうが物を壊こわそうが知ったこっちゃない、というのも悪の組織っぽいが……。

「それなら心配ない。ＭＩＮＯＳ亡なき後の治安の維い持じは、我々が行えばいい」

「あぁ？」

「我々黒援隊は、社会に混乱をもたらすことをよしとしない。たしかにＭＩＮＯＳを滅めつすることによって、そうした弊へい害がいも出るだろう。ならばＭＩＮＯＳに代わって犯罪者どもを駆く逐ちくし、平和を守るのはＭＩＮＯＳを倒した者の義務ともいえる。そういう部分も含ふくめて、私はキミに協力を求めているんだ。私とキミで、世界を善くしていくんだ」

「…………」

「どうしたんだい正人君？　黙っていてはわからない。それとも私の言うことの正当性を理解して……」

「黙れ」

　俺の言葉に、立て板に水の霊魔の声が止まった。

「お前からは正義の臭においがする」

　自分以外の正しさを絶対に認めようとしない正義の臭いが。

　コイツはただ、ＭＩＮＯＳに成り代わろうとしているだけだ。ＭＩＮＯＳがいる絶対唯ゆい一いつの座に、今いる者を押おしのけ、自分たちが座すわろうと目もく論ろんでいるだけ。

　当然のことだが、正義は光ひかり輝かがやいている。

　美しく、清らかで、人々から羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見上げられる存在だ。

　目の前にいるコイツは、そんなＭＩＮＯＳの在り方を羨うらやみ、妬ねたみからお粗そ末まつな批判をしているだけにすぎない。

　そんなヤツほど、いざ下げ剋こく上じようが成って己おのれが頂点に立った時、自分が放ほう逐ちくした旧権力者の形だけを真ま似ねて、地べたに住む人々を支配する。

　こんなヤツらが俺たちと同じ『悪』を名乗っていることに虫むし唾ずが走る。正義とは違う価値観をもち、だからこそ恵めぐまれた正義の環かん境きようから離はなれ、野ざらしの中でも己を貫つらぬく『悪』の誇ほこりをコイツらはもっていない。

「大体お前らは、俺たちおしり団と組んでどうしたいんだ？」

　想像はつくがな。

　おしり団には現在、美夜、スカディさん、緩花と三人の『千越オーバー・えサウザンド』がいて、さらにその上のＭＴ値一〇万という規格外の力をもった団長もいる。

　それらを味方に加えれば、ＭＩＮＯＳといえど粉ふん砕さいするのは訳もない――かどうかはやってみなければわからないが、少なくとも目の前にいる霊魔はそう思ってそうだな。

　要は、俺たちの力を使って打倒ＭＩＮＯＳを楽チンに行いたい、と言うのだ。

「他人の理想を妬み、他人の力でそれを手に入れようとする。そんなヤツと組んでも俺たちに何のメリットもない。繰くり返かえして言うが、俺たちはお前とは組まない」

「何を言っているんだ？　コレはキミにとっても非常に魅み力りよく的てきなことなんだぞ。ＭＩＮＯＳを倒し、我々が新たな正義となる理想。私はその道を、キミに示しているのだ！」

「……それは俺たちの道じゃない。俺たちおしり団が進む道は、お尻しりを愛めでることだ」

　そう、俺たちおしり団が結成された一番最初の理由。それは団長の『世界のすべてのお尻を愛で、友だちになりたい』というものだ。

　そうした望みの下に、多くの人がそれぞれの望みをもち寄って少しずつ大きくなったのが今のおしり団だ。

　皆の望みを俺の一存で勝手に捻ねじ曲まげるわけにはいかないな。

「何をバカな！　そんなくだらないことのためにキミは私を拒こばむと言うのか!?　キミが所有する力は、もっと有意義なことに使われるべきなのだ！　正人君、もう一度考え直せ！　キミは正義の、光り輝く存在になるべきだ！」

　独善的なヤツだ。

　他人の考えはくだらなくて、自分だけが高こう尚しようだと言っている。

　今ハッキリ確信した。コイツら黒援隊が、悪の組織などというのは名ばかりだ。

　コイツらは正義の組織だ。一つの社会にはたった一つの正義しか君臨できないから、ＭＩＮＯＳいる限り悪の座に甘あまんじなければならないだけだ。

　唯一絶対、自分たちの価値観だけを認め、それ以外の価値観を悪と排斥するのが正義なのだから。

「……だが俺たちは悪だから、お前たちの存在まで認めないとは言わない。数百ある別種の価値観、それを認めてこその悪だ」

「あ……が……」

「だが馴れ合う気もない。お前がＭＩＮＯＳを倒し、新しい正義に成り代わろうって言うなら、お前自身の力で頑張るんだな。俺たちを巻き込むな」

　これ以上話すことはない。

　俺は踵きびすを返し、出口へ向かって迷わず進む。

「緩花、行こう」

「御ぎよ意い！」

　緩花も元気よく俺に続いた。

「……わかったよ正人君、今回のところは引き下がろう。どうやら今の私では、キミを説得できる材料が足りないようだからね」

　背中へ投げかけられる霊魔の言うことも、俺は無視した。これ以上コイツと関わりあっても、得られるものは何もない。

「だが、これで確信したよ。やはりキミを覚めさせるには、ＭＩＮＯＳだけでなくあのゴミクズ組織がどうしても邪じや魔まなようだ。しかしどんな困難があろうとも、私は必ずキミを救ってみせる……！」

　しかし、それでもヤツの言葉は呪のろいのようにベットリと俺の背中に張り付いて、不快感と共にしばらく剥はがれそうになかった。
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「正人殿どの。あの者、斬り捨てずにおいてよかったでござるか？」

「いきなり怖こわいこと言うね緩花はッ!?」

　逆本霊魔との会談場所だった建設中のビルを出てすぐ、緩花がそんなことを言い出したので大いにビビった。

　来る際は車でお迎えがあったが、交こう渉しよう決けつ裂れつした今勝手に帰れということらしい。道中目隠しまでされて道順をわからなくさせられたのだが、こんな時の地図アプリ。

　で、緩花である。いきなりの斬り捨て御ご免めん発言の真意とは？

「あの者と手切れとなった以上、いつ我らの敵となるやわからぬでござる。そうなる前に斬っておけば後こう顧この憂うれいを残さずに済むでござる」

　この子が最凶組織マッドエンペラーのリーダーであったことを思い起こさせずにはいられない。

「そうかもしれんけどな。そういうのって、正義っぽくてヤじゃないか」

「そうでござるか？」

「さっきの話にもあったけど、ＭＩＮＯＳはＭＴ能力者を無差別に入隊させる。それは、もしかしたらＭＴ能力を使って悪いことをするかもしれないから、ＭＩＮＯＳに入れて監かん視ししようって言うんだ。明日敵になるかもしれないって、今アイツを斬っちゃったら、正義と同じになるだろ？」

「むむむむむむむむむ……？」

　イカン、考え込んでしまった緩花が。ちょっと話が難しすぎたかな。

「とにかく、心配してくれてありがとな緩花。そーらご褒ほう美びだ！」

　俺は、緩花の体をひょいともち上げると、彼女の両太ももを自分の肩に乗せた。

　そうこれは肩かた車ぐるまだ。

「ま、正人殿!?　いきなりこれはなんでござる!?」

　俺の肩の上で緩花が慌てふためく。

「肩車だよ、肩車。いつもより高い位置から見渡せて楽しいだろ？」

「そ、それはわかってござるが、拙者の股またぐらに正人殿の頭が…………！」

　そこから先は、ゴニョゴニョ尻すぼみとなり聞き取れなくなる緩花の声だった。

「……正人殿は非道にござる。そうやっていつも拙者のことを子供扱いして……！」

「んー？　なんか言ったかー？」

「なんでもござらん！　こーなったら、はいよーでござる！　正人殿は拙者の愛馬となって地を駆かけ巡めぐるのでござる！」

「はいはい、じゃーこのままアジトまで駆け抜けますか」

「今に見ているのでござる！　いずれ剣けんの道を極きわめた暁あかつきには、きっと正人殿の気を惹ひけるような……！」

　とりあえず今は、いずれ降りかかるであろう災さい禍かを危き惧ぐするよりも、緩花と戯たわむれることの方が重要だった。
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　正義の組織ＭＩＮＯＳミノス司令・十じゆう王おう厳げん破ぱは、今夜も仕事を家にもち帰っていた。

　組織の長おさたる彼かれには果たさなければならない責務が山積している。各部署からの報告に目を通し、星の数ほどもある案件を全体的に俯ふ瞰かんして、調節する。

　それは、ちょうど十王正まさ人とがおしり団でしていることによく似ていた。違いがあるとすれば単純に規模が何倍も大きくなったということぐらいだ。

　今夜も、ＭＩＮＯＳの活動に何かと口出ししたがる警視庁との会談に備えて、資料の何冊かを頭に叩たたき込こんでおかなければならなかった。

　資料の小さな文字が厳破を苦しめる。彼も五十二歳さい。老いを思い知らされる。

「………………」

　書しよ斎さい机の上に置いてある電話の、内線ボタンを押した。

　コーヒーを入れてあったマグカップが空になっていたのに気づいたからだ。新しいコーヒーを妻に淹いれてもらおうと思ったのだが、厳破は苦く笑しようして、電話の内線通話を切った。

　今日、妻は実家に里帰りしていたのを思い出したからだ。

　彼の十四歳年下の妻である十王ゆのは、旧きゆう姓せいを直すぐ猪いという。何人もの世せ襲しゆう議員を世に出している政治一族で、ゆのの実父である直猪典てん蓮れんなどは元総理大臣として位人臣を極めた名門中の名門。

　厳破がその一族との関係をもったのは、今から二十年ほど前のこと。

　当時厳破はＭＩＮＯＳを設立するために奔ほん走そうする警察官かん僚りように過ぎなかったが、その後うしろ盾だてとしてもっとも頼たよりにしていたのが『地上最強の経済人』橘たちばな山やま人とだった。

　だがその橘翁おうが急きゆう逝せいし、ＭＩＮＯＳ設立に暗雲が立ち込める。早さつ急きゆうに新たな後ろ盾を必要とした厳破に、未亡人となった橘乙女おとめが、当時与よ党とう幹事長を務めていた直猪典蓮を紹しよう介かいした。

　典蓮と会談をもった若き日の厳破は、これからどんどん増えるであろうＭＴ能力者が社会に与える影えい響きよう、その影響を正しくコントロールするためのＭＩＮＯＳの必要性を熱心に説いた。

　結果、典蓮はＭＩＮＯＳへの援えん助じよを約束してくれた。しかしそれには、ある条件が提示された。

　それこそが、典蓮の娘むすめであるゆのとの結けつ婚こん。

　日本の治安機構を革新しようとするある意味危険な警察官僚に、自分の娘を娶めとらせる。その行こう為いには、政治一族ならではの打算が見みえ隠かくれしていた。

　警察官僚は、優ゆう秀しゆうな人材畑の一つ。先人にも警察庁長官から国家公安委員長を歴任し、最終的には名官房長官として近代の政治史に名を残した例もある。

　要は、典蓮は厳破のことを一人材として高く評価したということだろう。

　ＭＩＮＯＳ司令として当人の好きにやらせた後は、それによってできた実績を武器に政界入りさせ、有用な懐ふところ刀がたなとして使いこなす。

　典蓮はそんな未来を思い描いていたのかもしれない。

　しかし結果的に厳破は、義父たる典蓮の思い通りにはならなかった。

　ＭＩＮＯＳが設立されてから二十年近く。その間厳破は頑かたくなにＭＩＮＯＳ司令であり続け、典蓮からの政界入りの要よう請せいを無視し続けてきた。

　厳破にも意地があった。己が人生は、ＭＴ能力者を社会に馴な染じませることのみに捧ささげられるべきであって、義父の希望に応こたえることはできないと、厳破は最初から居直っていたのだ。

　彼ももう五十過ぎ。選挙に立候補するに遅おそすぎる歳ではないが、仮に当選したとしても、若手議員として使いっ走りとするには扱いにくいだろう。

　結局厳破はＭＩＮＯＳで我を通した。古巣であった警察。岳がく父ふとなった直猪典蓮。様々な人や組織に不義理を重ね、彼が目標とする、ＭＴ能力者と普ふ通つうの人間が共存できる社会の構築に力を注いだ。

　しかし、厳破がもっとも申し訳ないと思っているのは、他でもない妻に対してだ。

　彼女が厳破に嫁とついだのは、二十歳はたちになったばかりの頃ころ。

　当時通っていた大学を中退させられ、完全に親の意向しかなかったあの結婚に文句一つ言わずに従い、十四も年の離れた中年の連つれ添そいとなって、子供まで儲もうけた。

　これが政治一族の中で育てられた女の生き方か、と厳破は妻への感かん嘆たんを禁じえなかったが、しかし夫である厳破がＭＩＮＯＳの職務に固持し、政治家として本家に合流しなかったことで、彼女が政略結婚に殉じゆんじた意味は完全になくなった。

　そんなゆのの情熱が、夫から子供の育成へと対象を変へん更こうされるのは、ある意味で自然な流れだった。

　妻として完全に失敗した以上は、せめて母として。そう思う気持ちは厳破にも痛いほどよくわかった。

　最初の子としてあてなが生まれた時、ゆのは母として満足しなかった。

　封ほう建けん制せいの匂においを残す政治一族・直猪家にとって、やはりもっとも望ましいのは跡あと継つぎとなる男子。

　男子を一人前のエリートとして育て上げることこそ、ゆのの最後の悲願だった。

　長女あてなに続き、弟の正人が生まれるまで、一年程度しか間が置かれなかったのも、ゆのの焦あせりを表すものと見て間ま違ちがいない。

　ようやく生まれた男子を、実家に貢こう献けんするエリートに育て上げるのは当然のことだったが、ゆのは長女であるあてなに対しても、政治一族ならではの英才教育を施ほどこすことに余念がなかった。

　いずれは自分自身と同じように、他家に嫁いで本家の繁はん栄えいを助けられるよう。そのための心得と技術を幼いあてなに叩き込みだした。

　厳破は夫として父として、ゆのの育児方針に口出しできなかった。己が勝手を貫くために岳父・典蓮を裏切り、妻ゆのの顔に泥どろを塗ぬった後ろめたさがそこに表れた。

　ゆのが熱心に、娘であるあてなに生け花やピアノを習わせるのは、妻として失敗した彼かの女じよが、せめて母としては実家に顔向けできる程度に成功したいという切実さの表れだ。

　そうした懊おう悩のうを察せられるぐらいには、政略結婚といえども厳破は妻のことを愛していた。

　しかし、賢けん婦ぷ人じんになるためのスパルタ教育を受けていたあてなに、いつしかＭＴ能力が発現する。しかも『千越オーバー・えサウザンド』という破格の力が。

　父親がＭＩＮＯＳ司令という、その道の第一権けん威いである以上、注目は避さけられなかった。ゆのがそれまで娘に施していた教育など、一いつ瞬しゆんにして意味を失わせてしまうほどに。

　あてなは程ほどなくＭＩＮＯＳに入隊し、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようどころではなくなった。

　ゆのは娘の育児でも、思おも惑わく通りにすることができなかった。

　自然彼女の最後の希望は、あてなの次に生まれた長男の正人になる。しかしそれ以前に、正人は最初から母にとって最大の希望だった。

　直猪家のような封ほう建けん一族にとっては、跡継ぎとなる男子こそが最高の価値をもつ。正人をエリートに育て上げられれば、それ以前の失敗などすべて吹ふき飛とぶのは自明のことだった。

　しかしながら正人の幼少時の教育もまた、母親の思い通りにはならなかった。

　この点ばかりは厳破が、父として夫として、息子むすこの教育方針に何度も口出ししたからだ。『あてなの時は、女親として思うところがあるだろうと口出ししなかった。だからこそ男子である正人の育成には、同じ男である私の意見も入れさせてもらう』という理り屈くつで厳破は、妻からの反論を封ふう殺さつした。

　たとえばゆのは幼年の正人を、有名大学付属の幼よう稚ち舎しや（小学校）へ入れようとした。有名な政治家、文化人の子供たちが多く在ざい籍せきする教育機関であり、将来エリートとなることを望むならこれ以上ない近道だったからだ。

　しかし厳破はそれに大きく反対し、結局は自宅近くにある公立小学校へ正人を入学させた。

　まだ価値観の定まらない子供に必要なのは、世の中を正しく捉とらえる感覚であり、それを養うには世間一いつ般ぱんを見ることのできる普通の学校の方がよいと考えた。そうして厳破は、息子が自分の意志で歩める自分の道を確保したのだった。

　しかしその道は平へい坦たんではなかった。

　ＭＩＮＯＳ司令という父親の巨名。その重圧は、ＭＴ能力という超常の力と息子の人生を切っても切れないものにし、様々な形で影響を与え続けた。

　生来の才能でしかないＭＴ能力は息子には微笑ほほえまず、ＭＩＮＯＳ司令の息子でありながら無能力者である息子は、逆に『千越オーバー・えサウザンド』である姉と事あるごとに比べられる。

「姉がＭＩＮＯＳ隊員なのだから当然弟も」。そうした無責任な期待に息子は長い間苦しめられてきた。

　そうした呪じゆ縛ばくから息子が解き放たれた今も、家族との間あいだ柄がらはギクシャクしたものが続いている。

　今日、妻のゆのが実家に帰っているのは、正人のことを相談するためだ。

　ゆのはまだ、家から独立した正人のエリート化を諦あきらめておらず、今からでも麻あざ布ぶなり開成なりの進学校へ転校させられないかと目論んでいるらしい。

　夫に隠れて、そうした工作をする妻に、厳破は胸の痛みを感じずにはいられぬのだった。

　妻は、厳破の貫こうとする正義の最大の被ひ害がい者しやだった。

　ＭＴ能力者と無能力者が調和できる社会を作り出すため、厳破は一体どれだけの不義理を重ねてきたのか。

　古巣である警察、自分を援助してくれた直猪家、妻や子供。様々な人々に迷めい惑わくをかけ、それで理想を実現しようとする自分は果たして本当に正義なのか。

　何度も何度も何度も自問を重ね、それでも答えは出ないまま、また正義を貫くために不義理を重ねる。それが十王厳破の人生だった。

　かつて酒に呑まれて、そうした愚ぐ痴ちを心の外に漏らしてしまったことがあった。

　その時、同じ卓たくで飲み明かしていた相手からはこう言われた。

『自分は本当に正しいのか。一秒の隙すき間まもなく常にそう問い続ける人間だけが、正義を名乗る資格があるのかもね』

　そんな理屈に甘えるわけにはいかないと、己を律し続けて今日まで来た。

　自分がこれまでしてきたことに後ろめたさを感じたことはない。それでも、本当に自分が正義なのかどうかは今もってわからない。

　あるいは、厳破が見たこともない道をこれから切り拓こうとする若者が、その答えを見つけ出すのだろうか。

　コンコン。

　物思いに耽ふけりつつも仕事の手を止めない厳破の書斎に、ノック音が響ひびいた。

「お父さん、いる？」

　ドアを開けて入ってきたのは、娘のあてなだった。

　正人との対決後、独断行動や敗北の責めを負って謹きん慎しん処分となったあてなだが、その関係からＭＩＮＯＳ官舎のマンションを引ひき払はらい、今は実家暮らしでいる。

　実のところ、あてなの謹慎は今なお解けていない。

　その理由は、失敗や命令違い反はんの罰ばつではなく、今や『千越オーバー・えサウザンド』を三人以上も所有する悪の組織に対し、あてなが再衝しよう突とつするのを五部長クラスが恐おそれるからだった。

　ＭＩＮＯＳのトップ隊員として長く最強の名をほしいままにしてきたあてなも、同じ『千越オーバー・えサウザンド』三人が敵となっては勝ち目がない。

『正義は必ず勝つ』。その体現者であったあてなが一度ならず二度までも敗れることがあっては、ＭＩＮＯＳは再起不能の大ダメージを負いかねない。

　それゆえあてなは、確実な逆ぎやく襲しゆうの見込みがつくまで自宅謹慎を余よ儀ぎなくされているのだった。

「はい、お父さんコーヒーよ」

　あてなはそう言って、湯気立つマグカップを差し出してきた。

「……よくわかったな」

「お父さんさっき電話鳴らしてたでしょ？　お母さんいないのにクセでやっちゃうんだから。まあ私もちょうどヒマしてたからね」

　娘の淹れてくれたコーヒー。

　一口啜すすってみると、モカの酸味が口いっぱいに広がる。昔から何をさせても完かん璧ぺきにこなす娘だったことを厳破は改めて思い知らされるのだった。

「……最近はどうだ？」

　などと聞くのは、この親子の間では珍めずらしいことだった。

「ずーっとヒマよ。お父さんがＭＩＮＯＳの職務に戻もどしてくれないから、カンも腕うでもすっかり鈍にぶっちゃったわ」

「それでいいかもしれん。母さんは、お前がＭＩＮＯＳで働くことを反対していたからな」

　女は家庭を預かるもの、社会に出て男のように働くなど道楽娘のすることだ、というのが厳破の妻でありあてなの母親である十王ゆのの持論だった。

「……あてな、もしお前が望むなら、ＭＩＮＯＳを辞やめてもかまわんぞ」

　自然と、そんな言葉が厳破の口から漏れた。

　言われた方は、特に衝しよう撃げきを受けた様子もなく落ち着いて尋ね返す。

「負けた私はもう用済み？」

「そういうことではない。お前はまだ十七歳。やりたいことは色々とあるだろう。それが、私の娘というだけで将来が決まってしまうのも詰つまらなくはないか、とな」

「気にしてくれてありがとう、お父さん。でも私は、正義を守るこの仕事に誇りをもっているの。だから、この力がある限り私は辞めたくない」

　あてなは、自身の手の平を見み詰つめながら言った。その手がぼんやりと黄こ金がね色いろに輝いていた。

「私のやりたいことは、善良な人々を守ること。なりたいものは正義の味方。そのために神様は、私に『千越オーバー・えサウザンド』の力を与あたえてくれた。それに悪側に多くの『千越オーバー・えサウザンド』が現れた以上、私がいなくなったらお父さんも困るでしょう？」

「……侮あなどるな」
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　重々しいながらも、その声こわ音ねはほんの少しだけ弾はずんでいた。

「お前がＭＩＮＯＳに入隊したのはたったの五年前。ＭＩＮＯＳ設立からの歴史二十年の四分の一でしかない。お前がいなかった十五年間、私は今いる若造どもより遥はるかに恐ろしい悪と戦ってきた。まだまだ小こ娘むすめに心配されるほど耄もう碌ろくしてはいない」

「『タナティズム』と『イェヘ・トロ』でしょう？　ベテラン隊員の武勇伝はよく聞くわ」

　ほう、と厳破は心の中で感嘆した。

　自身が入隊する前の昔の強きよう豪ごう組織のことをよく知っているものだ。今時の隊員は、自身のＭＴ能力を過信して過去のことを軽かろんじる傾けい向こうにあると思っていたが。

　正人の方は知っているだろうか？　ヤツは知力が重要な武器であるからこそ、姉以上に多くを知っていなければならんのだが。

　まあ斑鳩いかるががいれば逐ちく一いち教えてやっているだろう。……イヤしないかテキトーだからあの男は。

「…………あら、何かしらアレ？」

　あてなが訝いぶかしげな声で父の憂ゆう慮りよを遮さえぎった。

「外で何かが光ったわ」

「なんだと？」

　時計はもう十時を回っていた。充じゆう分ぶんな真夜中だ。

　厳破はカーテンを開けて、外の様子を窺うかがう。彼の家は都内でも高級住宅地として有名な場所にあり、治安も良い。

　当然のように窓の外には宵よい闇やみがあるだけで、不ふ審しん者しやの気配などなかった。

「……なんだ、何もないぞ？」

　そう言った瞬しゆん間かんだった。




　厳破のいる住宅の二階部分から、激しい爆ばく発はつが巻き起こった。





――Ｊｕｓｔｉｃｅ　Ｓｉｄｅ　Ｅｎｄ――









第二章　正義を破る正義







　黒こく援えん隊たい隊長、逆さか本もと霊りよう魔まの申し出を蹴けった俺は、同盟決けつ裂れつの旨むねをアジトに残っていた仲間たちに伝えた。

　ほとんど全員が、俺のすることなら、とすんなり納得してくれて「いいの？　それでいいの？」と逆に困こん惑わくするぐらいであったが、とにかくも黒援隊の一件はこれ以上考こう慮りよすべきものもなく、一いつ旦たんは落着ということになる。

　無論、手て酷ひどくフラれた霊魔が逆ギレして何か仕し掛かけてくることも充分考えられたが、その時は粛しゆく々しゆくと返り討ちにしてやるべし、と腹を決めつつ、過ぎ去ること数日。

　平和な日々は普通に続き、これはもう大だい丈じよう夫ぶかな？　と心が緩ゆるみ始めたときにこそ真のピンチが襲おそい掛かかってくるのは経験的にいつものことだった。

　運命は、変なイタズラを思いついた時の斑鳩いかるがさんくらいに容よう赦しやがないのだ。





＊　＊　＊






　朝起きて、いきなり事件が起こった。

　凶きよう報ほうを告げたのは、朝の食しよく卓たくで惰だ性せいでつけっぱなしにしていたテレビのニュース番組からだ。




『おしり団、都心を襲しゆう撃げき!?』というテロップが。




「なんだって!?」

　画面内にいるニュースキャスターは、こう伝えていた。

『――ご覧ください。こちらはライブの映像です』

　そういう断りの下に映し出されたのは、都会の見慣れた風景が、世紀末のような大混乱に陥おとしいれられている場面だった。

　窓やドアのガラスは割られ、車は火に包まれ、出勤の途と中ちゆうであったとおぼしき何の変へん哲てつもないサラリーマンやＯＬの人たちが、恐きよう怖ふと混乱の表情で逃にげ惑まどっていた。

　そして、それを追う凶きよう悪あくな暴徒たち。

『ギャーーーハハハハ！　オレたちゃおしり団だぜー！』

『尻しり触さわるぜーー！　オレたちゃ変態おしり団だからよーーー！』

『クズクズ人間のクズおしり団ーーー♪』

　などと喚わめき散ちらしながら、人を襲ったり物を壊したりしている様相は、まさしく悪の組織そのものだった。

　そんなヤツらが数十人。画面内にひしめいている。全国数千万世帯にあるテレビも同じだろう。

　画面内でおしり団を名乗る暴徒たちは、手近にあった自動車を軽々ともち上げ、出動してきた警察官などに向けて投げつけたりしていた。

　あのような芸当はＭＴ能力者でなければできようがない。

　しかし……。

「どういうことなんですか正まさ人とさん!?　ウチの団員が、本当にこんなことを!?」

　美み夜やが叫さけぶようにして尋ねるが、混乱しているのはこっちだって同じだ。

　何しろ俺にはまったく身に覚えがない。おしり団は現在、二百人以上の構成員を抱かかえているが、その全員の動向を把は握あくするなど土台無理な話だ。

　しかしそれでも、こんな無法な行動を唐とう突とつに起こすメンバーがウチにいたのだろうか？

　俺はまだ、テレビが映し出す光景を信じることができなかった。

『おしり団を名乗る暴徒は、現在都内十三カ所で破は壊かい活動を行っていることが確かく認にんされています。現在ＭＩＮＯＳミノスが全力で鎮ちん圧あつにあたっていますが、状じよう況きようは混乱しており……』

　ニュースキャスターが伝える内容は、想像以上に深刻なものだった。一国の首都で同時多発的な暴動。こんなものは前ぜん代だい未み聞もんで、ヘタをしたら首都機能がマヒしかねないぞ！

「……参さん謀ぼう、今、ウチの班長クラス全員と連れん絡らく取ってみた」

　このトラブルに居合わせていた大人組の一人、田た中なかさんが携帯電話を片手に言う。

　田中さんの言う班長たちとは、俺おれたちおしり団を十人単位の班に分け、それをまとめる人たちのことだ。

　そうすることによって組織として最低限の連れん絡らく網もうを確保したのだが、それが今役に立ったようだな。

「結論から言って、この暴動に参加しているヤツはウチのメンバーには一人もいない。逆にこの件について指示を乞こう連絡がひっきりなしだよ」

「そうなんですか……」

　報告を聞いて、美夜がホッと胸を撫なで下おろしていた。俺も同じ思いだ。

　つまり今テレビで暴れまわっている連中は、おしり団を語るニセモノということになる。

「では、こやつらは一体何者なのでしょう？」

　とスカディさんが、誰だれもが疑問に思っているであろうことを口にした。

「…………」

　俺たちが百論を交かわしあう中、一人食い入るようにテレビを見つける者がいた。

　緩ゆるや花かだ。

「……拙せつ者しや、この暴れている者たちに見覚えがあるでござる」

「なんだって!?」

「こやつら、マッドエンペラーのメンバーの中にいたでござる……！」

　緩花は悪の組織マッドエンペラーの元総長。だからそのメンバーを知っていたとしても不思議ではない。だが、既すでに解散したマッドエンペラーは、そのメンバーも緩花と共におしり団に移ったはずだ。

「ならやっぱり、あそこにいるのはおしり団の……!?」

「イヤ、待て！　……そうか、そういうことか。戸ど袋ぶくろだ！」

　戸袋。かつてマッドエンペラーの副総長として威い張ばり散らしていたあの男は、マッドエンペラー解散後、おしり団に移い籍せきすることはなかった。ヤツ自身あまりに凶きよう暴ぼうな性格のため、総長である緩花と決別したんだ。

　緩花と共におしり団に移ったメンバーは、最後まで緩花を慕したい、共に戦うことを誓ちかった連中だ。

　だがマッドエンペラーの全員がそうだったわけじゃない。戸袋以外にも多数のメンバーが、緩花を見限ったり、またはおしり団を忌き避ひして移籍を拒きよ否ひした。

　そして、その一人である戸袋を、俺たちはつい最近目もく撃げきしている！

「黒援隊かッ……！」

　きっと戸袋だけじゃなく、多くのマッドエンペラー脱だつ落らくメンバーが黒援隊に抱え込まれているんだ。

「待ってください正人さん……！」

　美夜も改めてテレビ画面を凝ぎよう視しする。

「私にも見覚えのある人が何人もいます。おしり団移籍時に出ていった、元シャーウッドのメンバーです！」

　緩花がマッドエンペラー元総長であるのに対し、美夜はシャーウッドの元リーダー。双そう方ほうとも、現在のおしり団の大部分を構成している。

　しかしおしり団を拒否して去っていった者たちは、大たい抵ていはただ暴れたいがため、美夜や緩花のもつ巨きよ大だいな力に寄りかかっていたコバンザメたちだ。

「……だとしたら、非常にマズイね」

　大人である田中さんだけが、言葉に冷静さを備えていた。

「元シャーウッドと元マッドエンペラー。その点でボクたちとコイツらに変わりはない。ボクたち自身は、コイツらとは違ちがうと明確に知っているけど、他ほかの人たちには区別なんてつけようがないよ」

「……そんなヤツらが、おしり団の名を騙かたって暴れれば」

「真実なんて確かめようがないね。これまでおしり団は、『千越オーバー・えサウザンド』三人と団長ちゃんという超ちよう戦せん力りよくを保持しながら、目立った問題は起こしていないんでＭＩＮＯＳからは静観対象にされていた。でもこれだけ大暴れされれば、ＭＩＮＯＳだって黙だまっているわけにはいかない。たとえ『千越オーバー・えサウザンド』相手でも、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで逮たい捕ほに乗り出すだろう」

　俺の脳のう裏りに、頭ず巾きんで隠した逆本霊魔の怪あやしい顔がよぎった。

　ヤツは言っていた。自分の目的はＭＩＮＯＳ壊かい滅めつだと。そのためにおしり団の力を欲ほつしていると。

　俺から協力を拒否されたヤツは、こんな手段で俺たちを巻き込もうとしているのか。俺たちおしり団とＭＩＮＯＳを激げき突とつさせ、共とも倒だおれでも狙ねらっているのか。

　テレビには、依い然ぜん好き放題に暴れまわる元シャーウッドか元マッドエンペラーの脱だつ落らく者しやが映っている。

　逃げ遅れた若い女性を抱え上げ、テレビカメラに向かって下げ卑びた笑い声をあげている。

『ゲェーーヘヘヘッヘ！　オレたちゃおしり団だからよぉ！　お尻しり大好きだぜぇー！　東京中の女を片かたっ端ぱしから襲ってやらぁーーー！』

　相手が泣き叫ぶのも構わず、体中をまさぐり、衣服に手を掛ける。それを止めようとするＭＩＮＯＳ隊員や警察官と揉もみくちゃになりつつ、その結果はテレビ画面からはもうわからなかった。

「………………」

「……ま、正人中ちゆう尉い？」

　誰かが俺の名を呼んでいる。でも誰かはわからなかった。俺の頭は今、そんなことを理解する余よ裕ゆうはない。ある感情が一杯になって。

「……殺してやる」

　逆本霊魔。

　お前は越こえてはならない一線を越えた。どうせアレもお前の指示なんだろう？　俺たちとＭＩＮＯＳの対決を煽あおるために、ああいうことをやれと言ったんだろう？

　団長のお尻好きには散々困らされてる俺だがな。それでも他人からの侮ぶ辱じよくを笑って流すと思ったら大おお間ま違ちがいだ……！

「皆みんな行くぞ！」

「まっ、正人さん……!?」「正人中尉……!?」「正人殿どの!?」

　美夜、スカディさん、緩花が三者三様に戸と惑まどいの声を上げる。何な故ぜ戸惑う必要がある？　ヤツらを許す余地が一ミリでもあるというのか!?

「今すぐおしり団の全員を投入して、都内で暴れまわってるヤツらを全ぜん滅めつさせる！　当然裏で糸を引いている霊魔もだ！　俺たちおしり団の名を騙ったことを死ぬほど後こう悔かいさせてやる！」

　俺は先日、ヤツがまだ何もしていないから、と直接手を下すことを避けた。

　しかしヤツは、俺たちのかけた恩情に気づくことなく一線を踏み越えてきた。もはや容赦は欠片かけらも必要ない。目には目を、歯には歯をという悪の掟おきてをアイツらに身をもって教えてやる！

　ガスッ！

「いてえッ!?」

　肩かたを怒いからせ部屋から出ていこうとする俺の尻に、鈍い痛みが走った！　誰かが俺の背後から、尻にバットを叩きつけてきたのだ！

　何故ケツバット!?　と戸惑いつつも、その犯人はなんと団長。

「団長？　何するんですいきなり……！」

「正人さん、短気は損気なのですよ！」

　と団長から睨にらまれた。短気って……。

「私のために怒ってくれてありがとうです、正人さん」

　そう言って団長が、深々と頭を垂れた。

「でも、そのために正人さんが怖こわい人になったらやーなのです。やー、は嫌いやということでドイツ語のＪａヤーではないのです。それでは『はい』の意味になってしまうのです」

　わかってますよそんなことっ。

「…………………………」

　俺は、大きく息を吸って、吸って、止めて、思いっきり吐はき出だした。そしてまたもう一回深呼吸する。

「正人さん……」

「正人中尉……」

「正人殿……」

　美夜、スカディさん、緩花にも心配をかけてしまったようだ。まったく俺は進歩がない。

「……ゴメン、冷静さを失っていたみたいだ。短たん絡らくすぎる行動に出ようとしてしまった」

　たしかに今あるおしり団の総戦力を投入すれば都心で暴れてるヤツらを完全沈ちん黙もくさせることは容易たやすい。

　しかし現場には、現場処理のためにＭＩＮＯＳたちも出動しているはずであり、ヤツらにはニセおしり団と俺たち真おしり団の区別などつかないはずだ。

　そこに俺たちが雪な崩だれ込んだら、最悪俺たちまで暴動の犯人とみなされ、ＭＩＮＯＳとおしり団の正面衝突は避けられない。

　それこそ黒援隊＝逆本霊魔の思惑通りになってしまう。

「もっと慎しん重ちように事を運ぶ必要がある。薄はく氷ひようを踏むみたいに」

　俺はポケットからスマートフォンを取り出すと、登録済みのとある番号をタップする。

　斑鳩青あお盛もり、と表示された項こう目もくだ。

『……はいほー、まんまとしてやられたわね彼かれ氏しクン？』

　くっ……！

　電話に出た途と端たんこの文句だ。相変わらず底知れない人だった。悪の最大組織アザゼルバンク社長、斑鳩青盛さんは。

　目下最大にして最強の悪。悪の世界でこの人を超こえる存在はなく、俺たちも先日この人たちに軽く撫でられただけで組織壊滅の危機に追い込まれるところだった。

　一応男だが女みたいな口調で喋しやべる変な人。しかしその実力は、変どころの騒さわぎじゃない。

　悪を牛ぎゆう耳じるこの人にとって、悪の世界は自分の世界と同じ。そこで起きることなど総じて把握済みなのは、この第一声からも明らかだ。

　だったらこっちも、くどくどしい前置きは必要あるまい。

「斑鳩さん、この一件俺たちで片づけます」

『いーい単刀直入っぷりねえ彼氏クン？　ワザワザ電話なんかしてくるもんだから、助けてー、とでも言ってくるかと思ったわ』

　そんなこと言うもんか、俺は前に、この斑鳩さんの前で『俺の望みはおしり団を守ること』だと言い切った。

　自分の望みをヒトに丸投げしてどうするんだ。

「連絡したのは、これ以上の必要ない混乱を避けるためです。斑鳩さんにまで、今都内で暴れているのが俺たちだなんて勘かん違ちがいされたくないですから」

『まぁそうね、ウチはアナタたち以外にも色んな悪の組織と付き合いがあるから、少なくとも悪の世界では混乱は広がらないでしょうね。でも彼氏クン？　この一件、アナタが考えてるより根が深いわよ』

「どういうことです？」

『昨夜、ゲンさんが何者かに襲われたわ』

「なッッ……!?」

　俺は思わず驚おどろきの声を漏もらした。ゲンさんというのはつまり十じゆう王おう厳げん破ぱ。俺のオヤジじゃないか！

『自宅にいたところ、正体不明の爆発に襲われて家は半はん壊かい。全身大火傷やけどを負って病院に搬はん送そうされたわ』

「そんな、イヤ、あの……！」

『オタオタするんじゃないわよ。安心なさい、命には別状ないってさ。それでも絶対安静なのは変わらず、ＭＩＮＯＳは司し令れい塔とうを突とつ然ぜん欠いてかなりの混乱に陥おちいってるみたいね。表の騒ぎに対応が遅れているのも、そのせいよ』

　表の騒ぎ。……黒援隊のことか。

　そういえば、現在テレビで俺たちの名を騙るならず者どもと取っ組み合っているのは警察ばかりで、ＭＩＮＯＳの姿を一向に見かけない。

　変と言えば変だが、その理由が司令を襲われた混乱で初動が遅れているとすれば、辻つじ褄つまが合う。

「あの、斑鳩さん、オヤジは自宅が襲われたって言いましたよね？　じゃあ母さんや姉さッ……！」

　そこまで言って俺は言葉を止めた。俺は悪の世界に入り、あの家族と縁えんを切ったんだ。今さらなぜ心配する必要がある。

「…………それよりも、このタイミング。臭においますね」

『アラ、家族の安否も気にならないの？　それも悪っぽくていいけど。結論から言って、彼氏クンの想像はドンピシャね。今朝早くＭＩＮＯＳ本部に犯行声明が送り付けられたらしいわ。おしり団の名でね』

　クソがッ。

　すべては黒援隊＝逆本霊魔が裏で糸を引いていると。そこまでして俺たちとＭＩＮＯＳを戦わせたいというのか。

　テレビの中でも、ＭＴ犯罪者を取とり締しまるべきＭＩＮＯＳの姿がいまだに見えないのはそのせいか。

　司令を潰つぶされたことで、指揮系統に混乱が起こっているんだ。

『つーわけで、アタシもちょっと捨て置けないんで、こーいうふざけたマネをしたアホに落とし前付けさせるための行動に出るわ』

「……ッ!?　待ってください斑鳩さん。さっきも言ったようにこれは俺たちの……！」

『ガキが知った風な口利きくんじゃないわよ』

　ッ!?　と、肺の中に氷水をブチ込まれる感覚が俺を襲った。

　声は静かで、電話越しだけど、それでも嫌というほど伝わってくる悪の大ボスの烈気。

『彼氏クン、アナタももう知ってると思うけど、アタシとアナタのオヤジは三十年来の友人なの。そのダチ公を、こんな姑こ息そくな手でタマ取ろうとしたヤツに、しっかり後悔してもらわないとねぇ？』

「ハ、ハイ。ハイ…………！」

　もう『ハイ』としか言えない。

『さっき言った通り、この事件はけっこう根が深いの。アタシはその根の方を徹てつ底てい的てきに枯からしに行くから、枝葉の方はアナタに任せたわよ。キッチリ皆みな殺ごろしにしなさい。そのための助すけっ人とも、特別に送ってあげるから』

「え？　それは……？」

　俺の問いに答えることなく、電話は一方的に切られた。

　もう話すことはない。あとは行動するだけだ、ということだろう。

　相変わらず話すだけで体力を消しよう耗もうさせられる人だ、斑鳩さん。

「とにかく、今がかなり予断を許さない状況だということがわかった。俺たちおしり団だけじゃなく、ＭＩＮＯＳもかなり切きり崩くずされている」

　俺は改めて、そこに集つどう仲間たちに向けて言った。

「慎重に慎重を重ねて行動しよう。恐らくはこれから先も、黒援隊の仕掛けた罠わなは満まん載さいと見ていい」

　俺は、逆本霊魔を見み縊くびっていたのかもしれない。

　ヤツはＭＩＮＯＳを潰すとか言っても、その構想は、俺たちの戦力をアテにするという他力本願なもので、自分からは何もできないクズ組織だとばかり思っていた。イヤ、今の戦略自体も他力本願なのはまったく変わっていないが、ここまで狡こう猾かつに事を進めているのを見ると、一種不気味なものを感じる。

　無論俺たちも悪。正義と戦う覚かく悟ごはいつでもできている。しかし誰かに利用されて戦うのなんか真っ平だ。

「わかりました」「了りよう解かいです」「御ぎよ意い！」「ハイなのですー！」

　皆も軽快に応じてくれた。

　そうして、反はん撃げきの狼煙のろしを上げようとしたその時だった。窓から俺たちのいる部屋へ、何かが投げ込まれてきた。

　ボテ、コロコロ……と床ゆかを転がる。握にぎり拳こぶし大の物体。なんだこの……パイナップルというか、手しゆ榴りゆう弾だんというか。

「手榴弾？」

「閃光手榴弾フラツシユバンだッ……！」

　田中さんが何か叫んだが、それ以上に大きな音と、光によって掻かき消けされた。

　両方とも転がってきた手榴弾から吐き出されたもの。俺の視界は真っ白に塗り潰され、耳も轟ごう音おんでバカになる。

　音や光だけで、頭をブン殴なぐられるほどの衝撃!?

　天地が揺ゆれるような錯さつ覚かくに苛さいなまれながらも、段々と正常な感覚が戻ってきて、やっと視覚が回復したと思ったら、俺は大いに驚いた。

　俺たちが平和に朝食を取っていたはずの部屋が、どこぞの戦場みたいになっていたからだ。

「――――ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」

　まるで花はな嫁よめのような白装束を着た美夜が立ちはだかっていた。

　それに対して、室内に踏み込み俺たちを制圧しようとしていた集団は、これまた純白の制服を着る戦せん闘とう集団。

　正義の組織ＭＩＮＯＳ!?

　では閃光手榴弾フラツシユバンはコイツらが投げ込んできたのか。アレで俺たちを攪こう乱らんし、逮捕しようと。

　しかし俺たちの中には美夜がいた。彼かの女じよのＭＴ能力『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』は、あらゆるエネルギーを吸収し無効化してしまう絶対防ぼう御ぎよの衣。閃光手榴弾フラツシユバンに気づいた美夜はいち早くそれをまとい、閃せん光こうや轟音すら白い衣に吸収して、装着者を守ったのだろう。

　しかし他の者たちは美夜と違って防御の手段をもたないため、閃光手榴弾フラツシユバンをモロに食くらってしまった。

　だから仲間の感覚が戻るまで、美夜がＭＩＮＯＳたちを牽けん制せいしてくれたんだ。

「……正人さん、大丈夫ですか!?」

「美夜、助かった……！」

　俺以外の仲間たちも、バカになった感覚を回復させ、立ち直りつつある。

　俺たちを取り囲みながら美夜のおかげで攻せめきれなかったＭＩＮＯＳ集団を見て、俺は舌打ちをした。

　コイツらがここを攻めてくるのはわかりきったことだったのに。

　都心で暴れているならず者らがおしり団を自称する以上、それを鎮圧するためには本拠地を押おさえるのが一番、と考えるのが当然だ。

「新興組織！　ＭＴ能力悪用罪および都市騒そう乱らん罪ざい、器物破損、傷害、その他もろもろの罪で貴様らを拘こう束そくする！　大人しく正義に従え！」

　前線指揮者とおぼしきＭＩＮＯＳ隊員がそう口走る。ヤツらの手には高出力スタンガンや、麻ま酔すい銃じゆうらしきものが握られていた。

　恐らくは閃光手榴弾フラツシユバンで怯ひるませたところを、アレら非致死性武器で意識を遮しや断だんさせる算段だったのだろう。

　いかに無敵の『千越オーバー・えサウザンド』といっても、能力を発揮させる前に意識を奪ってしまえば拘束は可能。それは前にＭＩＮＯＳ執しつ務む部長のホーアが、スカディさんと団長を人ひと質じちにできたことからも有効性は実証済みだ。

「……だが、今回は美夜に邪じや魔まされて思う通りにことが運べなかったってことだな。秘策が破れた以上は、潔いさぎよく撤てつ退たいするのが優すぐれた指揮官の条件だぞ？」

「うるさい！　司令がやられたっていうのに黙って引き下がれるか！　総員こうなったら玉砕覚悟で突っ込むぞ！　正義魂だましいを見せてやれ！」

　くそっ、黒援隊がオヤジを襲った効果が、ここにも表れてやがる。正義どもめ復ふく讐しゆう心しんで正常な判断がつかなくなっているんだ。オヤジ案外部下に慕われてるな。

「くっ……！　ＭＴアームズ……！」

「やめろッ！」

　閃光手榴弾フラツシユバンの目くらましから回復し、反撃に転じようとするスカディさんを慌あわてて止める。たしかに『千越オーバー・えサウザンド』の力なら、強きよう襲しゆうしてきたＭＩＮＯＳを返り討ちにするのは容易い。だが、それをしてしまったら理由はどうあれＭＩＮＯＳ対おしり団の戦いは成立し、止められなくなってしまう。

「ですが正人中尉……！」

　四方八方をＭＩＮＯＳ隊員に取り囲まれ、ネズミ一匹出る隙すき間まもない。ここで攻めることも引くこともできずにグズグズしていると、都内の混乱は増すばかりだ。

　どちらにしろ、逆本霊魔の思おも惑わく通りになってしまう。

「とっ、通してください！　私たちと、今都内で暴れている人たちは無関係です！」

「何を言うか悪党ども！　みずから名乗って暴れまわりながら白々しい！　どっちにしても悪は社会のゴミクズだ、駆く逐ちくして何が悪い！」

　やっぱり正義は何を言おうと聞く耳もたない。

　愚ぐにもつかない押おし問もん答どうが永遠に続くかと思われた時。ＭＩＮＯＳたちが踏み込み、開けっ放しのままだった窓やドアからヒラヒラと、舞い込んでくる何かがあった。

　風に乗って、何枚も。紙製のカードのようなそれは……。

「トランプ？」

　そう、たしかにトランプのカードだ。それは、みずから意志があるかのように空気の流れに乗って、そして目的地へペタリと張り付いた。そこはＭＩＮＯＳ隊員たちの目や耳だ。

「ななっ!?　なんだ!?」

「何も見えない!?　聞こえない!?」

「くっそこんなの！　……なんだ、まったく剥はがれないぞ!?」

　トランプが目や耳に張り付いたＭＩＮＯＳたちは、当然ながら視覚と聴ちよう覚かくを奪うばわれ大混乱だ。しかも問題のトランプは接せつ着ちやく剤ざいで貼はったかのように密着して、引ひっ掻かいても引っ張っても剥がれないらしい。

「……これは、ＭＴスキル『英雄を隠す森シヤーウツド』？」

　この意外な展開を前にして、美夜が何かを呟つぶやいた。

「皆今のうちに！　ここから出るんだ！」

　田中さんに叫ばれて、たしかに今が脱だつ出しゆつの大チャンスだと気づく。トランプで何も見えず聞こえなくなっているＭＩＮＯＳ隊員の脇わきをすり抜ぬけ、俺たちはアジトからの脱出に成功した。

　幸いにも、現在アジトには俺たち主要メンバーしかいなかったから、逃とう亡ぼうは比ひ較かく的てきスムーズだった。

　外に出てみると、そこにも目と耳を塞ふさがれたＭＩＮＯＳ隊員たちで溢あふれかえっていた。百人か、二百人はいる。『千越オーバー・えサウザンド』の美夜たちに対たい抗こうするためとはいえ、これだけの人数をこちらに投入していたとは、これじゃあ都心側が手て薄うすになって黒援隊どもをやりたい放題にさせるわけだ。

「でも、これだけの人数を完全に無力化させてるなんて……？」

　このトランプは、一体何なんだ？

「正人中尉、アレを……！」

　一いつ緒しよに逃亡しているスカディさんが、何かを見つけたようだった。彼女の指し示す先に目をやると。そこにはたった一人、トランプ攻こう撃げきから無事でいる人が。

　年ねん齢れい二十代後半ほどの大人の女性だった。下半身をピッチリしたジーンズで包つつんでいる。白い制服を着ていないことからＭＩＮＯＳでないことは一目でわかった。

　何より俺は、その女の人の顔に見覚えがあった。

「岸きし母も美み香か……さん!?」

　アザゼルバンク内部監かん査さ部ぶ所属。さっき電話で斑鳩さんが送ると言った助っ人とは、彼女のことだったのか!?

　美香さんの手から舞い離はなれるトランプ。アレが美香さんのＭＴ能力であり、俺たちを助けてくれたというのは疑いない。

「……やっぱり、やっぱりアナタだったんですねッ!?」

　うわっ？　いきなり俺の脇から、美夜が大声を発したので驚いた。

　なんだ？　美夜は美香さんのことを知っているのか？

「ロビンさんッ！」

　えっ？

「久しぶりだねえモリガン。イヤ、もうその名前は卒業したんだっけ？　箱入りのお嬢じよう様さまだった時とは随ずい分ぶん違ちがう、いい女の顔をするようになったじゃないか」

　美夜は、その相手をロビンと呼んだ。俺はその名前を聞いたことがある。悪の五大組織、その中でも特に義と勇ゆう猛もうさで名を馳はせた、かつての悪の最強組織シャーウッド。

　美夜はそのシャーウッドの二代目リーダーだった。そしてその先代、組織の創始者でもあった初代リーダーの名こそがロビン・フッド。

　アザゼルバンクの所属者であり、斑鳩さんの娘むすめだという美香さんが……。

　シャーウッドの初代リーダー、ロビン・フッドだというのか。
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　こうして俺たちがアジトからの脱出に成功したのは、突とつ如じよ現れた美香さんのお陰かげだった。

　彼女が用意してくれたワゴンに全員で乗り込み、アジトと都心とを繋つなぐ山道をひた走る。

「だが……」

　俺は車の助手席から、運転中の美香さんの横顔を見み詰つめる。

　この人がロビン・フッド。美夜や佐さ藤とうさんたちの口から散々伝え聞いた、悪の最強組織シャーウッドの創始者。その初代リーダーとして正義の組織ＭＩＮＯＳや他の悪の組織と幾重もの死し闘とうを繰くり広ひろげたという悪の偉い人じん。

　しかし半年ほど前にＭＩＮＯＳによって逮捕され、そのためにリーダーの座は二代目の美夜に移ったと聞くが。

「何見詰めてんだい？　ツチノコでも見つけたような顔してさ」

　運転中のため、前方から視線を逸そらさず美香さんが言った。

「若いコに熱い視線を送られるのは悪くないがね。あんまり露ろ骨こつにやってると嫉しつ妬との炎ほのおが身を焼くよ？」

「ロビンさんッ!?」

　後部座席に座すわっている美夜が、悲鳴のような声を上げた。

「え？　なんでアンタが叫ぶんだい美夜？」

「え？　あのっ、その……！」

　なんだか不思議な空気に陥るシャーウッドの新旧リーダー。旧知であることだし確かめ合うことも様々あろうが、しかし元シャーウッドでもない俺もまた、この人と会ったのは初めてのことじゃない。

　アレは数日前のこと。スカディさんの実家でトラブルに巻き込まれた俺たちは、そこで美香さんと初めて対面した。

　アザゼルバンク内部監かん査さ役やくを称するこの人は、同組織から勝手に離り反はんしたマッドサイエンティストを追って、俺たちの戦場に現れた。

「アナタが、ロビン・フッドだったんですか……？」

「黙ってて悪かったね。こないだは、あくまでアザゼルバンクの一社員として出張ったからさ。かつてのシャーウッドの長として、アタシの作った組織を潰してくれた礼は、また改めてしようと思ってね」

　そう言われるとなんて答えてよいやら！

「ビビんじゃないよ。シャーウッドは、アタシが抜けた時点で役目を終えてたんだ。その尻しり拭ぬぐいで美夜や田中たちには苦労かけちまったが、それだけが悔くいでね」

「尻拭いですか!?　つまりはおしりですか!?」

　やはり後部座席にいた団長が、反応すべき点に反応した。

「ところで初めましてです！　問われず名乗るもおこがましいですが、姓せいは伊い佐さ名は波なみ美み、人呼んでおしり団団長伊佐波美と申します！　さっきからおねーさんのジーンズに包まれたワイルド尻が気がかりだったのです！　昔の洋画に出てきそうなのですよ！」

「団長！　今は大事な話をしてますんで！　しばらく自重で！」

　いつものビョーキを炸さく裂れつさせる団長を何とか後部座席に押し戻すのだった。

「アハハハハハ。面おも白しろい子じゃないか。アタシのシャーウッドもこんなのに成り代わられたんなら本ほん望もうだろうよ」

　と笑う美香さん。笑い声に人を惹ひきつける快活さを感じるのは、彼女の正体を知ったが故ゆえか。

「でもアナタは半年前、ＭＩＮＯＳに逮捕されたって聞きました」

「ああ逮捕されたね。それは紛まぎれもない事実さ」

　では一体何な故ぜここにいるんだ？　ＭＩＮＯＳに逮捕されたのなら、その身み柄がらはＭＴ能力者専用の拘こう束そく施し設せつにあるはず。間ま違ちがってもこんなところをほっつき歩いてていい人じゃない。

　まして、もう一つの五大組織であるアザゼルバンクに所属しているなど。

「それはね、恩おん赦しやを貰もらったのさ」

「恩赦？」

　それって行政判断で犯人の罪を軽くしたりなかったりさせることじゃなかったっけ。何故美香さん＝シャーウッドのリーダー・ロビン・フッドがその対象に？

「……まさか、美香さんの父親が斑鳩さんで、斑鳩さんの友だちがあのオヤジだから？」

「違うよ、あの人たちはそうしたコネを絶対もち込まないっていうのは、息子むすこのアンタならわかるだろう？　元々アタシはアンタのオヤジ――厳破さんの要よう請せいでシャーウッドを旗はた揚あげしたのさ」

「えぇーーーーーーーーーーーーッッ!?」

　コレはさすがに衝しよう撃げきの発言だった。

　悪の組織、しかも五大組織の一角を担になうほどに強きよう豪ごうな組織設立の陰に、正義の司令がいたってことか!?

　俺どころかシャーウッド二代目リーダーだった美夜まで驚愕の表情を浮うかべた。

「アタシがシャーウッドを旗揚げしたのは、今から十年ぐらい前。その頃ころのＭＩＮＯＳは、『タナティズム』や『イェヘ・トロ』といった初期の強豪組織壊滅に成功し、外への対抗から内への締め付けを強化している時期だった。ＭＴ能力者の強制入隊を未成年枠わくにまで拡大し、都内公立高にＭＴ能力検査を義務付ける、ってね」

　それは俺も聞いたことがある。そうした正義からの押し付けに反はん抗こうする形で結成されたのが、悪の組織シャーウッドだと。

　大人組の佐藤さんなどは、高校時代ＭＩＮＯＳに強制入隊させられそうになった経けい緯いから、シャーウッドに入ったのだと。

「実は、その強制入隊拡大を推進したのは、ＭＩＮＯＳ自身じゃなく警察だったんだ」

「え？　警察？　なんでそこで警察が？」

「アンタも厳破さんの息子なら知らないかい？　あの人は元々警察官かん僚りようの出なんだよ。あの人は、警察から分ぶん裂れつする形でＭＩＮＯＳを作り上げた。だから結局警察はＭＩＮＯＳの親ってことになる。口出しされて、無視できる立場じゃないんだよ」

　警察。

　ＭＩＮＯＳが設立される以前からずっと日本の治安を守り続けてきた。まさにアレこそ正義の組織。

「『タナティズム』『イェヘ・トロ』が壊滅し、ＭＴ能力方面の治安維い持じがやりやすくなった頃から、警察は色々とＭＩＮＯＳに口出しするようになってきた。まあ理由はわかりきっているがね。強制入隊枠わく拡かく大だいによって新設される監かん視し用の民間団体。公立高校に義務化されるＭＴ能力検査、それに伴ともなう設備費や人件費。それらの上前を、警察はピンハネしたかったのさ」

「そんな！」

　ワゴンの後部座席から、美夜が憤ふん慨がいの声を上げた。

「警察って、つまりはＭＩＮＯＳよりよっぽど伝統ある正義の組織じゃないですか！　そんな人たちが、そんな小こ狡ずるいことを……！」

「警察だって人間だからねえ。働かずにたくさんのお金がもらえるんなら、誰だって欲ほしいものさ。そして、そうした警察の介かい入にゆうに、ＭＩＮＯＳは逆らえない。さっきも言ったが、司令である厳破さんがそもそも警察出身だからね。警察を飛び出しＭＩＮＯＳを作ったことは、古巣である警察のメンツに泥どろを塗るようなもんだった。これ以上不義理はできないってことだろうね」

「……だからウチのオヤジは、美香さんにシャーウッドを作らせた？」

「察しがいいじゃないか。表だって警察の要請に逆らえない厳破さんは、そういう形で抜け道を作ろうとした。法のおせっかいを撥はね付つけ、自分で自分の道を探し出そうとするＭＴ能力者を支し援えんする野の良ら組織をね。最初はその役目を、ウチのオカマオヤジのアザゼルバンクに頼たのもうとした」

「ああ……」

「でもオカマオヤジは、人々の欲望を花開かせるっていう自分の遊びの方が大事でね。それにアザゼルバンクは会社って体てい裁さいを取ってる以上、未成年の保護支援には限界がある。そこでオカマオヤジの娘であるアタシにお鉢はちが回ってきたってわけ」

　美香さんは、斑鳩青盛さんの娘。

　五大組織のうち二つの頭目が親子関係にあったとは驚くばかりだが、そういう裏事情があったと知ると、すんなり納なつ得とくしてしまいそうだ。

「アタシ自身、新たに拡大されたＭＩＮＯＳ強制入隊枠に引っかかってたから、進んで話を受けたよ。『勝手に人の将来決めつけてんじゃねえ！』って思いがあってね。それで佐藤、田中らと一緒にシャーウッドを旗揚げした。そこからが初期の『タナティズム』『イェヘ・トロ』のマフィア期に続く、悪の組織レジスタンス期ってヤツだね」

　ルールの押し付けに反抗するために悪となる。

　シャーウッドが旗揚げされたのは、ほぼ十年前。その十年間を美香さんは駆け抜けてきた。

　その時代の、悪の旗手として。

「でも何にでも終わりは来る。旗揚げから十年も経過するとね、メンバーの平均年齢も上がって、未成年の支援保護をするってお題目がやりづらくなってきた。その折ちょっとヘマってＭＩＮＯＳに捕つかまっちまってね。それがいい潮時だと感じたのさ」

　ビクッと背後から聞こえてきたので、振り返ってみると田中さんだった。

　なんだ？

「アタシ自身やったことのケジメはつけるつもりだったが、厳破さんから『こっちから頼んでおいて罰ばつを受けさせるわけにはいかない』って言われてね。その御お言こと葉ばに甘あまえて釈しやく放ほうされた後は、オカマオヤジの会社に就職、それで今ってわけだね」

　ワゴンを運転する颯さつ爽そうとした女性は、何でもないことのように話し終えた。

　ＭＴ能力界の一時代を駆け抜けた、烈れつ女じよの半生。それはこの社会にうごめく裏事情すら垣かい間ま見みせた。

「……悪かったね美夜。アンタには、アタシの後始末をさせちまった」

「ロビンさんっ、そんなッ！」

　美夜が後部座席から、美香さんに縋すがりつく。

「アタシがいなくなった後、荒あれていくシャーウッドを、アタシはアザゼルバンクから見ていた。でもアタシは助けに行けなかった。アタシはもう一線から退いたと決めていたし、それで戻ったらせっかく恩赦をくれた厳破さんに義理を欠くことになるしねえ」

「いいえ、私のせいで、私が不ふ甲が斐いないせいでロビンさんのシャーウッドを……。私がもっとしっかりしていれば……！」

「そんなのは一周遅れの気き遣づかいだよ美夜。アタシの理想が、アタシを慕したって付いて来てくれたヤツを縛しばるようじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ。アンタはアンタの納得いく道を見つけられたらいい。そして見つけたんだろ？」

　ロビンさんがそう指し摘てきすると、美夜は顔を赤くして押し黙るのだった。この人が部下たちから慕われる理由がわかった気がした。

「……アタシに関する話はこれで終わりだが、ボーヤ、アンタにはもう少し頭に叩たたき込こんでおいてほしいことがある」

「なんです？」

「アンタのオヤジさんが、ケーサツとどれだけ暗あん闘とうしていたかってことをね」

　それは、さっきの話にあった。ＭＩＮＯＳの行動に警察が口出ししてきたということか。

「厳破さんは最初、ケーサツの中でＭＴ能力に対する治安維持組織を作った。それが『特とく殊しゆ災害対策室』ってヤツだ。でも厳破さんは、すぐにソイツをケーサツから切り離し、ＭＩＮＯＳとして独立させた。なんでかわかるかい？」

「……年々増大していくＭＴ能力者の数に、権能の拡大が求められたから？」

「そんなのは表向きの理由さ。まだＭＩＮＯＳが『特殊災害対策室』としてケーサツの中にあった頃、ある事件が起こった。首の骨が異様な形でへし折れた変死体が発見されたんだ」

　なんだいきなり？

　そんな事件、当然ながら俺おれは知らない。

「その首の折れ方がやたらに派手で、人にん間げん業わざじゃ無理だってことで、自然犯人はＭＴ能力者だってことにされた。筋力強化能力をもったＭＴ能力者ならゴリラ並の腕わん力りよくを出すぐらい朝飯前だろうってね。その事件を担当したのは地方の所しよ轄かつで、『特殊災害対策室』はあくまで警視庁傘さん下かだったから、東京の外で発生する事件には口出しできなかったそうだ」

「で、どうなったんです？」

「事件現場近くに住むＭＴ能力者の男性が、任意同行を受けた。物的証しよう拠こはなかったが、取り調べで得た当人の証言をもとに容疑は固まり、起き訴そまでいった。でも実際は、ソイツが犯人じゃなかった」

　…………。

「その首の骨折って死んだってヤツは、元々札付きの暴走野や郎ろうらしくてね。死んだ日も、バイクで法定速度ぶっちぎってたそうだ。それで運転ミスってガードレールに激げき突とつ、投げ出された時運悪く頭から地面に突っ込んだってのが真相だった。ガイ者の首を折った犯人は、人間以上の筋力をもったＭＴ能力者じゃなく、バイクの猛もうスピードと硬かたいアスファルトの地面だったのさ」

「ちょっと待ってください、おかしいですよそれ。本当に真相がそうなら、何な故ぜ警察はそれに気づかなかったんです。事故ったバイクや、へこんだガードレールとか、事故を示す要因はいくらでもあるでしょう？」

「事故ったバイクは、大ごとになるのを恐おそれた走り屋仲間が持ち去ったらしい。ガードレールに至っちゃ無視さ。ケーサツってのは、一度事件の答えを作ったらそれを否定する手て掛がかりは無視する習性があるようでね。その事件もまさにそうだった。今言った、事件の本当の原因を見つけ出したのは、厳破さんさ」

「オヤジが……」

「さっきも言ったように、その事件は本来厳破さんの管かん轄かつになかった。でもあまりのおかしさを怪あやしんだ厳破さんがシマ荒らしを覚悟で独自捜そう査さを行った結果、真相がわかったそうだ。そのお陰で起訴されたＭＴ能力者は無罪となり、そして厳破さんは懲ちよう戒かい処分になった」

「ええっ!?」

　美香さんの話には、声を上げるポイントが多すぎる。

「なんでですか!?　オヤジは事件の真相を暴あばいて、無実の人間を救ったんでしょう!?　褒ほめられこそすれ懲戒を受けるなんて……!?」

「それがいけなかったのさ。結果的に厳破さんはケーサツの面子を潰した。それはヤツらにとって許し難いことだったんだ。その時に厳破さんは、ケーサツ内で正義を行うのは不可能だと悟さとった。それがＭＩＮＯＳ設立のきっかけになったらしい」

　ＭＩＮＯＳが生まれた原因が、そんなところにあったなんて……!?

「大体、『ＭＴ能力者を全員ＭＩＮＯＳに入隊させること』って規則も、一番最初はケーサツからＭＴ能力者を守るために作られたもんだったしね」

「ええっ!?」

「ＭＴ能力者全員に一定の立場を与あたえ、厳破さんの目が届くようにすることで、ケーサツの誤ご認にん逮たい捕ほを防ごうとしたんだ。そんなＭＴ能力者を守るための城じよう壁へきが、いつしかＭＴ能力者を閉じ込める檻おりに変わっていく。『ＭＴ能力者のＭＩＮＯＳ強制入隊』のルールを作ったのはたしかにＭＩＮＯＳと厳破さんだが、後からそれを自分らの都合のいいように捻ねじ曲まげていったのはケーサツなんだ」

　強制入隊の対象を未成年にまで拡大し、それらに伴う利権を我わが物にする。

「厳破さん自身がケーサツ畑の生まれである以上、ＭＩＮＯＳとして独立しても、ヤツらを完かん璧ぺきにシャットアウトすることはできなかった。ジワジワと侵しん食しよくを受け、いつしかアイツらの利権の温おん床しようとなっていった」

　美香さんのその言葉に、俺の脳のう裏りをよぎったのは、かつて戦ったＭＩＮＯＳ広報部長・油あぶら多た奴ぬ目め夫おの顔だった。

　今まで戦った中でもダントツのゲスだったあの男。広報部長の肩かた書がきを利用し、強請ゆすりたかりなどを平気で行っていた。

　アイツはたしか警察からＭＩＮＯＳに出向していたはず……。

「ケーサツという古い体制から生まれたＭＩＮＯＳは、その呪じゆ縛ばくから永遠に逃のがれることはできないと厳破さんは感じていたらしい。アタシにシャーウッド旗揚げを依い頼らいした時も、あるいはシャーウッドがＭＩＮＯＳに代わる新しい正義の組織とならないか、って期待していたフシもあった」

「新しい、正義……？」

「正義もまた、変わっていかなきゃならないんだ。価値観は時の流れと共に移ろう。その流れに合わせて、次代に合わなくなった正義は捨てられ、新しい正義に代わらなくちゃいけない。厳破さんはけっこう前から、自分に代わる新正義の出現を待っていたようだ。ま、一番期待されていたアタシがその期待に応こたえられなかったけどね」

　そんな、美香さんぐらいの気骨をもっている人なら今からでも……。と言おうとして言えなかった。

　彼女の夢の結けつ晶しようだったシャーウッドを完全に潰したのは、他ほかならぬ俺なのだから。

「そして今、奇くしくも自分らを新たな正義として、ＭＩＮＯＳに襲おそい掛かかった連中がいる」

「黒援隊……！」

　そうだ、俺たちはこんなところで長話している余よ裕ゆうなんてなかったんだ。一刻も早く都心に駆け付け、俺たちの名を騙かたるあのゲスどもを皆殺しにしなければ！

「五大組織の一つに数えられながら行動を起こさず、影かげすら見せず、まったく正体を掴つかませなかったアイツらがここに来て急に行動を起こした。しかも特大のヤツをだ。アタシはそれが気になって仕方がない。アイツらの裏に、とてつもなく大きな何かがあるんじゃないかってね」

「今になってアナタが姿を現したのは、それが理由ですか？」

「まあね、今までは、恩赦で出てきたのが後ろ暗くて踏ふん切ぎりつかなかったんだけど。今回はオカマオヤジの指図ってのもある。あのオヤジは、黒援隊の後ろに何がいるか気づいてるっぽいよ。だからこっちはアタシに任せて、自分は独自に動いている」

「けっこうです。俺たちだって自分たちのトラブルを他人任せにするつもりはありません」

　そう思うだろう皆みんなも？

　助手席から後部座席を振り向くと、共にアジトを逃れた全員が真まっ直すぐ俺を見返してきた。

「おぅおぅ熱いねぇ。やっぱ若いヤツはこうでなくっちゃあ。アンタもそう思うだろう田中？」

「ひゃひゃひゃ、ひゃいッッ！」

　美香さんからふられて、田中さんが声を裏返しながら答える。

　なんかさっきから田中さんの様子がおかしい。

「さっきも言ったが、厳破さんは心の底で、自分に代わる新しい正義の出現を待っている。そして奇しくも黒援隊の連中は、自分たちが新しい正義になろうとＭＩＮＯＳに攻撃を加えている。ボーヤ、アンタはアイツらがＭＩＮＯＳの後あと釜がまになりえると思うかい？」

「いいえ、まったく」

　アイツらのトップ、逆本霊魔とは小一時間ほど話した程度だが、アイツが未来に投とう影えいするビジョンなどは何も窺うかがえなかった。

　ヤツはただ、今のＭＩＮＯＳを追い落としたいという、私し怨えんめいたものしかない。ヤツが何故そこまでＭＩＮＯＳに恨うらみをもつのかは謎なぞだが……。

「これからヤツと戦っていけば、嫌いやでも見えてくるってことか。……行くぞ皆！」

「「「「はいッッッ！」」」」

　後部座席に陣じん取どっている美夜、スカディさん、緩花、そして団長が元気よく答えてくれた。

　美香さんの運転する車は、真っ直ぐ都心へ向けて走っている。黒援隊のヤツらが、俺たちの名を騙って暴れている地へ。

　舐なめられた分の落とし前は、これからキッチリつけてやるぞ！

「……ところで」

　俺はちょっと気になったことを聞いてみた。

「さっきから田中さん、何をビクビクしてるんですか？　美香さんと会ってからずっとそんな感じですが……？」

　田中さんは大人三人組の一人として元シャーウッドのメンバーだから、ロビン＝美香さんと親しい間あいだ柄がらであるはず。しかし田中さんは美夜たちともどもワゴンの後部席でノートパソコンに頭をうずめ、全然こっちを見ようとしない。

「なんだアンタ、知らないのかい？」

　変わって俺の疑問に反応したのが美香さんだった。

「なあボーヤ、そこの田中、アザゼルバンクで次期社長って言われてるじゃん。何故か知ってる？」

　そういえばそんなこと言われてたっけ？　俺はてっきり飲み屋で「シャチョサン」とか言われてるのと同じ類たぐいの冗じよう談だんとばかり思っていたのだが。

「アタシ、現社長・斑鳩青盛の娘」

　はい、そうですよね。

「田中、その婚こん約やく者しや」

「はいぃッ!?」

「違ちがいますよ！」

　ついに田中さんが泣きながら俺たちの会話に割って入る。

「だからなんでそういうことになってるんですかロビンさん！　ボク知りませんってばね！　大体ボクらいつ付き合ってたんですか!?　前に一回ボクがコミケに行ったのに無理やりついてきただけじゃないですか！　それが……！」

「あはははは大だい丈じよう夫ぶだよー。お前のいいところはちゃんとアタシがわかってるよー」

「あぁぁー！　斑鳩さんといい、この親子はどうしてこんなぁー！」

　田中さんが憐あわれで涙なみだが出てきた。詳くわしくは触ふれてはいけないのだろう、大人には大人の事情があるのである。
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　そして反はん撃げきが始まる。

「げーーひゃっひゃっひゃ！　オレたちゃおしり団だーッ！」

「オラそこのねーちゃんこっちきなッ！　俺たちおしり団が尻しり触さわってやるぜー！」

　都心部では、いまだおしり団の名を騙る黒援隊の手の者たちがやりたい放題に暴れまわっていた。

　かつてシャーウッドとマッドエンペラーという悪の組織が壊かい滅めつした時、その多くのメンバーがおしり団に流入し、俺たちの仲間となった。

　しかしすべてがそうであったわけではない。壊滅した組織のメンバーには、おしり団のぬるい雰ふん囲い気きに反感をもち、離り脱だつしていった者も数多くいた。

　そういった連中こそ、悪の暴力的な部分に惹かれた危険なヤツらだったのだが、俺はソイツらが去るのを、あえて追うようなことはしなかった。

　おしり団参さん謀ぼうとしては、急速に拡大する自組織の整理の方で手いっぱいだったし、それゆえに暴力的で扱あつかいに困るようなヤツらが出ていくのは、むしろ好都合だとすら考えていたからだ。

　そのツケを今、俺たちは支し払はらわなければならなかった。

「お、あっちにもマブそうな女の子はっけーん！　おしり団のコレクションにしてや……、いでええッッ!?」

　おしり団の名を騙るゴロツキたち。ソイツらの手に鋭えい利りな刃は物ものが突つき立たてられる。

「……美夜殿どのに、貴様らの汚きたない手で触れるなでござる」

　無法地帯と化した都心部を、二人並んで闊かつ歩ぽする美女と美少女。

　美夜と緩花だった。

　ゴロツキどもが、ただの一いつ般ぱん人じんと勘かん違ちがいしてちょっかいを出だそうとした相手は、ヤツら自身がかつて恐れた魔ま女じよと鬼き人じん。

「……悲しいですね、アナタたち。多少見てくれが変わっただけで、もう私たちのことがわからなくなってしまうなんて」

　シャーウッドとマッドエンペラー。数ある悪の組織の中でも、最強そして最凶と謳うたわれた二組織には、それぞれに君臨するリーダーがいた。

　悪に属する荒あらくれ者ものたちは、そのリーダーの強さを恐れ、同時に憧あこがれをもって、その傘下に入っていた。

「美夜殿。このような輩やからに昨日一昨日のことを覚えているような上等な頭はござらん。ただその日を暴れることにのみ執しゆう着ちやくするケダモノどもにござる」

「そうでしたね緩花さん。では、ケダモノにはケダモノらしい躾しつけを施ほどこしてあげるとしましょう。私たちもしばし、魔女と鬼人だった頃を思い出しながら」

「今であれば、それ以上の恐きよう怖ふを馬ば鹿か者ものどもに刻み込めるでござる！」

　美夜と緩花の体が、眩まばゆい輝かがやきを放つ。

「――――ＭＴアームズ『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』」

「――――ＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』」

　それは、美夜と緩花が俺たちと共に戦った中で獲かく得とくした新しい力。かつてシャーウッドやマッドエンペラーでゴロツキたちを従えていた時とは比べ物にならない力だ。

　まず緩花のＭＴアームズ『母なる大河アムリタ』は、みずからを三十トンもの水に変え、すべてを呑み込む能力だ。

　叩こうと斬きり裂さこうと水だから無意味。しかも能力主である緩花自身も水と一体化するため、一いつ般ぱん的てきな能力者では攻こう略りやくの糸口すらつかめない。

「「「「ぎえふぇへはげぇぇぇぇーーーーーーーーーーッッ!?」」」」

　突とつ如じよ湧わき出す鉄てつ砲ぽう水みずに、おしり団を騙るゴロツキたちは、一いつ掃そうされるのだった。

　僅わずか一いつ瞬しゆん。

　これがＭＴ能力者の中でも次元違いとされる『千越オーバー・えサウザンド』の力だ。

　ＭＴ能力者にはＭＴ値というものが設定されており、それぞれの能力者の力を、一から一〇〇〇までの数値で計る。しかし能力者の中にはそれ以上の膨ぼう大だいな力を発揮し、ＭＴ値一〇〇〇以上の数値を叩き出す常識外れの能力者がいる。

　それが『千越オーバー・えサウザンド』。現在地球上に、たった四人（超ちよう例れい外がい一名除く）しかいないとされる超ちよう越えつ能力者たちだ。まあ、そのうち三人が我がおしり団にいるあたり、バランスブレイクも甚はなはだしいのだが……。

「「「「「ごごごあべうあぎはぁッ!?」」」」」

　美夜たちがやってくるのと反対方向から、ならず者たちの断だん末まつ魔まの悲鳴が聞こえてきた。

　しかもその悲鳴は、ほぼ同時に聞こえてきた。

　数十人がほぼ、ではなく完全に同時に、だ。

　まったく僅かのタイムラグもなく、一度に撥はね飛とばされたかのように。

「貴様らは、波美の好きなものを侮ぶ辱じよくし、嘲あざ笑わらった」

　それを為なしたのは美夜、緩花に続く、我らおしり団三人目の『千越オーバー・えサウザンド』。最速のＭＴアームズをもつスカディさんだった。

　彼かの女じよのまとうＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧よろい・改』は、シミーズのような衣ころもが棚たな引びきながらぼんやりとした光を放ち、北天に輝くオーロラのようだ。

　その光が空間の確率変動値を操あやつり、有効範はん囲い内ないすべての座標に能力主たるスカディさんが『最初からいた』ことにする。

『最初からいた』のだから移動時間はゼロ秒。つまりは光より速く移動できることになる。

『すべての座標に最初からいた』ことにより獲得した最速。

　それがスカディさんの新たなＭＴアームズだった。

「コレはもはや戦争ではない。貴様らは愚おろかで救いがたき害がい獣じゆうだ。害獣と戦争をする人間はいない。コレは駆く除じよ行動だ……！」

　スカディさんの射程範はん囲いに入った敵は、完全にゼロ秒で沈ちん黙もくさせられる。

　またある者は『母なる大河アムリタ』の膨大な水流に呑のみ込こまれ、さらにある者は美夜の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』の前に無む駄だな抵てい抗こうを散々までさせられた後に吹き飛ばされる。

「……凄すごいなあ、これが『千越オーバー・えサウザンド』三人による飽ほう和わ攻こう撃げきかぁ。血も涙もないね」

　俺とともに戦いを見守る田中さんが、溜ため息いき交じりに話しかけてきた。

「当然の報むくいとしか言えませんね。経験が人の想像力を豊かにするなら、あのバカたちには最悪の経験をさせてやるべきだ。これ以後、やっちゃいけないことをやったらどういう報いを受けるか、想像しやすいように」

「参謀も相当頭に来てるねぇ。で、ボクらはこれからどうするの？」

「もちろん俺たちも戦いますよ、次期社長？」

「本当にやめてッ！　参謀はもうボクがそう呼ばれるわけを知ってるんだから、一片の情けがあればやめてくれるでしょう!?」

　先ほどの美香さんとの会話で、田中さんが斑鳩さんのお気に入りである理由を正確に知った俺であった。

　この分では、正式にアザゼルバンクの社長・田中さんが誕生するのも荒こう唐とう無む稽けいな話ではないかもしれないが、それは俺たちおしり団にとってはよいニュースなのか。

　悪いニュースだろうなあ。だって田中さん地味に有能なんだもん。

「田中さん、皆の様子はどうですか？」

「全メンバーとの連れん携けいも取れてるよー。参謀の指示でいつでも参戦可能ですタイ」

　ということだ。

　田中さんは、全部で二百人以上のおしり団メンバーと緻ち密みつな連れん絡らくを取り、俺との意思疎そ通つうを円えん滑かつにしてくれた。

　お陰で参謀である俺は自分の手足のようにメンバーを動かすことができ、短期間の一いつ斉せい攻こう勢せいの準備を終えた。

　派手な知略や武勇がなくても、必要なことを当たり前のようにできるようにするという能力は、テンカラットダイヤモンドの価値に匹ひつ敵てきする。

　そういう地味な能力をもつ人だ田中さんは。アザゼルバンクに取られたくないなあ。

「それでは、今からおしり団一いつ般ぱんメンバーも戦いに参加するぞ！」

　そうした田中さんのセッティングで、おしり団の全メンバーは既すでに戦場に到とう着ちやくし、戦せん闘とう準備を終えていた。

　これより『千越オーバー・えサウザンド』だけでない、おしり団全戦力が戦場に躍り出すのだ。

　それは一見すれば下策かもしれない。大量の人員が入り乱れれば、黒援隊とおしり団の見分けがつかない正義たちは、誰だれ彼かれかまわず攻こう撃げきを開始し、逆本霊魔が狙ねらうおしり団とＭＩＮＯＳの戦いに雪な崩だれ込んでしまう。

　だからこそ初戦の『千越オーバー・えサウザンド』による少数精せい鋭えい戦なのだが、それだけですべてを片付けてしまってはダメな気がしたんだ。

　おしり団の平和を守るためには、おしり団の全員で戦わなければならない。そう思うからこそ、俺も、他の皆も武器を取る。

　おしり団の一般メンバーは、元シャーウッド＆マッドエンペラーのメンバーという点では、今暴れている連中と同じ。だが、その中でもそれぞれのリーダーだった美夜や緩花を慕い、またおしり団のゆるーい雰囲気に賛同して付いて来てくれた、気のいいヤツらだ。

　彼かれらが味方をしてくれることはこの上なく心強いし、また彼らのためにもおしり団を舐められっぱなしにしておくわけにはいかない！

「舐めていいのはお尻しりだけだ！　おしり団を舐めてくれた落とし前をキッチリつけさせてやれ！」

　俺の号令で、都内各所に潜ひそんでいたおしり団のメンバーが一いつ斉せいに戦場に姿を現す。

　その目的は、美夜たちが討うち漏もらした黒援隊の皆みな殺ごろしと、その黒援隊のならず者たちに襲われていた一般人の救助だ。

「ななっ、なんだ!?　敵の増ぞう援えんかッ!?」

　都心戦場には、黒援隊を止めるためにＭＩＮＯＳ隊員も派は遣けんされていた。しかし司令不在で統とう率そつがとれないらしく、動きは鈍にぶい。

「貴様らもおしり団か!?　全員そこを動くな！　都市騒そう乱らん罪ざいで逮たい捕ほする！」

「たしかに俺たちはおしり団だ！　しかしそこの連中とは違う！　ヤツらは俺たちおしり団の名を騙り、貶おとしめようとしたニセモノだ！」

「何を言う悪党が！　そんな言い訳が通じると思っているのか!?　実際あの連中はおしり団を名乗っているのだぞ！」

　とＭＩＮＯＳの分隊長とおぼしき隊員が、美夜たちの攻撃で伸のびているゴロツキどもを指差す。

「ヤツらの主張を否定する根こん拠きよがない以上、貴様らとコイツらがグルだと考えるのが自然！　これ以上接近するんじゃない！　さもなくば騒そう乱らんに加担する者として逮捕するぞ！」

　正義どものこうした石頭な反応も予想しなかったわけじゃない。だからこそ俺たちは、そのための対策をしっかりと用意してきた！

「もう一回言う！　俺たちと、そこのゴロツキどもはまったくの無関係だ！　俺たちこそが真のおしり団だ！　俺たちはそのことを証明するためにもここへ来たんだ！」

「だ、だったらその証拠があるというのか!?　ヤツらがニセモノで、貴様らこそが本物だという証拠が！」

「ある！　俺たちが今着ているコスチュームこそが。俺たちがおしり団である証だぁぁぁぁぁぁぁッッッ！」

　説明しよう！　俺たちが今どんな格好をしているか！

　それは一言でいうとお尻しりスーツだった。

　俺は今、お尻を模したお尻ヘルメットを頭に被かぶっている。そして胸部にはお尻を模したお尻胸当て、肩かたにはお尻を模したお尻ショルダーパッド。肘ひじにはお尻を模した肘サポーター。そして手にはお尻のようなお尻グローブと、全身お尻尽づくしのコスチュームを着ているのだ！

　それは俺だけじゃない、田中さんを始めとする一般メンバー全員がそうだ！　俺たち本物のおしり団と、黒援隊が騙るニセモノとを区別するために、まずは見た目からアピールしてみようと急きゆう遽きよ用意されたお尻スーツ一式だった！

「最高のお尻好きとは！　俺たち自身がお尻になることだッ！」

　ズババババーーン！　と宣言。

「どうだ！　こんなコスチューム、真のお尻好きでなければ恥はずかしくて着られまい！　着られるか!?　お前たちにはこれが着られるか!?　あぁん!?」

　俺は美夜たちに倒たおされ、ボロゾーキンのように転がるならず者の一人を引っ張り上げた。

「ぐっ……。バッ、バカ言ってんじゃねえ。そんなアホみてえな格好誰だれができるかっ。ッてゆーかテメエら頭おかしいんじゃねえか？　そんなモン着てよく外で歩けるぜ……」

「知った風な口をきくな半はん端ぱモンがッッ！」

　俺は摘つまみ上あげたならず者を、あたかも陶とう芸げい家かが気に入らない作品を壊こわすかのように地面へ叩き付けた！

「俺たちおしり団はなッ！　お尻が好きで、好きでたまらない集団なんだよ！　だからこそ俺たち自身がお尻になることは至福！　こんなコスチュームをまとうことも全然平気だ！　翻ひるがえるに貴様らはなんだ!?」

　俺は地べたに這はいつくばるならず者へ容よう赦しやないストンピング。その鬼き気き迫せまる迫はく力りよくにＭＩＮＯＳの方々もドン引きである。

「お尻好きと痴ち漢かん行こう為いを混同して、罪なき人々を襲うとは！　そのクセ俺たちの格好をバカみたいだと!?　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごで俺たちおしり団の名を騙ったのか!?　どんだけ軽はずみなんだお前らは!?」

「あ、あのっ、オレは……！」

「今さら言いわけなんか聞くか！　死ね！　死んでしまえ！　お前らみたいな中途半端な連中は俺たち真・おしり団が皆殺しにしてやらぁ！」
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「そんな、ゴメンナサイ……！　助けてＭＩＮＯＳさん、助けて……！」

　ならず者は息絶え絶えで居合わせるＭＩＮＯＳへ助けを求めるが、正義さんたちも俺の迫力に呑まれて指一本動かせない。

　トドメとばかりにならず者を蹴け飛とばした後、ＭＩＮＯＳたちへ視線を移す。

「どうだ!?　これでわかってくれたか!?　俺たちとヤツらが違うことを！」

「ハッ、ハイィッ！」

　何やら恐怖の混じったＭＩＮＯＳさんたちの返答。まあこんなお尻スーツに身を固めたヤツが目を血走らせて迫ってきたら、そら怖こわいか。

「参謀……、なかばヤケ？」

「当たり前じゃないですかッッ！」

　俺と同じようにお尻スーツを着た田中さんに問われて、絶ぜつ叫きようするしかない俺だった。

　俺たちと黒援隊を明確に区別するため、見た目を変えてみようと考えたまではよかったが、こうまでプライドを犠ぎ牲せいとする結果になるとは！

　もう何も怖くない！

「さあおしり団の頼もしいお尻合いたちよ！　お前たちの矜きよう持じを見せる時が来たぞ！　この時はまさに世紀末な淀よどんだ街角で、怯おびえるお尻たちを救出するのだッッ！」

「「「「「おおおぉぉぉーーーーーーーーーーッッ！」」」」」

　俺の号令で、俺同様お尻スーツに身を包つつんだおしり団の仲間たちが解き放たれていく。美夜たちが討ち漏らした黒援隊のゴロツキを一発ＫＯし、襲われかけていた善良な一いつ般ぱん庶しよ民みんの皆さんを救出し、飲み物を与えたり、毛布を掛けて上げたりと温かい支援活動を実行中だ。

「さあ、お嬢じようさん、もう大丈夫ですよ」

　俺もまた、手近なところでへたり込んでいた若い女性を助け起こす。黒援隊が起こした大混乱を逃にげ惑まどっていたのだろう。髪かみも服も埃ほこりまみれであったが、幸いケガなどはないようだ。

「は、はい、どうも……ありがとう、ございます？」

　お礼がたどたどしいのは、俺自身の珍ちん妙みような格好に動どう揺ようしているからだろう。

「安心してください。俺たちおしり団は、アナタのように美しいお尻を守ります。向こうに避ひ難なん所じよを設営しましたから、そこなら安全です。我らおしり団の精鋭が守っていますし、簡易的なソファやベッドなど、休む場所も用意してあります。事態が沈ちん静せい化かしたら、ご自宅までお送りしましょう」

「あっ、ありがとうございますッ！」

　女の子は顔を真っ赤にして、俺の指し示した方向へ走っていった。うむ、初うい々ういしいお嬢さんだ。

　そんな俺の下へ、今度はスーツ姿のオッサンが這はい寄よってきた。多分通勤中に黒援隊に襲われたのだろう。

「……そこの変な少年、どうか私のことも助けてくれ……！」

「美しいお尻をもたない男は知らん、死ね」

「酷ひどいッ!?」

　クッ、すまない日本を支えるおとーさん。これでも俺たちは悪の組織、今はゆえあって救助活動とらしくないことをしているが、俺たちが悪であることはどこかでアピールしておかなくては。

　そうして、俺が心を鬼おににし、罪なきおとーさんを見捨てようとしたところ、おしり団一般メンバーの中から、やはりお尻スーツを着た一人が駆け寄り、傷ついたおとーさんを抱え上げた。

　その、ややガタイがガッチリした男性おしり団メンバーは、救助したおとーさんを見み詰つめて、こう言う。

「大丈夫、オレ、男のお尻、スキ」

「きゃあああああああああああーーーーーーーーーーーーッッッ！」

　生き娘むすめのような悲鳴を上げる企き業ぎよう戦士のおとーさん。

　なんということでしょう。一般メンバーの中にも、団長のお尻好きに感かん銘めいを受け、自分のジャンルを開かい拓たくし始める者が現れ出したのだ！

　おしり団をやっててこんなに嬉うれしかったことはない！

「いやー、聞ききしに勝まさる凄すさまじさだね」

　一部始終を見守る美香さんが、感心したように言うのだった。

「……今確信したよ。アタシのシャーウッドはたしかになくなってしまったんだね」

　そんな寂さびしげに言わないでくださいよ。その冷静さが俺たちに伝わって、今の自分たちの姿を冷静に顧かえりみちゃいそうじゃないですか。

「正人中ちゆう尉い……！」

　ヒュン、という音すら出さず、スカディさんが俺の傍かたわらに現れた。ＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧・改』を得た彼女は、人の感知できる速度を遥はるかに超こえる。

　近づいてくることすら気づかせないスカディさんは、その手に何かをぶら下げていた。

「正人中尉より御ご指し示じのあったもの、発見いたしましたので持参してまいりました」

　そう言ってスカディさんが投げ落としたのは、一人の人間だった。都内で暴れる黒援隊メンバーとおぼしき、ガラの悪そうな男……。

「戸袋か」

　スカディさんは、俺おれと一いつ緒しよにマッドエンペラーに潜せん入にゆうした経験があるので、コイツの顔を見知っていたのだ。

「ありがとうございますスカディさん。ちゃんと俺の言ったこと覚えててくれたんですね」

「正人中尉のお役に立てるのならば当然です。本来であれば、黒援隊の首領とやらを発見、捕ほ獲かくすべきでしょうが……」

　さすがにその辺で見つかるようなところをほっつき歩いていないか。

「ともかく小官は、主任務である掃そう討とう作業に戻もどります。後の処置はお願いします」

　スカディさんが再び、せわしなく飛び去っていく。

　取り残された戸袋は、俺とその他メンバーに取り囲まれる形だ。

「さて戸袋クン、自分が何故ここにお呼ばれしたのかわかるかな？」

「ぐっ、そ……！」

「いつぞやの会談の時は、隊長の霊魔さんとやけに親しく話してたじゃねえか。お前なら知ってるんじゃないか。アイツが今どこにいるか！」

「うるせえ！　ふざけたナリしやがってッ！」

　ハイ、ふざけたナリをしております。

「オレがなあ！　黒援隊に入った本当の理由を教えてやるぜ！　五大組織にいりゃ、うまいことすりゃテメェを直接ブッ殺せると思ったからだよ！　テメェさえいなけりゃオレぁ今でもマッドエンペラーの副総長でブイブイ言わせてたんだよ！　その恨み思いしれやぁ！」

　やぶれかぶれと言った表情で俺に飛びかかってくる戸袋。しかしずっと前に俺がボコボコにした時から何の進歩も見られない。

　俺は軽々と攻撃をかわすと、全身お尻だらけのコスチュームを着たまま。

「お尻パンチ！」

「ぐほっ!?」

「お尻キック！」

「げへっ!?」

「お尻ヘッドバット！」

「尻なのか頭なのか!?」

「お尻アームロック！」

「いででででででで！　だから尻なのか腕うでなのか!?」

　実はこのお尻スーツ、団長のＭＴ能力で作られたものなんだよね。つまりは簡易ＭＴアームズ。美夜やスカディさんの作った本物よりは断然劣おとるけど、能力主以外も装着できて、そこそこ能力もＵＰするという優すぐれもの。

「これを着れば、誰でも一定基準の能力者並になれるのさ！」

「「誰でも着られるかそんなもん！」」

　戸袋と美香さんが、まったく違う陣じん営えいだというのに絶ぜつ妙みようにハモるツッコミをしてきた。

「さあ、実力差がわかったんなら、素す直なおに知ってること洗いざらい吐はいてもらおうか……」

　と戸袋に迫ろうとした時、俺の胸むな元もとでピルルル、と電子音が鳴った。携帯電話の着信音だ。

「んだよ、こんな時はマナーモードぐらいしときなよ」

　美香さんが俺の胸元からひょいとスマホを取り出し、その着信欄を覗のぞく。

「……お、佐藤からじゃねーか」

　元シャーウッド大人組の一人、佐藤さんからの電話らしかった。

　ピッ、と美香さんはスマホの応答ボタンをタップする。ヒトのケータイなのに。

『……ヘッヘッヘ、お嬢ちゃん今どんなパンツ穿はいてるの？』

「え？　黒のレースだけど？」

『その声はロビン!?　なんでお前が参謀のケータイに出てんの!?』

　という会話がスマホから漏れ聞こえた。

　通話相手が俺だと疑わず、イタ電のマネをして掴みを取ろうとした佐藤さんマジ墓ぼ穴けつだった。

「久しぶりだねえ佐藤。つーかテメエ、この大事な出入りの時にどこにいんだよ？　現トップの補ほ佐さをアタシの田中に任せきりでさ。『長なが瀞とろの人食い虎とら』も年食って鈍ったかい？」

『バッ、そんなんじゃねーよ！　オレにはオレの使命があってだな……！』

「美香さん」

　彼女から携帯を取り返しながら、俺は言う。

「佐藤さんたちは、俺の指示で動いてくれてたんですよ。ちょっと調べてほしいことがあってね。…………佐藤さん、もしもし俺です」

『今度こそ参謀か。……やーもぅ、やめてくれよ心臓止まるかと思った。こっちで色々収しゆう穫かくがあったんで伝えようかと思ったんだがよ』

　佐藤さんは心底胆きもが冷えたというような口調をしていた。美香さんと佐藤さんたちはシャーウッドの創業メンバー。積もる話もあるだろうが、ここはまず優先させなければならないことがある。

「それで佐藤さん、そちらは当たりでしたか？」

『おうよ！　さすが参謀見事な読みだったぜ。豚ぶたちゃんは見事捕獲成功した。今鈴すず木きと二人で締め上げているところだ』

　佐藤さんの言う『豚』とは一体何のことか？

　それはＭＩＮＯＳ元広報部長の油多のことだった。できれば金輪際関かかわり合あいになりたくないクズではあったが、黒援隊のことを調べるに当たって、手て掛がかりはコイツしかないと判断したのだ。

　俺たちだって、黒援隊との協力を拒きよ否ひしてからボケッとしていたわけじゃない。ヤツらが完全な敵に回った場合にもキッチリ対処できるよう、すべてが謎なあの組織のことを解明しようと、様々なアプローチを模も索さくした。

　その中で、もっとも気にかかったのが、何な故ぜ黒援隊が悪の五大組織に選ばれたかということ。

　五大組織は、世間からもっとも恐おそれられる悪の組織を集めたもの。打だ倒とうＭＩＮＯＳというキナ臭くさいスローガンを抱えておきながら、その実公式には何の行動も起こしていない黒援隊がシャーウッドやマッドエンペラーと並ぶのは、いかにもおかしいことだ。

　では、黒援隊を五大組織に選び出したのは誰なのか？　それはＭＩＮＯＳの宣伝活動を担当していた広報部だ。

　そしてその広報部の部長を最近まで勤めていたのが、豚で有名な油多奴目夫。聞くところによれば五大組織の設定、選定は部長であるヤツみずから行ったとか。

　油多がどういう理由で黒援隊を五大組織に認にん定ていしたか、その理由がわかれば黒援隊の正体に近づけるかもしれない。

　油多は、自身の犯おかした横領賄わい賂ろなどの不正が発覚し、広報部長を罷ひ免めんされた。そして元々の所属である警察に戻り、そこから責任を取らされる形で、地方に異動になったという。

　アレだけの不正を行っておきながら免めん職しよくにもならずに左さ遷せんで済むとは警察スゲエと思わないでもないが、とにかく豚さんに話を聞くためにも、ヤツが飛ばされた地方署へ行かねばならなくなった。

　最初は俺が自分で行くつもりだったが、鈴木さんから「お前はトップなんだからどっしりしていろ」と言われ、さらに面おも白しろそうなどと言って便乗した佐藤さんも加わり、二人に油多からの情報収集をお任せしたのだった。

『もしもし電話代わったけどオレだ、鈴木だ』

「お疲つかれ様さまです鈴木さん。それで豚はなんか吐きました？」

『ああ、この豚めっちゃ口軽いぞ。喋しやべりたくなるまで生なま爪づめを一枚ずつ剥むいてあげよっかな～♪　とか言ったら即そくビビって全ゲロしやがった。それでわかったことがちと衝しよう撃げき的てきでな……』

　と鈴木さんが言いい淀よどんだ。大人三人組の一人として、この人の胆の太さは油多なんかとは比べ物にならない。その鈴木さんを物もの怖おじさせるほどの秘密が、黒援隊にあるというのか？

『参謀、驚おどろかずによく聞け。黒援隊ってのはな、警察が作った組織だ』

「え？」

　思わず何言ってるんですか？　とツッコミそうになった。

　警察？　警察ってつまり、ＭＩＮＯＳよりよっぽど正統な治安維い持じ組織。真の正義の組織と言っていいものじゃないか。

　そんなものが何故悪の組織を作ったって言うんだ!?

『警察はＭＩＮＯＳのことを、出来たときからずっと邪じや魔まに思ってたんだ。法を守り、犯罪者を逮捕し、その身み柄がらを自由にできる権利。自分たちだけで独どく占せんしてきたその権利が、ＭＩＮＯＳができたことで初めて制限されたんだ』

　人間は、一度手にした利権が失われることに異常なまでの拒否反応を示す。

　警察とオヤジの確かく執しつは、今さっきも美香さんとの話題に上ったばかりだが。それが今、こんな形で繋つながってくるなんて。

『実際、十王司令が警察から独立してＭＩＮＯＳを作った時も相当もめたらしいぜ。何故警察と別に治安を取り締まる必要がある？　警察の中でやればいいだろうって。実際警察は、機会さえあればいつでもＭＩＮＯＳを潰つぶして、吸収してしまおうと狙っていた。そしてＭＴ能力にまつわる利権を、今度こそ自分たちのものにしようとしたんだ』

　でもそれはできなかった。俺のオヤジ、十王厳破はＭＩＮＯＳで目覚ましい成果を上げ、ＭＩＮＯＳが独立したことの正しさを証明し続けた。いかに警察が巨きよ大だいでも、世間で正しいと認められることを取り潰すことはできない。

『そこでアイツらは考えた。ＭＩＮＯＳが、十王司令が自分からボロを出さないなら、こっちからボロを作ってやろうってな。そのために作られたのが黒援隊だ』

「黒援隊は、打倒ＭＩＮＯＳを掲かかげる組織。その黒援隊が目的を遂とげ、ＭＩＮＯＳを潰すか大ダメージを与あたえれば、それは警察の得になる……!?」

『実際今回の事件は、それを狙ってのことらしい。そっちの様子はテレビで確かく認にん済みだ。油多によると、黒援隊を使い都内を混乱させることでＭＩＮＯＳの落ち度を全国区でアピールする。テレビがここまで迅じん速そくに放送するのも、どっからか息がかかってるんだろうな』

「それで、頃ころ合あいを見計らい警察が介かい入にゆうし、事態を鎮ちん圧あつさせる。その功績とＭＩＮＯＳの失敗をテコに、警察によるＭＩＮＯＳ吸収を実現させると……!?」

『察しがいいな、実際黒援隊を裏で操ってるのは警察なんだから、鎮圧は簡単だろう。黒援隊がシャーウッド、マッドエンペラーから脱だつ落らくしたコバンザメを掻かき集あつめるのに使った資金も警察から流れているようだし、黒援隊を五大組織に入れたのも警察の思おも惑わくだ。それをやったのが警察からの出向者である油多、ってのは言わなくてもわかるよな？』

　そうすることで黒援隊の名に箔はくをつけ、打倒ＭＩＮＯＳへの行動をやりやすいようにしたと？

　実際、俺たちが黒援隊からの同盟を提案された時、話を聞くだけでも……と思ったのは相手が五大組織の一つだったからだ。もし実績もない無名組織からの提案であれば、一いつ顧こだにしなかったと思う。

　そういう意味では油多がＭＩＮＯＳでしてきた工作は功を奏している。

「裏に何かいるとは思ってたけど、また大妖怪が出てきたじゃないか」

　俺の通話に、傍はたで聞き耳を立てていた美香さんが、苦く笑しよう交じりに言った。

「ヤツらがＭＩＮＯＳのことを目の上の瘤こぶ扱あつかいにしてたのは知ってたけど、まさかここまで真しん剣けんに潰そうとしてたとはね。既き得とく権益に凝こり固かたまった連中としちゃ、随ずい分ぶんな冒ぼう険けんじゃないか」

『それはアナタの横に立ってる、期待の新人のお陰かげですよ』

　電話って結構外の音も拾うらしい。美香さんの独り言に、鈴木さんが反応する。

『自分たちの手先たる油多が、不正その他ほかでＭＩＮＯＳを解任され、警察は焦あせったんでしょうね。広報部そのものまで解体されればなおさらだ。あそこは警察出向者専用のポストになってましたから、前線基地を潰されたようなもんです』

　油多失脚の直接の原因を作ったのは俺だ。マッドエンペラーにいた頃ころのタピ岡おかを、油多が下げ卑びた欲から連れ去った。それを取り戻すために俺たちは油多をボコボコにしてやったんだ。

『それ以外にも参謀は、荒あれ狂くるっているシャーウッドやマッドエンペラーを潰し、おしり団に吸収したりもした。その分悪の世界は穏おだやかになる。平へい穏おんになれば警察がＭＩＮＯＳを糾きゆう弾だんする材料も減りますから、そりゃ焦りますわ。もしもの時にストックしておいた切り札を動かすほどにね』

「そんなことより！　たとえこの事件の黒幕が警察であったとしても、その悪わる巧だくみは完全に潰せたんじゃないですかね!?」

　なんか話が変な方向へ向かっていくので、無理やりにでも話の方向を変える。

　しかし、苦くるし紛まぎれながらも今言ったことは話の核かく心しんをついているんではないだろうか。

　実際行動する黒援隊は叩たたき潰つぶしたのだし、警察もこれ以上ジタバタしたら自分に火が付きかねない。せっかく黒援隊というダミーを用意したのに意味がなくなるということだ。

「……ヘッヘ、そいつはどぉかなぁ？」

　と俺たちの足元から嘲あざけるような声が聞こえてきた。戸袋だった。そういやコイツがいたのをすっかり忘れてた。

「オレも驚いたぜぇ。オレらのツッパリが、そんなデケェヤツらに利用されてたなんてよ。だったらオレも、そんな面白れぇこと教えてくれた礼に、情報提供してやらぁ。知りたがってたよな、テメェら、霊魔隊長の居場所をよ？」

「なにッ!?」

　なんだこの戸袋の、ヒトを嘲るような余よ裕ゆうの態度は。

「教えてやるぜ、今隊長がいるのはＭＴ刑けい務む所しよだ！」

　ＭＴ刑務所。それはＭＩＮＯＳが独自に建設したＭＴ能力犯罪者専用の拘こう束そく施し設せつのことだ。法を犯し、ＭＩＮＯＳに捕つかまったＭＴ能力者はそこに収しゆう監かんされる。

「つかなんだそりゃ？　霊魔は、自分から罪を償つぐなうため刑務所に入ったって言うのか？」

「バァカ！　んなわけねーだろうがよ、このド低能。最初からあの人の目的はそれなのさ。都内で大混乱を起こし、ＭＩＮＯＳやお前らの目をこっちに引きつけておいて、手て薄うすになったＭＴ刑務所を襲おそう。そこに捕まっているＭＴ犯罪者を解放するためになあ！」

「なんだってッ!?」

　戸袋の明かした秘密に、俺以上に反応したのが美香さんだった。さっきまでの無ぶ頼らい風の態度はどこへやら、なりふり構わず戸袋に詰め寄る。

「お前！　自分が何言ってるのかわかってんのかい!?　あそこはアンタらみたいな甘あまっちょろい悪党が関わっていい場所じゃないんだよ！」

「知らねえよ！　霊魔隊長は、地じ獄ごくの蓋ふたをあけるのさ！　これまでＭＩＮＯＳが捕まえてきた凶きよう悪あくなＭＴ犯罪者、それが何百人と娑しや婆ばに戻ってくるんだ！　誰にも止められねえぜ！　隊長は今いま頃ごろ到とう着ちやくしてるはずだからよぉ！」

「この大バカがッ！」

　美香さんは、思い切り戸袋のことを殴なぐりつけると、ヤツはそのまま気絶して何も喋らなくなった。これ以上聞き出すことは何もないということなのか。

「ボーヤ！　こりゃ想像をはるかに超えたヤバい事態になりそうだね！」

「え？　え？　そうなんですか……!?」

　しかし俺は、正直なところそれほどヤバイ実感がないのだった。たしかにＭＴ刑務所には、強力なＭＴ能力をもった犯罪者が何百人と収監され、それが解き放たれれば大パニックになるだろう。

　しかしＭＴ能力も他の技術同様、日々進歩している。昔は世界に一人しかいなかったＭＴ値ち一〇〇〇越えの超越能力者『千越オーバー・えサウザンド』も、俺たちの陣営には三人もいるんだ。

「昔捕まった能力者なんか、美夜たちが出れば充じゆう分ぶん対処できるんじゃ……？」

「それはアンタが若いから言えるんだよッ！」

　なんか凄い剣けん幕まくで怒おこられたッ!?

「ＭＴ犯罪の闇やみはね。もっと深くてドス黒いんだ！　レジスタンスの延長であるシャーウッド、暴走族に毛が生えたようなマッドエンペラー。悪の組織を謳うたっちゃいるが、その実ただの優良企業アザゼルバンク。そんな、よく付き合ってみたら実はいい人でした、みたいな今の組織とは違ちがう、完全にどっから見てもゲスとしか言いようのない悪の組織が昔はあったんだ！」

「ゲスとしか言いようのない、本当の悪の組織……？」

「人身売買、大量虐ぎやく殺さつ、国家転てん覆ぷく、そんなことを容易たやすく実行するような連中さ。それを、アンタのオヤジとアタシのオヤジがガッチリ協力して逮捕してきたんだよ！　霊魔とか言う青ビョウタンがしようとしていることは、この世に魔ま王おうを甦よみがえらせるようなもんだ！」

　俺と美香さんのオヤジ。……十王厳破と斑鳩青盛。正義と悪の頂点が協力してやっと逮捕できた凶きよう悪あく犯罪者!?

　そんなヤツがいるっていうのか。

「特に『イェヘ・トロ』の首領、『地球皇こう帝てい』を名乗るイカれたガハインと、破は滅めつ教団『タナティズム』の教祖ニュクスだけは絶対に解き放っちゃいけない。一刻も早くＭＴ刑務所へ向かうんだ！」

　向かうって言ったって、この場の戦いはまだ収束していないぞ。

　都心に散らばる黒援隊旗下のならず者ども。ソイツらをすべて片づけるには『千越オーバー・えサウザンド』である美夜たちをもってしてもまだ時間がかかる。

　戸袋の話からすれば、霊魔は既にＭＴ刑務所に収監された凶悪犯たちを解き放っているだろう。

　それに対するための戦力も必要になるが、それを割さく余裕が今の俺たちには……！

「私にお任せなのですよ！　正人さん！」

　団長がぴょんと俺の前に飛び出してきた。

「私に考えがありんこです！」

　考え!?　おしり団における考えない人代表みたいな団長が!?

「私の言う通りにすれば、この辺のワルモノさんたちをいちもーだじんにすることができるのです！　正人さん！　トラストミーなのですよ！」

「ほ、本当ですか？　たしかにそんなことができれば、安心して全戦力を逆本霊魔のいるＭＴ刑務所へ向かわせられますが……！」

「というわけで、みゃーさんとスカディちゃんとゆるニャンさんとタッピーさんをここにお呼びしました！」

　なんかいつの間にかウチの最強戦力＋おまけ一が集結していた!?

「ええと、呼ばれてきましたけど、何事ですか？」

「別命でしょうか正人中尉……!?」

「拙せつ者しや、絶好調でござるぞ！」

「なんでオレ様まで呼ばれたんだＺＥ？」

　と、四人の美女たちも呼ばれてきたのはいいが「何が始まるの？」とばかりに困こん惑わく顔がおだ。

　ちなみにタピ岡はその他大勢として後衛で飲み物配り隊として参加していたところからの参上。緩花は『母なる大河アムリタ』で液体化していると会話が困難なので今は解除してもらっている。

「それで団長、彼かの女じよらに何をさせたらいいんですか？」

「おしりをこちらに向けて一列に並ぶのです！」

「それなんてエロゲだＺＥ!?」

　団長の想像を超えた指示に、一同驚きよう愕がくした。

　この人はこんな時でも……イヤ、どんな時でもこの人の発想がお尻から離はなれたことはなかったか。

　しかしいくらなんでも今回のは酷すぎる！

「皆みんな、何をしてるんだ！　早く団長の指示通りに一列に並ぶんだ！」

「正人さんが一秒の躊ちゆう躇ちよもなく団長に賛同しました!?」

　当たり前だろう！　どんなに酷かろうと、俺たちは今まで団長のビックリ発想＆超ちようパワーによってピンチを切きり抜ぬけてきたんだ。

　これでまだ団長の世よ迷まい言ごとに疑いをもつようなら、それは経験から何も学んでいないということだ。

　俺は団長をトラストミーする！

「では正人さんは、ここにセットされてください！」

　セット？

　団長が指し示しているのは、既すでにさっきの命令通り、一列に並んでいる美夜、スカディさん、緩花、タピ岡の四尻の前だった。

「俺をお尻の前に座すわらせてどうするつもりですかッ!?」

「皆のおしりを叩くのです！」

　えぇぇーーーーッッ!?

「団長さん!?　何のつもりですか、今私たちはそんなことをしている場合では！」

「そうです波美、敵を殲せん滅めつしなければ……！」

「何でござる!?　何でござる!?」

「いつもどーりの酷さだＺＥＥＥＥＥＥッッ！」

　四人の抗こう議ぎが耳を騒さわがす今も、俺は団長が下した指示の意味を考えていた。

　団長は、この尻を叩けと言った。

　たしかに今はそんなことをしている時ではない。周囲は敵だらけ、一刻を争あらそう事態だ。

　それでも、一見無む駄だでしかないような団長の言動に振ふり回まわされて、最後に俺たちの勝ちとなったのは一度や二度ではなかったではないか。

　イヤむしろ全部だった気がする。

　ならば虚きよ心しんにその指示に従うべきではないか？

　俺はとりあえず、手近にあった美夜の、抗議の声でフルフル震ふるえるお尻しりを叩いた。

　バシーン。

「きゃひゃうわッッ!?」

　これはッ!?

　叩くと同時に手の平に返ってくる振しん動どう。巨尻と褒ほめ讃たたえられる美夜のお尻は、叩かれた衝しよう撃げきを母の愛のごとき大きさで受け止める。お尻の表面を、海の波のごとくに伝わる振動が、彼女の骨こつ盤ばんを震わせ、周囲の空気を震わせ、その空気に接する人の鼓こ膜まくを震わせ、それを音として感知した人の心を震わせる。

　美夜の大きなお尻から発せられる音は、まるで大きな和わ太だい鼓こだ。

　ペシーン。

「くうっ……!?」

　スカディさんの引き締まったスポーツ尻から出る音は、硬こう質しつな金管楽器のよう。

　ピピーン。

「恥ち辱じよくでござるッ!?」

　緩花のストイックなふんどし尻から出る音は、雅が楽がくの笙しようのような音だ。

　ポポンッ。

「だＺＥッ!?」

　タピ岡の今時なＪＫ小こ尻じりからは、今時な電子音っぽいのが出た。

　何となくわかってきたぞ。団長が何を目指しているのか。

　俺は深呼吸を一つ。心を落ち着けてから、再び皆のおしりを叩き出した。

　バシーンッ。ペンッ。ポポポポポン。ピンポンパン。ピンポンパン。

「ちょっ!?」

「正人中尉ッ!?」

「何をリズミカルに叩いているでござるか!?」

「オレ様たちのお尻は楽器じゃないんだＺＥ!?」

　イヤ、楽器だ！　団長は皆のお尻を楽器に見立てようとしたんだ。

　美夜の巨尻、スカディさんのスポーツ尻、緩花のふんどし尻、タピ岡のＪＫ小尻。

　それら個性に溢あふれた素す晴ばらしいお尻たちの魅み力りよくを渾こん然ぜん一いつ体たいにする。そのもっとも有効な方法が彼女らのお尻が奏かなでる音をメロディにして合わせることだったんだ。

　いわば俺の前にあるのは、様々な個性ある楽器が集つどうお尻オーケストラ！　俺はその指揮者にして演奏者。

　みんな個性はまったく違うけど、こうして同じメロディを紡つむぐことで、心は一つになれる。

　俺は今、人間の一つの可能性を見た。

　人間はこんなにも簡単に、心を合わせることができるのか！

「そうなのですよ正人さん！」

　俺の奏でる音楽を受けて、団長が叫さけんだ。

　その間も俺は、お尻を奏でる手が止まらない！　全身から汗あせが吹き出し、お尻を叩き続ける手もジンジンと感覚がない。

　しかし俺は止まらない！　俺が、俺の奏でる音楽に突つき動うごかされるようだ！

「昨日、お風ふ呂ろ場ばで、正人さんたちにおしりペンペンされた時に感じたのです！　おしりを叩く音。それは人の心に刻まれる鼓こ動どう！　それを美しく重ねあわせることができた時！　最高のミュージックができるのだと！」

　そうなんですか団長!?

「そして正人さんは。私の期待通りにおしりを叩いてくれたのですよ！　さすが正人さんです！　正人さんと出会えて本当によかったのです！　世界中の皆！　正人さんの歌を聞けなのです！　正人さんの刻む熱いビートが、私に入ってくるのですよぉぉぉぉ！」

　俺が、音楽によって重ねあわせた美夜たちのお尻エネルギー。それは反はん響きよう効果で単体の何十倍のパワーを生み、それがお尻を動力とする団長に注がれる。

　そうか。

　これが団長の狙ねらいだったのか。

「震えるぞハート！　燃もえ尽つきるほどヒート！　刻みますよおしりのビート！　これがおしり団！　最強の！　おしりハウリングなのですよぉーーーー！」

　俺たちのお尻オーケストラによって増ぞう幅ふくされた団長のＭＴ能力が、一気に膨ぼう張ちようし、爆ばく発はつした。

　周囲で茫ぼう然ぜんと眺ながめていたおしり団の仲間、ＭＩＮＯＳ隊員、敵である黒援隊のヤツらもその衝しよう撃げき波はに呑のみ込こまれ、光の中に消えていった。

　音楽は途と切ぎれ、無音となった。

　しばらくして通常の感覚が戻ってくると、俺の周囲は特に何も変わっていなかった。

　相変わらず周囲の人間は、アホを見るような目で俺たちのことを凝ぎよう視ししていた。

　ただ……。

「うわっ、なんだコレッ!?」

　と最初に叫び声を上げたのは誰だれなのか。

「敵が、黒援隊の連中が真っ白に燃え尽きてるぞ！」
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　な、なんだってーッ!?

　同じような報告は、戦場のそこかしこから上がった。

　さっきの美夜たちの攻こう撃げきで息絶え絶えとなった者も、討うち漏もらしでいまだＭＩＮＯＳや俺たちおしり団と乱戦していた者も、頭からつま先まで真っ白になり、ピクリとも動かなくなってしまっていたのだ。

「え？　何、死んだの？」

「イヤ、生きてる。ただ精神力のすべてを焼き尽くされたみたいになって放心してる」

　そんな状態になってしまったらしい黒援隊の荒あらくれ者ものたち。戦場は完全に沈ちん黙もくするのだった。

　しかし俺たちおしり団には何の被ひ害がいもない。また、救助中の一いつ般ぱん市民の皆さんも、今回はＭＩＮＯＳの連中まで、黒援隊の連中に見られるような被害は一いつ切さいないようだった。

「おしりを嗤わらう者はおしりに滅ほろびるのですよ！」

　ババーンと、一仕事終えた団長は高らかに言った。

「これこそ、おしりを侮ぶ辱じよくした者だけを超ちよう広こう範はん囲いで殲せん滅めつするおしりハウリング！　ついに完成したのですよ！　これも正人さんや皆のおかげです！」

「今、無線で報告が……、他の方面で暴れているおし……イヤ、暴徒たちも、すべて沈黙したそうだ」

　とＭＩＮＯＳの分隊長さんが知らせてくれた。

　では今ので、都心を暴れる黒援隊のならず者は全ぜん滅めつできたわけか。

　スゲェ団長、スゲェおしり団の皆。これも皆が、心とお尻を一つに合わせた結果なんだな。

「団長……、俺、この世界にも少しはマシなところがあるんだなって信じられるようになりました」

「ごらん正人さん、世界は美しいのです。皆が優やさしい心をもっていれば、きっと世界も応こたえてくれるのですよ」

　俺と団長は、天へ向けて感謝せずにはいられなかった。

「いやー、一部始終見させてもらった。ホント酷い」

　と言いつつ美香さんが、涙なみだを流しつつパチパチ拍はく手しゆをやめなかった。

「でも、これで都心の黒援隊たちは全滅しました。これで心置きなく戦力をＭＴ刑務所へ向け……！」

「待ってください、正人さん……！」

　なんか下から苦し気な声が聞こえているので振り返ってみると、美夜が地面に這はいつくばっていた。

「お尻を叩かれすぎて腰こしが……、しばらく動けそうにありません……！」

　ええええええぇぇぇぇぇぇぇぇーーーーーーーーッッ!?

　見ると美夜だけじゃない。スカディさんも緩花もタピ岡も、打ち上げられた魚みたいに地面に横たわり、尻や腰をさすっている！

「申し訳ありません正人中尉。腰へのダメージが許容範はん囲いを越え……！」

「修しゆ行ぎよう不足にござった……！」

「つーかもうわけわかんないＺＥＥ……！」

　なんてこった！　皆お尻しり叩たたきのショックで腰こし砕くだけになってしまっている。

　おしり団最大戦力の彼女らがこのザマでは、都心の黒援隊を全滅させた意味ねえじゃん！

「仕方ねえボーヤ！　アンタだけでも先に行きな！」

　美香さんがヤケクソ気味に叫んだ。

「コイツらの介かい抱ほうはアタシらに任せて、とにかく一刻の猶ゆう予よもないんだ！　ＭＴ刑務所の開放だけは絶対に阻そ止しするんだ！」

　そうだな、おしり団の一般メンバーには被ひ害がい者しやの救助を続けてもらわないといけないし、田中さんにはその指揮をとってもらわないといけない。

　動けるのは俺しかいないか。

「団長はどうします!?」

「私はこれを機に動けないミャーさんたちのおしりをペロペロし倒たおすのですよ！」

　わかりました！

「ＭＩＮＯＳの連中は上に連れん絡らくして、ＭＴ刑務所開放の危急を知らせろ！　それで都内要所に隊員を配置し、万が一に備えるんだ！」

「わ、わかった……！」

　迫はく力りよくでＭＩＮＯＳの分隊長を頷うなずかせると、俺はバイクにまたがり、単独で走り出した。

　ＭＴ刑務所は、その所在は伊い豆ず諸島に属する無人島のどれかに建てられているという、日本版アルカトラズだ。

　だとすれば、俺が行くべきは……。





＊　＊　＊






　東京埠ふ頭とうに駆かけ付つける俺。

　ＭＴ刑務所が東京沖おきにあるならば、逆本霊魔はここから船で向かったに違いない。

　ふと気がつくと、俺の着ていたお尻スーツがサラサラと砂のようになって崩れ始めていた。団長のノリとテンションだけで作ったようなスーツだからな。持続性Ｅ（超ニガテ）なのだろう。

　俺はお尻スーツが完全に崩れるのを待たずに脱ぬぎ捨すて、これからどうするべきかと途と方ほうに暮れた。

　たしかに美香さんの言う通り、ＭＴ刑務所の犯罪者が解き放たれれば、未み曽ぞ有うの危機が人々を襲うことになるだろう。それだけは何としても阻止しなければならない。

　しかし一方で、逆本霊魔は何故そこまでするのだろうと疑問が湧わく。ヤツが警察の手の者で、その意に沿って動いているなら、犯罪者を解き放つまでするのは明らかにやりすぎじゃないのか。

　警察にとって必要なのはＭＩＮＯＳの失態。そのために火事を起こすにしても、消し止められないほど火を大きくしては、自分たちまで焼け出されてしまう。

　ＭＩＮＯＳに消せない火を、自分たちが消し止める。警察にとってはそれこそが理想的なのに。刑務所のＭＴ犯罪者にまで手を伸のばす霊魔には、明らかに加減しようとする気配がない。

　一体ヤツは、最終的に何を狙っている？

　イヤ、それ以前に、逆本霊魔自身は一体何者なんだ？

　警察がＭＩＮＯＳを陥おとしいれるために用意したという黒援隊の正体は突き止められても、その首領である逆本霊魔の正体は、いまだ謎なぞのままじゃないか。

　疑問は多々あるが、その答えはここでウダウダ考えてても出てくるはずがない。行動あるのみだが、一体どうすればいいか？

　まず港を管理している港こう湾わん局きよく運営課に行って、出入港の目的不明な船を洗い出してみるか。その中に恐らく逆本霊魔が乗った船があるに違いない。

　ヤツの目的は、遠き孤こ島とうのＭＴ刑務所から受じゆ刑けい者しやを解放すること。そのためには脱だつ獄ごく囚しゆうを運ぶための大きな船が必要であり、そんなものを個人レベルで用意できるとは思えない。

　だとすれば、海上運輸を司つかさどるここで貨物船なりを強ごう奪だつするのがもっとも現実的な方法だろう。

　当然俺おれみたいなガキが訪ねても職員さんたちは相手にしてくれないだろうが、そこはまあ知ち恵えと勇気で乗り切る。

　とりあえず走り出してみると、曲がり角の向こうに人の気配を察した。

　ちょうどいい、恐らくはここに勤める職員さんか。ここは悪らしく暴力的に締め上げて協力させよう、と曲がり角から飛び出し、そのままの勢いで襲い掛かる。

　関節を極きめてできるだけケガをさせないように……、と思ったら、

　グワッ！

　と大きな手が伸びてきて、逆に俺の顔面を掴つかむ。凄すさまじい力だ。逆らう暇ひまもなく壁かべに叩き付けられ、背中全体に衝撃が走る。

「ぐぼはッ……!?」

　なんだこの力は!?　逆らう意志すら潰されるような巨大な力。まるで斑鳩さんのような……!?

　バカな、あんな人がそう何人もいてたまるか！

　俺は気力を振り絞って蹴けりを放ち、俺にアイアンクローを掛ける謎の人ひと影かげを押し飛ばす。

「……!?」

　距きよ離りが空き、相手の姿を確認することができて、俺は大いに驚いた。

「なっ……!?」

　何故なら俺の視界に入った人物に、俺は大いに見覚えがあったからだ。

　さっきまで、斑鳩さんもかくやという腕わん力りよくで俺にアイアンクローをかましていた人物の正体は、見上げるほどの巨きよ躯く。五十過ぎとは思えぬほど鍛え抜かれた肉体。豊かな髭ひげを蓄たくわえた、閻えん魔ま大王に似るといわれた厳いかつい面めん貌ぼう。

　ＭＩＮＯＳ司令、十王厳破。

　正義の組織ＭＩＮＯＳの創始者にして、今日までそのトップに君臨してきた男。

　そして俺の父親だった。







第三章　断罪の冥府







　この人に最後に直に会ったのは、いつのことだっただろう？

　五回も連続で挑ちよう戦せんし続けたＭＩＮＯＳミノス入隊試験、その五回目の挑戦にすら失敗して、直じか談だん判ぱんしに行ったときだったか。

　あの時俺は言った。「俺は必要ないのか？」と。

　この人は言った。「お前がそう思っている限り、自分はお前を必要としない」と。

　それが訣けつ別べつだった。それ以後、俺はＭＩＮＯＳの敵となり、この人とは一度も会っていない。電話や手紙のやり取りもしていない。

　完全に他人となったと思われたこの人と、まさかこんなところで直接会うことになろうとは。

「…………正まさ人とか」

　相変わらず地じ響ひびきかと錯さつ覚かくするかのような声だった。下腹がキュッと縮こまるような感覚に襲われた。ここで呑まれてどうするか、と自分を奮い立たせる。

「何な故ぜアンタがここにいる!?　黒こく援えん隊たいからの襲しゆう撃げきを受けて、爆発に巻き込まれたんだろ!?」

　よく見れば、この人の着る純白のＭＩＮＯＳ制服の襟えり元もとや袖そで口ぐちから包帯が垣かい間ま見みえる。しかも薄っすら血が滲にじんでいる。

　表情もどこかやつれているし、少なくともベストコンディションでないことだけは確かだ。

「絶対安静だって聞いたぞ！　本当なら今いま頃ごろ病院で寝ねているはずだ！　それなのにここにいるってことは……！」

「よい面つら構がまえで睨にらみ返かえすようになった」

「ッ!?」

「斑鳩いかるがに相当胆たん力りよくを鍛えられたと見える。机に向かうだけでは身につかぬ力だ」

　何言ってるんだ、この人は？　……というか、どういう意味で言われたんだコレは？　褒められた、ってことか？

　この人が俺を褒めた？　そんなことが今までにあったか？

「ＭＩＮＯＳの指揮は、五部長たちに任せてある。彼かれらもまたＭＩＮＯＳ各部署を治める重じゆう鎮ちん。司令一人が倒れたぐらいで揺ゆるぐほど、正義は脆もろくない」

「イヤ、俺が言いたいのはそういうことではなく……！」

「そういうお前こそ、何故ここにいる？　都心の暴動は収めたのか？」

「……ッ！」

　この人、俺たちが暴動鎮圧に動くのを当然予測していたみたいに……！

「バカにするな！　俺たちの名を騙かたっていた黒援隊は、全員残らず倒し終えた！　って言うか都心で暴れてたり、アンタを襲ったヤツらは俺たちとは無関係だ！　真犯人は五大組織の黒援隊、しかもその裏には警察が……！」

「わかっている」

　その一言に、俺はまた虚きよを突かれて押し黙った。

　わかっている？　それはつまり……。

「ＭＩＮＯＳ諜ちよう報ほう部ぶを甘く見みるな。『イェヘ・トロ』『タナティズム』と闘とう争そうしていた時代からの水準を今なお保っているのは、もはやあの部署だけになってしまった。この事件の裏に我わが古巣の警視庁が関かかわっていること、既に物証も押さえてある」

「じゃあ、ここに来ているのも……!?」

　逆さか本もと霊りよう魔まのヤツがＭＴ刑務所の服ふく役えき者しやを解放しようとしている情報をキャッチしたからなのか。

　だが、いくらなんでも司令みずから出張るっていうのは突とつ拍ぴよう子しがなさすぎじゃないのか？　そういうことこそ前線の連中に任せておくべきでは。

「…………あてなが」

「？」

　あてな？　姉さんのことか。

　俺の一つ上の姉で、俺よりも随分出来がよく、ＭＩＮＯＳ隊員として花形の人気を誇ほこる才女だ。前に『千越オーバー・えサウザンド』は世界に四人しかおらず、その中の三人がおしり団に所属していると言ったが、残る一人こそがウチの姉さんで、敵として戦った時は散々手を焼かされたのを覚えている。

「姉さんがどうかしたのか？」

「あてなが行方ゆくえ不明なのだ」

　なんだって!?

「私が爆ばく破は襲しゆう撃げきを受けた直前まで、アレは私と一いつ緒しよにいた。しかし家が爆ばく発はつ炎えん上じようした後、病院へ担ぎ込まれたのは私一人だった。救急隊員の話では、事件現場にいたのは私一人だったらしい」

　その話が本当なら、姉さんは旧俺の家を爆ばく破はした犯人によって連れ去られた可能性がもっとも高い。

　姉さんだって人類初の『千越オーバー・えサウザンド』。簡単に捕まりはしないだろうが、たとえ『千越オーバー・えサウザンド』でも能力を発揮する前に昏こん睡すい状態に陥れさせれば拘こう束そく可能なのは過去にも例がある。

「ヤツらの真の狙いが、伊豆諸島内にある特とく殊しゆ能力者長期拘束施設――通つう称しようＭＴ刑務所であることは確かだ。今朝早く、所属不明の貨物船が一隻、無許可で出港したという。その貨物船が、既にＭＴ刑務所のある島を出港してこちらへ向かっているのを、スパイ衛星が確かく認にん済みだ」

「まさか……！　逆本霊魔はＭＴ刑務所の囚しゆう人じんたちを貨物船に満まん載さいして、そのまま東京に戻もどってくると!?」

　海上にいるなら、そのまま国外逃とう亡ぼうすることも可能なのに。

「恐おそらくは本気で我々ＭＩＮＯＳを、そして東京を潰つぶすつもりなのだろう。これほど混乱を用いてまで手に入れたＭＴ刑務所の凶悪犯たち、その凶きよう暴ぼう性せいはあくまで我々に向けて放たれなければ意味はない、ということだ」

　だから律りち儀ぎに東京港へ戻ってくるというのか。

　そしてオヤジはそれを手て掛がかりにここまでやってきた。姉さんの行方を捜し求めて。危機にあるのが肉親だからこそ、部下には任せておけず、ケガした体を引きずってここまで来たというのか？

　あのオヤジが……。

「お前はどうするつもりだ？」

「えっ？」

　物思いに耽ふけってしまって、つい会話を聞きき逃のがしてしまった。俺がこの人の部下だったら減点ものだ。

「私はこのまま、ヤツらが入ってくるであろう船の発着所へ向かう。そこに今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやも、ＭＴ刑けい務む所しよから脱だつ獄ごくした囚人たちも、あてなの手がかりもあるだろう」

「おっ、俺も行く！　そのために俺はここへ来たんだ！」

「よかろう」

　オヤジはそれ以上何も言わず、恐らく目的地に向けて歩き出した。俺は、東京港の地理などわかるはずもない。

　だからこの人に黙ってついていくしかないのだが、何年振ぶりだろうか、こうしてオヤジの大きな背中を追っていくのは。

「…………でも結局俺たちは、ＭＴ刑務所の開放それ自体を止められなかったのか。皆必死に頑がん張ばってくれたのに」

「それだけ敵が周しゆう到とうだったということだ」

「なんでヤツらはＭＴ刑務所の開放なんてムチャなことまでやらかしたんだ!?　黒援隊は警察が裏で糸を引いてるのは確定なんだろ？　ＭＩＮＯＳの失態を演出するために都内を混乱に陥れるにしても、コレは明らかにやりすぎ……！」

「ＭＴ刑務所の開放は、警察の意志ではない」

「え？」

「現在、斑鳩のヤツが警視総そう監かんを締め上げているところだ。ヤツからの報しらせでは、警察のシナリオはあくまで暴徒たちによる都内の混乱。それを鎮ちん圧あつすることでＭＩＮＯＳの面子を潰し、解体まで追い込むことだった」

「斑鳩さんが!?」

　そーいやあの人、電話で『事件の根の方を徹てつ底てい的てきに枯からしに行くから、枝葉の方はアナタに任せたわよ』などと言っていたが、あの人は知っていたのか？

　この事件の後ろに警察がいたことを、最初から。

「ヤツと直接ぶつかりあいながら、まだヤツの底を見切れていないようだな。斑鳩がその気になれば、日本の警察をインターポールから締め出すことすら可能だ。警視総監はすっかり顔を青くして、ヤツに洗いざらいブチまけたらしい」

　国際警察インターポールって……。じゃあ斑鳩さんが本気になれば銭○警部も「待て～、○パ～ン！」とかできなくなるってことか。どんだけ影響力もってるんだよ？

「じゃあ、今ＭＴ刑務所の囚人を解き放ったのは……！」

「別の者の意志が介在していると言っていい。霞ヶ関の方々は、安全なところからコンダクターを気取っていながら、まんまと利用されていたというわけだな」

「利用されていた？　誰から……!?」

「決まっている。ＭＴ刑務所開放というシナリオ外の珍事、それをみずから実行している者だ」

「逆本霊魔………！」

　結局ヤツがこの事件の実行犯にして、最大の主犯ということなのか？　警察の権勢欲すら利用し、ＭＩＮＯＳと俺たちを翻弄して、ここまでの災さい禍かを引き起こした人物。

　本当に一体何者なんだ？

「霊魔……というのか。黒援隊の首領は」

「えっ？」

　オヤジからの声に物思いを中断させられる。

「あ、ああ。一度だけ会って同盟に誘さそわれたんだ。胡う散さん臭くさいんで断ったんだけど、そしたら小こ狡ずるい手で無理やり巻き込まれて……」

「黒援隊に、逆本霊魔か。彼は別に討幕を志していたわけではないのだがな」

　ヤツの偽名の元ネタであろう坂本龍りよう馬まのことか。黒援隊の方の霊魔が、打だ倒とうＭＩＮＯＳを掲げていることを受けての感想だろう。

「たしかにそうだよな。幕末の坂本龍馬は、革命児なんて言われながらも徳川幕府の滅亡は望んでいなかったんだっけ。だから、逆にガチで討幕を狙っている西郷隆盛なんかとソリが合わずに暗殺されたって説もあるぐらいで……」

「よく知っているな。お前は参考書しか読まないと思っていたが」

　不意にオヤジから言われ、その褒められているのか、からかわれているのか、よくわからない指し摘てきにムッときた。

「同じ組織の人から、面おも白しろいからって読まされたんだよ司馬遼太郎。あとマンガやゲームもたくさんな。そういうのアンタは嫌きらいだろう？」

「バカにするな。私とてマンガ日本の歴史ぐらいは読んだ。もっとも私が子供のころは貧乏で、本などロクに買えなかったがな」

　……え？

　なんだこの意外な返答？

「それに比べてお前は恵めぐまれた環かん境きようにいるのだ。知識の選り好みなどするな。それは自分の可能性を狭めることにしかならんぞ」

　今さらこの人は何を言ってるんだ？　散々俺のことをほったらかしにして、俺のことを要らないと言って捨てたくせに。

「わからないことがあれば斑鳩に聞け。ヤツは私などよりずっと知識の幅が広い。広すぎて絶対に必要にならないどうでもいい知識まで抱え込んでいるが、ヤツに言わせればそれにこそ意味があるという。無用の用というヤツだな」

「………………」

「ヤツと初顔合わせしたのは、三十年前の市ヶ谷のオフィスでだ。お堅い軍人が今では随ずい分ぶん様変わりしたが、ヤツが何故、どのようにして変わっていったかを詳くわしく観察すれば、きっとお前にとっていい教訓になろう。ひとかどに築き上げられた者の人生は、それ自体が後世の人間にとってよき教科書となる。それこそかの坂本龍馬のようにな……」

「何故……」

「？」

「……何故今更そんな話をするんだ？」

　オヤジの話に割り込んででも、そう問いかけずにはいられなかった。

　今日、数カ月ぶりに会ったオヤジは、今までにないほどに饒舌だった。少なくとも俺はそう感じた。家にいた頃ころ、越こえられない壁を前にもがき苦しんでいた俺には、なんの言葉も掛けてくれなかったのに。

　ＭＴ能力のない無能力者にとっては東大以上の難関であるＭＩＮＯＳ入隊試験。それに五回目の挑戦でやっと合格できた俺は、しかしその合格をオヤジの司令権限で取り消されてしまった。

　その当時は腸が煮えくり返ったものだ。自分の努力が全否定されたのだから。そして同時に俺は、オヤジに何の期待もされていないのだと結論付けた。

「……それなのになんで今になって、そんな訓戒ぶったことを俺に言うんだ？」

　今と昔に何か違ちがいがあるのか？　斑鳩さんと出会ったり多くの実戦経験を積んで、成長した俺には言葉を掛ける価値があると？　それ以前にはそんな価値もなかったと？

「…………お喋しやべりの時間は、終わりのようだな」

「え？」

　言われて初めて気づいた。俺たちの前に、そびえ立つような壁が迫せまってきているのを。

　壁はゆっくりと、しかし確実に俺たちのいる方へ動いていた。錯覚でも何でもない。巨大な壁が動いている。

　そして俺は気づいた。これは壁じゃない。着港しようとしている貨物船の先端部なのだと。

「これ、まさか…………!?」

「監獄からの直送便といったところか……」

　間近で見ると、やはり壁としか思えない貨物船の上方から、何かが降ってきた。

　縄梯子だ。

「来いと言っているようだ」

　オヤジは迷うことなく、落とされてきた縄梯子を掴み、上へと登っていく。その先に何があるか、わかりきっているだろうに。

「ちょっと！　いきなり危険だろ!?　充じゆう分ぶんな準備は無理にしても、せめて登った先に何があるのか……！」

「それは、登ってみなければわからんではないか。若いうちからせせこましいことを言うな」

　オヤジはそう言って、スイスイと縄梯子を上がっていく。爆発のケガもあるだろうに信じられないアグレッシブさだ。

　仕方ないので俺も後を追い、縄梯子を上がっていく。登りきったところに鬼おにが出るか蛇が出るか、直に確かめてみるしかなかった。





＊　＊　＊






「うわ……!?」

　そして梯子を登りきった末に、俺が目にした風景は、想像を絶するものだった。

　憎悪が津波となって押し寄せる。そんな感覚に襲おそわれたのは生まれて初めてのことだったから。

「来た来た来たぞぉーーーッ!?　厳げん破ぱのクソ野や郎ろうだぁーーー！」

「本当に来るとはなぁー！　便所臭ぇ刑務所から出てきた甲斐があったぜー！」

「殺せ殺せ殺せ殺せぇーーーーーッ!?」

「オレはアイツの目ん玉しゃぶるために今日まで生きてきたんだよぉーッ！」

「ヒェハーッ！　ヒェーーハッハッハ！　ヒェーフ！　ヒェーフ！　ヒヒヒヒヒヒ！」

「アイツの脳ミソはオレに食わせろ！　クソにしてひり出だしてやるぜー！」

　今まで俺が相手にしてきた悪人たちとは全然違った。人間としてわかり合える要素など一ミリもない。完全に暴力と憎悪だけに支配された、獣の一団。

　それが貨物船の甲板一面に溢れかえっているのだ。ヤツらが放つ狂気に俺はたじろぎ、後ずさりして危あやうく甲板から落ちそうになった。

「……懐かしい顔ぶれだな。皆みな私や、私の部下たちが逮たい捕ほした連中だ」

　一方でオヤジは、落ち着き払ったものだった。いくら正義の司令と言えどもこれほどまでの憎悪に正面から晒されて冷静でいられるのだろうか？

「行くぞ正人。どうやら呼び出し主は、あそこでお待ちのようだ」

　オヤジが指し示す先へ目を向けると、狂気の一団がたむろうその先頭に、たしかに見覚えのある頭ず巾きんコートがいた。

「逆本霊魔……！」

「やはりアレがそうか。一人だけ見覚えがない上に、囚人服を着ていないからな」

　オヤジは甲板の外側から回りこみ、俺もやむなくそれを追う。なんか自分がオヤジのお供になったようで、複雑な気分だった。

　やがて俺たちは霊魔の正面へ到とう着ちやくし、甲板を埋め尽くす脱獄囚たちからの罵声とも歓声ともつかない叫びを浴びせかけられる。

　霊魔がサッと手を上げる。それを合図に、脱獄囚たちはピタリと静まりかえった。

「人を人とも思わぬＭＴ刑務所の囚人たちを、ここまで見事に統とう率そつするとは。警察や我々ＭＩＮＯＳを出し抜いた手際といい、やはり只者ではないようだな」

　ついでに俺たちおしり団も思いっきり手玉に取られました。

「お褒めに与り光栄と言っておこうかＭＩＮＯＳ司令十じゆう王おう厳破。それともう一人。今日は予定外の来客が多い日だね」

　頭巾の向こうからでわかりにくいが、霊魔の視線が俺の方を向いた気がした。

「俺はお前を見み縊くびっていた。まさかお前がここまでヤバいことを企み、実行するとはな」

「キミが素す直なおに協力してくれれば、ここまでやる必要はなかったよ。キミが所有する『千越オーバー・えサウザンド』を完全に指揮下に置き、計画的に使い潰せれば充分ＭＩＮＯＳを倒すことができただろう。しかしキミは応じてくれなかった。そこで奥の手だ。このケダモノたちを使い、ＭＩＮＯＳとゴミクズ組織、双そう方ほう一挙に殲せん滅めつしてしまおうというわけさ」

「なんだとッ!?」

　その口振り、霊魔はＭＩＮＯＳだけでなく、俺たちにまで敵意を隠かくしもっていたのか!?

「何故だ!?　お前の裏に警察がいたことはわかっている。ＭＩＮＯＳを陥れるためにこの計画は練られたんだろうが、お前のしていることは警察の思おも惑わくから完全に外れている！　お前の目的はなんだ!?」

「フンッ、警察など、むしろ私が利用してやった踏み台にすぎん。シャーウッドやマッドエンペラーから脱だつ落らくしたゴミどもを掻かき集あつめるための資金、ＭＩＮＯＳ司令を襲撃するための装備など随分提供してくれた。私の手によって排はい斥せきされるのは、ＭＩＮＯＳと同様なのにね」

「なんだと、お前は……！」

「正人、もういい」

　追及してさらに多くの情報を引き出そうとする俺を、オヤジが制した。

「ヤツとこれ以上論を交かわしたところで、もはや無意味だ」

「でもっ……！」

「正人、そもそも何故私がここに来たか、その理由を覚えているか？　正確には、誰を追ってきたか、と言うべきだが」

　そうだ、オヤジは元々行方不明になった姉さんを捜してここへ来たんだ。黒援隊からの襲撃を受けた夜、一緒にいたという姉さんを。

　ヤツらが姉さんを連れ去ったとしたら、目の前にいる逆本霊魔が姉さんの居場所を知っている可能性は高い。

「娘むすめは無事か、……と聞くまでもないのだろうな」

「その言い方。気づいているというわけかい？　なら何故部下も連れずにここへ来た？」

「身内の不始末は己おのが手で片を付ける。それだけだ」

　何を言ってるんだオヤジは？　逆本霊魔も、頭巾ですっぽりと隠した顔に鬱屈とした感情を表している。

「……正人、まだ気づかんか？」

「え？」

「この逆本霊魔の正体だ。警察の傀儡となったように見せかけ逆に利用し、我らＭＩＮＯＳの機密を知り、お前に対して異様なまでの執しゆう着ちやくを見せる。……そして極め付けに、そこに居並ぶＭＴ刑務所の脱獄囚たち」

　オヤジは、霊魔の背後に群れる、人の皮を被かぶったケダモノたちを指差す。

「ヤツらは、他者に従うような神妙な精神などもちあわせてはいない。ヤツらを従えるには、ヤツらを超こえる力をもって無理やり押さえつけるしかない。アレだけの数の凶きよう悪あく犯罪者をまとめて従わせるだけの力など、もちあわせる者は早々おるまい。私の知る中でも……」

　その時、風が吹いた。

　今俺たちがいるのは船の上、つまりは海上なのだから、潮風ぐらい吹くのは当然かもしれない。

　しかし、今俺の頬を撫でた風に潮の匂においはしなかった。その代わり、鼻ではわからない、目でわかる黄こ金がね色いろがその風に付加されていた。

「……黄金の風……!?」

　俺はそれに見覚えがある、そう思った瞬しゆん間かんだった。

　黄金の風は、唐とう突とつにその風速を跳ね上げ、竜巻のごとく吹き荒れた。

「うわっ!?」

　その風に、頭巾とトレンチコートが飛ばされて、海の向こうへと落ちていくのが見えた。

　アレは霊魔が着ていたもの……。




「――――ＭＴアームズ『正義の鎧アイギス・クロス』」




　コートと頭巾をなくしたヤツは、金色に光ひかり輝かがやいていた。それは、ヤツのまとう鎧の輝きだ。黄金色の鎧。それは超高出力で生成されるＭＴエネルギーが凝縮され、物質化したもの。

　ＭＴ能力者の中でも常識外の力をもつ『千越オーバー・えサウザンド』だけがまとうことの許される、ＭＴアームズ。

　つまり、黒援隊隊長、逆本霊魔の正体は……。

「姉さん？」

　……俺の姉、正義の組織ＭＩＮＯＳで最高の実力をもつエース隊員、十王あてなだった。

「久しぶりね、マサくん」

　頭ず巾きん越ごしでなく、ボイスチェンジャーも使用してないその声は、たしかに聞き覚えのあるものだった。

　黄金色の鎧、ＭＴアームズ『正義の鎧アイギス・クロス』をまとう、女神と見紛う絶世の美女。俺たちがおしり団を立ち上げた直後、最初の敵として死し闘とうを繰くり広ひろげた我が姉・十王あてなに間ま違ちがいない！

「……姉さんが、逆本霊魔だったのか？」

　その事実には驚おどろきもしたが、同時に様々な疑問が氷解し、納なつ得とくすることができた。

　たとえばオヤジが襲われたという事件。本来なら正義の組織であるＭＩＮＯＳ幹部の現住所などは、悪からの報復や襲撃を警けい戒かいして機密事項なはずだ。

　その機密を擦り抜け、黒援隊はＭＩＮＯＳ司令を的確に襲おそい、行動不能に追い込んだ。

　そんなの出来て当たり前だ。エース隊員である姉さんなら、ＭＩＮＯＳの機密なんて簡単に知ることができるんだから。

「ＭＩＮＯＳ諜報部は、黒援隊に関わる警察の暗躍をだいぶ前から察知していた」
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　オヤジが、慙愧の念に打ち震えるような声こわ音ねで言った。

「ゆえにこそ私は、黒援隊について率先した措置を取らなかった。相手の動きを完全に把は握あくしている以上、何をしてこようと適切な対処で迎え撃つことができる。警察側には何もできない、そう思っていた。にもかかわらず今回の事件、私も正人もことごとく裏を掻かれたのは……」

　その主犯が身内の中の身内。あてな姉さんであったからか。

　さすがのＭＩＮＯＳ諜報部も司令の娘がＭＩＮＯＳを潰すために動いているとは夢にも思わなかっただろうし、ノーマークだったのは当然だ。

　昨晩、家で爆破事件を起こしたのも、その犯人は姉さんだった。

　あたかも犯人は外からの襲撃者のように見せかけて、真相はその家の住人の犯行だった。ヘタクソな推理小説みたいな筋書きじゃないか。

　姉さんの目的は、司令であるオヤジを潰してＭＩＮＯＳを混乱させることもあったろうが、それ以上に狙ねらっていたのは自分自身を消すことだったんだ。

　自宅を襲撃され、父親は大ケガ、娘は拉致され行方不明。ＭＩＮＯＳに総動員がかかるであろう未曽有の大事件に、その花形隊員である姉さんは見事姿をくらました。そして逆本霊魔として自由に行動する時間を確保できた。

　その挙句がこの大混乱……！

「姉さん、何故だ!?」

　俺は、今再び敵となった実の姉に向かい、喉を震わせる。

「何故ＭＩＮＯＳを裏切った!?　姉さんはＭＩＮＯＳの花形隊員で、皆からもっとも慕したわれる存在だろう！　元から期待されてなかった俺とは違う、ＭＩＮＯＳのすべての隊員が姉さんに憧あこがれ、姉さんのようなＭＴ能力者になることを目指して戦ってるんだ！　そんな人たちの気持ちを何故裏切った!?」

「……そんなの簡単なことじゃない」

　姉さんが答える。しかしその口調は冷え冷えとしていて、聞いている俺は背筋が震えた。

「ＭＩＮＯＳが本当の正義じゃないからよ」

「なっ!?」

　どういう意味だ？　ＭＩＮＯＳが本当の正義じゃないって。まさかオヤジが懸念していた警察とのしがらみを、姉さんも感じていたということか？

「マサくんは覚えてる？　あの忌まわしい日を。私が、正義として最後に必ず勝つはずの私が、その原則から外れて大敗北を喫した日のことを」

　どうやら違うらしい。

　大敗北と言うと、俺たちおしり団が結成された直後、襲いかかった姉さんを仲間たちの力を合わせてなんとか返かえり討うちにしたあのことか？

　アレぐらいしか心当たりがないよな。何せ姉さんは、それまで不敗神話を守り続けてきたのだから。

「あの日から、私の人生は大きく狂いだした。それまで私のことを正義の女神と称えてきたヤツらは皆みな離はなれていって、その代わりに蔑みや憐れみの視線を私に向けるようになった。私より劣っている連中が、私のことを見下すのよ！　耐え難い屈辱だわ！　それもこれも、おしり団なんていう下品な最低集団に負けたせい。何故負けたの？　私は正義で、正義は必ず勝つはずなのに！　私はあの日からずっと考えてきた。そして答えに辿り着いたの」

　姉さんが俺に向けて壊れたオモチャのようにガパリと笑った。

「ＭＩＮＯＳが正義じゃないからよ。正義が必ず勝つのなら、負けるのはそれが正義じゃないから。でも私が正義でないなんてありえない！　だって私は生まれたときから正しいことのために戦ってきた！　だったら私じゃなく、私を使ってきたＭＩＮＯＳこそが正義じゃないって結論するのは当然でしょう!?　ＭＩＮＯＳは正義を名乗るに相応ふさわしくないのよ！」

「何を言っているんだ姉さん……？」

『正義が勝つ』なんて、そんなことテレビの中だけで語られている理想論じゃないか。現実はそんなに単純じゃない。色んな勢力が勝ったり負けたりして、その上で社会や歴史を形作っていくんじゃないか。

「……だから私はＭＩＮＯＳを滅ほろぼすことにしたの。正義の資格を失ったＭＩＮＯＳを消し去り、真の正義たる私が、真の正義の組織を作り上げる。そうよ！　最初からそうすべきだったのよ！」

「だから姉さんはＭＩＮＯＳを裏切り、シャーウッドやマッドエンペラーの脱落組を使って都内を大混乱に陥れ、罪のない人を傷つけたのか？　そして今また凶悪犯罪者を野に放ち、社会にさらなる混乱を招こうとしている。それが正義のすることか!?」

「当たり前よ、私のすることが正義なんだから」

　姉さんはきっぱりと言い放った。

　その断固とした言い切りっぷりが、むしろ不気味さを際立たせた。

「私は、本当の正義を成し遂げるため、まず警察を利用することにしたわ」

　姉さんは自分の行こう為いに酔っているのか、聞かれてもいないのに淡々と語り出す。

「警察は、随分前から私にコンタクトを取ってきていたの。当然よね？　私はＭＩＮＯＳの最大戦力。もし私が引き抜かれれば、ＭＩＮＯＳにとっては大ダメージよね？　私は、水面下で警察との交こう渉しようを繰り返してきた。そしてアイツらが対ＭＩＮＯＳ用の切り札として、黒援隊というダミー組織をプールしていたと知ったの」

　警察出向者である油あぶら多たが、五大組織の一つとして勝手に設定した組織。しかしその名に実体はなく、あくまでＭＩＮＯＳに非を鳴らし壊かい滅めつを目指すとしていた架空の組織。

　実際のところ、黒幕である警察が黒援隊にどんな役割を求めていたかはわからない。

『ＭＩＮＯＳを正当に非難する組織がある』として市民にＭＩＮＯＳへの疑念を抱かせたかったのか、いざというときにＭＩＮＯＳを倒たおす実働戦力にしたかったのか。

　お役所らしいどっちつかずの性質をもったダミー組織に、姉さんが実を吹き込んだ。

「起源はどうあれ、黒援隊は私が総べる真の正義の組織として機能し始めたわ。そしたらマサくんを真っ先に呼びたくなったの。だってそうでしょう？　私の作った真の正義の組織こそ、マサくんの居場所に相応しいんだもの」

　それが先日の、同盟の誘いだったわけか。

「…………でも、マサくんは誘いに乗らなかった。その時改めて悟さとったの。マサくんの心はまだ悪の組織に囚われている。あのゴミクズどもを皆みな殺ごろしにしない限り、マサくんは救われないって！」

「姉さん！」

「何ッ？　正義が悪を憎んで何がおかしいっていうのよ!?　おしり団とかいうバカどもは人類最悪のゴミクズでゴキブリよ！　いつでもどこでも尻しり尻叫さけんで、生きてるのが恥はずかしくなるような人間の失敗作じゃない。あんなクソをこの世から抹消してやるのも正義の重要な使命なのよ！　そのことに気づいた私は計画に若じやつ干かんの変へん更こうを加え、ＭＩＮＯＳとゴミクズ組織が共とも倒だおれになるようにした」

「それがシャーウッドやマッドエンペラーの脱落組を使った都内の大暴動ってことか？」

「そうよ、マサくんがここにいるってことは、あっちは成功したのかしら、それとも失敗？　まあどっちでもいいことだわ。誰だれが生き残ろうと、この荒あらくれ者ものたちで皆殺しにしてやるんだから！」

「「「「「「「ごげげげげげげげぇぇーーーーーーーーーーーーッッ!!」」」」」」」

　姉さんの背後にいる脱だつ獄ごく囚しゆうたちが、おぞましい歓声を上げた。法に従わず、己を律する良心すらないだろうヤツらを従えさせるのは、力を除いて他にない。

　人類最初の『千越オーバー・えサウザンド』として絶大な力を振るってきた姉さんだからこそできることだ。

　でも姉さん…………。

「違うよ姉さん。姉さんのしていることは正義じゃない。悪ですらない。悪であっても自分を律し、人を思って貫き通すなら、他者からの尊敬を得ることができると俺おれは学んだ」

　斑鳩さん、美み香かさん、佐さ藤とうさん、鈴すず木きさん、田た中なかさん。多くの尊敬に値する悪人たちの顔が、俺の脳のう裏りを通り過ぎていく。

「そして悪であろうと、信じ合える仲間はいると知った」

　美み夜や、スカディさん、緩ゆるや花か、タピ岡おか、そして団長。こんな俺でも慕ってくれて、信じてくれる仲間たちの顔がよぎった。

「……姉さんの気持ちは俺にもわかるよ。俺にも覚えがあるから。思い通りにならなくて、それを周りのせいにして、全部壊こわしてやろうって捨て鉢になったことが」

　そして俺は悪の世界に身を投じ、多くの尊敬と信頼に値する人々と出会った。

　姉さんと俺、違いがあるとすれば、それだ。

　もし俺が、団長や、スカディさんや、美夜や、佐藤さん鈴木さん田中さん、他の色々な人たちに出会えなかったら、きっと今の姉さんみたいに堕ちるところまで堕ちていただろう。

　今の姉さんは、団長たちに出会えなかった俺そのものなんだ。

「だから姉さんを非難する資格は俺にはない。だがそれでも、俺が俺の道で出会った人たちは、俺の宝そのものだ。それを壊そうって言うんなら、たとえ姉さん相手でも全力で戦う。何度だって！」

　俺の宣言を真正面から受け止める姉さんは、ゾクリとするほどに無表情だった。

　俺が言ったことに、少しも心を動かされていないのはその表情から明らかだった。人の愚おろかさを前にした神のような無表情。

「…………そう、やっぱりマサくんは、悪に心を囚われてしまっているのね。そのせいで何が正しいのかわからず、間違った道を進み続ける」

　姉さんの手に、何か奇き妙みようなものが握にぎられていた。それは注射器だった。姉さんはそれを自分の首筋に刺し、思い切り注射筒を押す。中の液体が、姉さんへ押し込まれていく。

「でも私は、マサくんを救い出すための新しい力を手に入れた。マサくんがどんなに頑固でも！　手足をもぎ取って教育し直してやれば……、




　……正　し　く　な　っ　て　く　れ　る　わ　よ　ね　え　ッ!?」




　再び姉さんを中心として黄金色の風が巻き起こったかと思うと、俺はその後に起こる異様な変化を目の当たりにした。黄金の風がどんどん輝きを失い、濁っていくのだ。輝きのない、コールタール色に。

　そしてその中心にいる姉さんも変わっていく。黄金色のはずの『正義の鎧アイギス・クロス』は完全に輝きを失い、石か、泥どろのように変わり果てる。

　しかもその石鎧は表面にヒビを走らせたかと思うと砕け、その下から節足のようなものを幾本も生やし、増殖していく。

　甲殻類の脱皮？　単細胞生物の分ぶん裂れつ？　そんなものを連想させる光景だった。

　姉さんが、人間でないもっとおぞましい何かに変わっていく。

　ＭＴアームズの変形を終えた姉さんは、見上げるような巨体で、エイリアンと蟹の中間のような生き物になっていた。

　色は、輝きを失った石のような色。現存するＭＴアームズにはそれぞれ、エメラルド色、純白、無色透明など様々な象徴色があるが、『千越オーバー・えサウザンド』が四人も現れた今だからこそ言える。その色は、装着者の心を表す色ではないのか？

「見て見てマサくん！　これが私が手に入れた新しい力！　真の正義を執行するためにパワーアップしたＭＴアームズ『絶対正スーパー・アル義のテイメツト・ア究極イギス・ホーリ装甲ーシユラウド』よ！　本来『千越オーバー・えサウザンド』は世界で私一人！　私のマネをするニセモノが何なん匹びきいようと私の敵じゃないわ！　クソニセモノは正義の下に皆殺しにして！　マサくんを救うのよ！　救うのよ！　キャハハハハハハハ！」

　ＭＴアームズをまとうと言うより、巨きよ大だいなＭＴアームズに取り込まれてその一部となった姉さんが狂ったように笑い出した。

　ＭＴ能力の源は、人の信念。しかし行き過ぎた信念は目標を見失い、ただの妄念となる。それが今まさに目の前にいる姉さんだった。

「……あてなが今、自分に打った薬品を見たか正人？」

　これまでずっと黙りこくっていたオヤジが、俺おれの肩かたを掴つかみ、俺より前へと進み出た。もはや怪物と化してしまった姉さんから、俺を庇かばうかのように。

　姉さんが打った薬……？　姉さんはアレをきっかけに、異様な変貌を遂げた。

　ＭＴ能力を増強させる薬品など存在しない。あるとしたら、人間の脳に危険な作用をもたらし、心を歪に尖らせる違い法ほうな薬品のみ。

　それがもたらす有害さと悲劇を、俺は先日スカディさんのお父さんである東とう郷ごう禅八郎さんから聞いていた。

「あてなは、警察と裏で通じていた。違法薬物の取り締まりも行うあちらには逮捕者から押収したものが山のようにあるだろう……」

「ちくしょうッッ！」

　姉さんの人が変わったような態度は、それが原因なのか？

　イヤ、きっと違う。あの危険な正義への盲信は、元々姉さんの心の奥底にあった。

「アレは、私の罪だ」

　オヤジの言葉は、俺に言っているのか、それとも独白か、判然としなかった。

「私は、自分の正義を押し通すために、色々な不義理をしてきた。恩人の義理をないがしろにし、夫婦の義理をないがしろにし、親子の義理をないがしろにしてきた」

「オヤジ……？」

「その結果がコレだ。私は、この世界にいるすべての人々を守らんと望み、またそれを実行しようとし、自分のもっとも身近にいる人たちを守れなかった。私の行いが生み出した様々な業やしがらみに、我わが子たちを巻き込み、ずっと苦しめてきた」

　俺が今聞いているのは、かつての俺がもっとも聞きたかったことだった。何な故ぜ今になって話すんだ？　今の俺はもう団長たちに救われて、アンタに優しくされなくても自分の足で立てるのに。

　それなのに何故俺は、この人の言葉に泣きそうになっているんだ。

「それでも正人、お前はよく自分の力で立ち上がってくれた。こんな愚かな父に頼ることなく、自分の足で、自分の目で、自分の道を見極め歩き出してくれた。そんなお前に安心して、結局私は同じ間違いを繰り返してしまった。正人があれだけ立派に立っているのだ。姉のあてなに何の心配があろう。……そうやってタカを括った挙句がこのザマだ……！」

　俺とあの人の前に、もはやバケモノと化した姉あてながいる。心に正義という怪物を宿した者が。

「正人、お前は下がっていろ」

「オヤジ……、父さん……！」

「自分の罪は、自分で贖わねばならない」

　ザッ、ザッ、と足音を立て、父さんは前へと進み出る。その先にいるのは巨大なバケモノと数百人の凶悪犯。

　たった一人じゃ嬲り殺しに決まってるじゃないか。

「…………お父さん、アナタの時代は終わったわ」

　ＭＴアームズの巨大な体躯から、姉は父を冷然と見下した。

「アナタの死によって古い正義は終わり、私とマサくんによる新しい正義が始まる。……そういえば、アナタは言ってたわよねえ。ＭＩＮＯＳを辞めたければ辞めればいいとかなんとか」

　ギゲゲッ、と嘲りの笑い声。

「でも残念でしたぁ！　私の望みはＭＩＮＯＳを辞めることじゃなく、ＭＩＮＯＳを潰つぶすことなのよ！　私の正義を不完全にしたクソ組織をね！　私を差し置いて正義を名乗ろうなんて生意気にもほどがあるわ！　お父さんもわかってるんでしょ？　私のもつ力が、高潔さが、アナタをはるかに凌いでるって！　だからもっともらしい理り屈くつをこね上げて私を追い出そうとした！　アナタは若い私に嫉しつ妬としているのよ！」

「あてな、今すぐ武装を解き、ＭＩＮＯＳの指示に従え」

　なっ!?　父さんが姉さんに告げたのは、まぎれもない投降勧告だった。もうそんなことを言う段階はとっくに過ぎ去っているだろうに！

「お前たちもだ。今すぐ拘こう束そく施し設せつに戻もどり、各々の刑期をまっとうせよ。お前たちの犯おかした罪は、法に定められた罰ばつを受けることによって償つぐなうことができる。それが法治国家だ」

「「「「「「「「ゲラゲラゲラゲラゲラゲラゲラゲラゲラゲラッッ！」」」」」」」」

　父さんからの呼びかけに、戻ってきたのは嘲りの哄笑だけだった。ＭＴ脱獄囚だけでなく姉さんまで、大口を開けて父さんのことを嘲笑う。

「前線から遠ざかってボケたんじゃないの!?　私たちは勝者よ！　最大の戦力をもち、敵は充分に弱らせてある。その状態で何故降参なんかを選択しなきゃいけないの!?　……私の正義が求める行動は、こうよ」

　姉さんの、ヘドロのような色をした新ＭＴアームズ。そのＭＴアームズがもつ節足の一本が、弾丸のような速さで振り下ろされた。

　先端がドリルのように尖ったそれは、父さんの腹部をいともたやすく貫いた。

「父さんッッ!?」

　致命傷であるのは疑いない。俺は頭が真っ白になったが、何故か父さんへ向かって駆け寄ろうとはしなかった。

　俺の心が知っているんだ。これは父さんの戦いであると。邪じや魔まをしてはいけないと。

「ゲェーヒャッヒャッヒャッヒャァ！　クソ厳破め、自分の子供に殺されやがったぜ！」

「イヤ、待て死んでねえだろ!?　トドメは俺にやらせろ！　ケツの穴にダイナマイトつっこんで花火にしてやらぁ！」

「ねーちゃんよ！　もっと派手に斬り刻めよ！　厳破の臓物やら見せてくれよ！」

「アイツの死体を車の後ろに括りつけて、日本中ドライブしてぇぜー！」

　姉さんの後ろにいる囚しゆう人じんたちも、父さんが貫かれたことでテンションが最高潮に達する。

「マサくんがここにいるのは却ってよかったかもね。私の欲ほしいものは今すべてここにある。あとは陸にいるゴミクズどもを消し去り、私とマサくんの世界を浄化するだけ。……そうだ、最後に一つやってみたかったことがあるのよねえ」

　そう言うと姉さんは何ど処こから取り出したのか、その手にＭＴ値計測器を握っていた。

　ＭＴ値計測器？　そんなもので何を……？

「ＭＩＮＯＳ内では、司令のＭＴ値を計ることが暗黙に禁止されていた。皆が敬服すべき司令の力を計るなんて失礼だってね。でももうＭＩＮＯＳも十王厳破も終わり。なら最後に小さな疑問を解消しておくのもいいかもねぇ」

　姉さんはそう言って、ＭＴ値測定器を父さんに向ける。ＭＴ値は、ＭＴ能力者の力の強さを計る指数だ。数が大きければ大きいほど力が強いのは言うまでもなく、その中でもＭＴ値一〇〇〇を越える者は『千越オーバー・えサウザンド』と言われ、常識外の能力者とされる。

　その中で、ＭＩＮＯＳ司令十王厳破のＭＴ値とは……。

「……プッ、何これぇ!?」

　ＭＴ値計測器の画面を見ていた姉さんが、唐突に笑い出す。

「四九？　ＭＴ値四九なんてとんだゴミ数値じゃないの！　ギャグすぎるわ。私たちＭＩＮＯＳはこんなゴミ能力者に今まで従ってたっていうの!?」

「ＭＴ値……四九……？」

　姉さんを経由して知らされた父さんのＭＴ値に、俺は言いしれぬモヤモヤとした、しかし全身の毛穴が開くような戦慄めいたものを感じた。

　ＭＴ犯罪専門の治安維い持じ組織の司令である父さんがＭＴ能力者であるのは当たり前。そしてＭＴ値四九は、たしかにＭＴ能力の物差しでは相当低い数値と言える。

　ＭＴ値一〇〇以下の低能力者は、使い物にならぬとしてＭＩＮＯＳの入隊も認められないほどだ。

　しかし俺は、体から震えが止まらない。顔から脂あぶら汗あせが噴き出ている。

　…………目の前の風景に、物凄く既視感がある。

　今の父さんと同じ、ザコとしか思えない低ＭＴ値をもった相手から、低ＭＴ値のままで、一方的にボコボコにされた経験を俺はもっている。

　それをやった張本人が、戦いの後俺になんと忠告したか。




『――ＭＴフィールドの使い手は、アタシだけじゃないわ。調子に乗ってＭＩＮＯＳの本陣に攻め込もうなんて考えちゃダメよ』




「クソ数値しかもたないアンタは、結局統率者の器じゃなかったってことね。これからは私がＭＴ能力者を導くわ。ＭＴ値一〇〇〇を越える『千越オーバー・えサウザンド』の私が、マサくんと共に」

「我が『意味ある数字カズタマ』、四九とは……」

「えっ!?」

　腹部を刺し貫かれているはずの父さんが、声の厳かさをまったく損なうことなく語り出す。

　イヤ、それより、今父さんの口から出てきた『意味ある数字カズタマ』という言葉は、数の高低に関係なく、数字そのものがもつ意味によって能力者の強さを表すＭＴ値ちのこと。

　ではやはり、斑鳩さんの言っていた、斑鳩さん以外のＭＴフィールドの使い手とは……！

「……四九とは、人が死した後、冥府で過ごす四十九日の日数を指す」

「何を言ってるのこの死にぞこない！　……えっ!?」

　姉さんから父さんへ伸のびていた刺殺の節足が、いきなりボロボロと崩れ落ちた。ヘドロ色の節足が、急に赤錆のようなものに覆われたと思ったら、その赤錆に押し潰されるようにして、消えてなくなったのだ。

　さらに赤錆は俺たちの乗る貨物船も海も空も全て覆っていき、たちまち俺の周囲は穴蔵に閉じ込められたような暗闇になった。

　見み渡わたす限り、黒い闇。まるでまったく別の異世界へと引きずり込まれたような。

「人は死して後、すぐさま極楽なり地じ獄ごくなりへと旅立つわけではない。その前に生前の罪を計り、地獄を支配する十人の王たちによって、審判を受けねばならん。……そのための期間が四十九日」

　暗闇に覆われる俺たちだが、その体は何か絶え間ない落下感を感じていた。エレベーターで下に降りていくときのような。この身が落ちていくフワッとした感覚。

　俺たちは下へ降りていく。下へ下へ。……地の下へ。

「人が死してより七日目に裁く者は秦広王。十四日目に裁くのは初江王。二十一日目に宋帝王。二十八日目に五官王。三十五日目には閻えん魔ま王おうが現れ。四十二日目に変成王。四十九日に泰山王。後、予審にて平等王、都市王、五道転輪王が控ひかえる。これが死後、人を裁く十人の地獄の王たち」

「何よ……！　何なのよ……!?」

　姉さんもまた、さすがに異常すぎるこの状じよう況きように恐おそれをなし、声を震わせる。

　暗闇の世界は、何処までも堕ちていく。俺たちごと。

「なななな！　なんだありゃあーーーッッ!?」

　誰ともなく発せられた叫さけび声ごえにつられて振ふり向むくと、地面から巨大な手が生えているのを見た。

　人間一人ぐらい余よ裕ゆうで握り潰せそうなほど巨大な手だ。しかもその手は、手首、腕うで、肩と地面からせり上がり、ついには人間一人の体が丸々あらわれ、眼下の人間たちを圧倒した。

　その巨人、見上げるよりもさらに高い巨人。大昔の中国人が着るような道服をまとい、頭には木製の冠を被り、そして何より、その顔は燃え盛らんばかりの憤怒に塗れている。

　その恐ろしい形相の巨人を、俺はどこかで見た覚えがあった。

　閻魔大王だ。色んな本や映像でその姿を見た。地獄の大王、亡者たちを裁く者。

　しかも閻魔大王は一体だけじゃない。この暗黒空間のそこかしこから、俺たち人間を取り囲むように、合計十人。父さんが言った十人の地獄の王たちが地の底から現れた！

「生者の法は時代によって移り変わり、善悪は時の価値観によって異にする。しかし死後の法は違ちがう。死者に肩かた書がきも地位もありはしない。ただ生前に積んだ罪の数によってのみ善悪は計られる。私のＭＴ能力が作り出したこの空間は、現世より隔絶された純粋なる裁きの場。生者を誘う造りものの地獄絵図――――」










「――――――ＭＴフィールド『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』」










　ＭＴフィールド。

　ＭＴ値一〇〇〇以下の能力者が使うＭＴスキル。ＭＴ値一〇〇〇以上の『千越オーバー・えサウザンド』が使うＭＴアームズ。

　それらを超える言語を絶した高次元能力。それが『意味ある数字カズタマ』のＭＴ値をもつ者だけが操れるＭＴフィールドだ。

　と言っても、俺自身ＭＴフィールドの存在を知ったのはつい最近だ。

　能力者のＭＴエネルギーが空間を侵しん食しよくし、能力者を中心とする範はん囲い空間そのものを支配する能力。

　それを初めて見たのは悪の大ボス斑鳩青あお盛もりさんとの戦いにおいてだ。斑鳩さんの能力『天てん地ち造ぞう化か法ほう』のデタラメとしか思えない万能さに、俺は為す術もなくボコボコにされた。だからこそ今いる空間の恐ろしさを肌はだで感じることができる。

　俺たちが今までいた現実から、完かん璧ぺきに切り離された異空間。上下には完全な暗闇しかなく、前後左右には見るもおぞましい十人の地獄の王たちが憐あわれな人間たちを取り囲む。

　この異空間からの脱だつ出しゆつは、絶対不可能と思われた。

　戻ることのできない地下深き牢獄。……つまり地獄。

　そしていつの間にか、俺のいる半径五メートルほどの範囲だけが、脱獄囚たちのいるところとは様子が違うことに気づいた。

　足元に、何か上質な毛氈が敷かれ、さらにその周囲には、文化財めいた装飾のある柵でぐるりと取り囲んであった。

　まるでその柵の内外とではまったく別の領域であるというように。その領域の内側に俺一人だけがいる。

「――『参さん議ぎ篁たかむらの座ざ』。我がＭＴフィールド内で、地獄の王たちからの詮議より唯ゆい一いつ逃のがれることができる地獄の傍聴席。……正人、そこから一歩たりとも外へ出るなよ」

　この空間すべてから響き渡るかのような声。この声は父さんか？　一体父さんはこの空間の何処にいるんだ!?

「――ＭＴフィールドは、制御下に置いた空間内の法則を一種だけ支配下に置くことができる。我が能力『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』が支配する法則は、『法』そのもの」

『法』を支配するＭＴフィールド。

「――罪人たちよ。もはや貴様らに悔い改めることは許されぬ。この地獄の法廷で、人は裁かれ、刑罰を受けることしか進むべき道はない。粛しゆく々しゆくと受け入れよ」

　この異空間全体から響き渡るような声に、凶きよう悪あくなＭＴ脱獄囚といえど震え上がらぬ者はいなかった。

　恐れおののく脱獄囚の一人が、十人の地獄王の一人に抓みあげられる。

「――この秦広王が貴様に裁きを下す」

「ひぃぃぃぃぃーーーーーッ!?」

　自分の体と同じぐらいに大きな目に睨みつけられ、名もなき囚人は震え上がった。

　秦広王と名乗る地獄の王の傍かたわらに、大きな鏡が現れた。

「――『浄玻璃の鏡』。人間がこれまで犯してきた罪を映し出す鏡。これを覗けば貴様の行状はたちどころに明らかになる。そしてこの『閻魔帳』には、貴様がこれまで犯してきた罪がつぶさに書き記されている」

「嫌いやだぁ！　助けて！　助けてぇぇーーーーーーッッ!?」

「――多木牧鯵男。十二歳さいの折、窃盗を犯したことを皮切りに、強盗、恐喝、暴力行為等を繰り返し、成人してよりは悪の組織の一員となり組織犯罪に手を染める。しかし組織の資金を横領し、脱走。国外へ逃のがれようとしたところをＭＩＮＯＳに逮たい捕ほされる」

「お願いだぁーー！　殺さないで、殺さないでぇーーー!?」

「貴様の罪は殺生、偸盗、邪淫、飲酒。よって地獄四界、叫喚地獄へと堕とす」

　地獄の王の足元から、炎ほのおが噴き上がった。硫黄の匂いが鼻につく、勢いの強い火だ。その炎は荒れた岩盤から直接噴き出していて、岩肌はおろし金のように鋭い。

　その業火躍る岩盤へ、地獄の王は、その手に握りしめた罪人を、迷うことなく叩たたき付つけた。

「ぎえぇぇぇぇぇぇーーーー!?　あぢぢぢぢぢぃぃぃぃーーー!?」

　肉の焦げる臭においが俺のところまで届くかのようだった。燃え盛る岩盤と地獄王の手に挟まれた罪人は、脱出することもできずに身を焼かれる。

「ぎゃあああああああ！　ひぃぃぃ！　あぢゃぢげたずげてぇぇぇぇぇッッ!?」

　罪人がどれだけ許しを乞おうと、苦しみの悲鳴を上げようと、地獄王は一片の慈悲ももちあわさない。

　ただ押し付けるだけでも炎に焼かれ、地獄の苦しみを味わうであろう炎岩盤は、先ほども言ったように、その表面がおろし金のようにザラザラになっている。

　地獄王は、天然のおろし金である岩盤の上で、みずから押さえつける罪人の体を、右に左に擦り付け始めた。

「グベベベベベベベッ！　いてぇぇぇぇぇぇぇッッ!?」

　罪人の体は、岩肌の上で見る見るすりおろされていく。岩の表面に付着した細切れの血や肉片は、すぐさま地獄の炎に焼かれ、消し炭になって消え去るのだった。

　すりおろされていく罪人の顔は、最初は真ん丸だったのが半月になっていき、三日月になっていき、ついにはすべてなくなってしまった。すべて岩盤にへばりつく肉片になった後、またすぐさま消し炭となってしまったのだ。

「――次の被告」

　その様を目の当たりにしていた他ほかのＭＴ脱獄囚……つまり次に裁きを受ける罪人たちは、恐きよう怖ふと混乱によって大パニックに陥おちいった。

　この地獄から逃げ出そうとあらゆる方向へ駆けだすが、ここは通常世界から隔絶されたＭＴフィールド。逃げ道など最初から存在しない。

　そして地獄の王は、この場に十人。王たちは次々と罪人を拾い上げ、各々に応じた裁きを下していく。

「――初江王が裁きを下す。殺生、偸盗。よって地獄二界、黒縄地獄へと堕とす」

「――宋帝王が裁きを下す。殺生、偸盗、邪淫、飲酒、妄語。よって地獄五界、大叫喚地獄へ堕とす」

「――五官王が裁きを下す。殺生、偸盗、邪淫。よって地獄三界、衆合地獄へと堕とす」

　地獄の王たちは淡々と、しかし容よう赦しやなく。罪人たちに相応ふさわしい罰ばつを与あたえ続ける。

「げひゃああああーーーッ!?」「ごべぇぇぇぇえーーーッ!?」

　ある者は糞尿の池に投げ込まれ、そこに巣食う鋼鉄の虫によって体を内側から食い荒らされた。

「いていていてぇぇぇーーーッ!?」「やめてっ、助けてぇぇぇーーー!?」

　またある者は、地獄王と同様にこの世界から湧き出た鬼おにたちによって、舌を引き抜かれ目玉をくり抜かれ、時間をかけてゆっくりと苦痛を味わわされた。

「わかったよ！　悔い改めるよ！　だから許してくれ！　監獄に帰らせてくれぇぇぇーーーーッッ!?」

　そしてまたある者は、生きたまま皮を剥がされ、理科室の人体模型のようになったところへ塩を掛けられ、煮立った油を掛けられ、痛み苦しみにのたうちまわった後に地獄王によって一撃のもとに踏ふみつぶされた。

　裁きを受けた者は、誰一人として肉体の原形をとどめることはなかった。それどころか肉片一つも残らなかった。

　彼かれらは消滅することによって地獄の責め苦から逃れることができたのだろう。しかしそれは甘あまい見通しだった。

　地獄王たちの断罪が一段落した、そう思われた瞬しゆん間かんだった。何もない空間から名状しがたい何かが集まりだし、形を成し始めた。

　俺はそれを見て、直感的に時間が巻き戻っているのではないか、と思った。

　焼き尽くされた肉が、砕かれた骨が、引きちぎられた血管や神経が、時間を巻き戻されて、完全に元通りになっていく。

　裁きを受ける前の罪人たちに。

「あ……、ああ……!?」

　元に戻った罪人たちは、皆みな一様に絶望の表情だった。肉体は巻き戻りで元通りになっても、記き憶おくまでは戻らなかったのだろう。

　神経が狂うほどの痛み、己おのが体をグズグズにされるおぞましさは、しっかりとその脳に刻み込まれているのだ。

　そして、肉体が元に戻ったからには……。

「――次の被告」

「やだぁ！　やだぁぁぁぁーーーッッ！」「助けて！　反省する！　もう悪いことはしねえぇ！　だからぁぁぁーーーッ！」「もう人を殴ったりしねぇよ！　真ま面じ目めに働く！　世のため人のために生きますから！」「帰らせてくれッ！　刑けい務む所しよに帰らせてくれぇぇぇーーーッッ！」

　罪人たちがどれだけ懇願しても、改心の言葉を口にしようと、地獄の断罪者たちはけっして耳を傾けない。

　再び罪人たちを拾い上げ、見るもおぞましい責め苦を繰り返すのみだった。罪人の中にはみずから喉を掻き毟って命を絶った者もいた。その自殺者すらすぐに肉体の時間を巻き戻されて甦り、地獄の責め苦を強制的に受けさせられる。

「これが……、父さんのＭＴフィールド…………!?」

　ただ見ているだけの俺ですら、頭がどうにかなりそうだった。

　この闇に閉ざされた空間にあるのは、ただ罪に対する怒りと憎しみ、それを正そうとする行為があるだけだった。

　呵責も酌量も一いつ切さいない。人の世であればあってしかるべき優やさしさも、この世界には一片だってないのだ。だってここは地獄なのだから。

　あの地獄王たちは、父さんのＭＴ能力によって具現化されたＭＴフィールドの付属品。ＭＴアームズよりさらに高次の存在なのだろう。

　人の世のしがらみの一切を断ち切り、ただ罪の軽重によってのみ人を計り、裁く能力。

　それがＭＩＮＯＳ司令、十王厳破が辿り着いたＭＴ能力。

「何よこんなのッ……！　ふざけないでよッ！」

　その声に俺が振り返ると、そこにいたのは姉さんだった。依い然ぜんとしてあのエイリアンと見紛う巨大ＭＴアームズに埋没しつつ、それよりさらに巨大な地獄王の一人に追い詰められている。

「――閻魔大王が、裁きを下す」

　姉さんを審判せんとする地獄王は、他のそれよりも面めん貌ぼうが烈火のように赤く、一際の異彩を放っていた。

「うるさいッ！　私は真の正義なのよ！　裁かれる罪なんて何もないわ！　見ていなさい、アンタの能力がどんなものでも、全世界、全宇宙、過去も現在も未来でも、すべてにおいて最強のＭＴ能力『絶対正スーパー・アル義のテイメツト・ア究極イギス・ホーリ装甲ーシユラウド』の前では無意味ッッ！」

　姉さんの怪物じみたＭＴアームズから、さらに怪物じみた巨大節足が十数本と飛び出し、地獄の王に襲おそい掛かかる。一本一本がショベルカーのアームを連想させ、あんなものが一いつ斉せいに掛かれば戦車だって鉄くずに変えられそうだ。

　しかし…………。

「えっ、なに…………？」

　巨大節足は、現れたその瞬間からボロボロと崩れ落ちていった。先端からまたあの赤錆が発生し、姉さんのＭＴアームズを覆いつくし、喰くらい尽つくしていく。

　鉱物を食べて分解するバクテリアがいるというが、まさしくそれを連想させる現象だった。

　やがて姉さんのＭＴアームズは、節足どころかその本体まで赤錆に食われて崩れ落ち、能力主である姉さん一人を残して塵ちりに返った。

「あ……あ……!?」

　鎧よろいを失い、裸はだか同然となった姉さんが閻魔大王を見上げる。

「――この『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』は、ただ裁きがあるだけの空間。それを阻害するものは何であろうと、この空間内には存在できぬ」

　取り込んだ者の、すべての抵てい抗こう手段を奪い去るＭＴ能力……！

　イヤ、すべてがデタラメなＭＴフィールドにおいて今さら驚おどろく効果でもあるまい。しかしＭＴフィールドと初めて遭そう遇ぐうする姉さんにとっては、それはもう混乱の極致であろう。

「な……何よ、何なのよ！　こんなのズルいわ、卑怯よ！　正義じゃない、こんなの正義じゃない！　正義は私！　私は正義……ッッ！」

　恐慌する姉さんを無視するかのように、閻魔大王は傍らに『浄玻璃の鏡』を出現させる。生ける者の罪を映し出すという鏡。

「――貴様は、己を信じ慕したってくる者たちを裏切り、姦計に加わって罪なき人々を傷つけ、理ある者たちを陥れ、他人の財産を盗み、虚言を弄し、正義に反する行いをし、親兄弟をも弑せんとした」

「なによ…………？　なによなによなによなによなによなによなによなによなによなによなによなによ！　意味わかんない意味わかんない！　勝つのは私なのよ!?　なんで皆こんなズルい手ばっかり使ってくるのよ！　あのお尻しりバカだって！　お父さんもあのお尻バカも卑怯で汚きたない！　ズルズルよ！」

「――貴様の罪は殺生、偸盗、邪淫、妄語、飲酒、邪見、父母殺害。よって地獄七界、大焦熱地獄へと堕とす」

「違うッ！　勝つのは私なの！　いつだってそうだった、私は正義だから勝ってきた！　この世で一番正義の私は毎回勝って当たり前なの！　私は勝つ正義は勝つ！　正義は勝つ！　正義は勝つ！　正義は勝つ！　正義は勝つ！　正義は正義は正義は！　せひぶひゃがぐごべひゃ……!?」

　姉さんは、冷静な判断力を失っていた。もうＭＴアームズもないのに何ももたない手を振り回して、しかしそんなものは当然何の意味もない。

　閻魔大王は、その巨大な手を振り上げる。そしてその手は、無慈悲に振り下ろされた。

「きゃあああああああぁぁぁぁぁぁーーーーッッ！　せいぎは！　せいぎぎゃはーーーーッ!?」

　ベチンッ！

　と閻魔大王の手が地面に叩き付けられ、その隙すき間まから血と肉片が飛び散った。





＊　＊　＊






「……無様な男だ」

　と、父さんが自嘲気味に言った。

　その腕には、意識を失った姉さんが力なく抱いだかれていた。

「うぅん……、助けて。正義じゃなくていいから助けてぇ……」

　と、うわ言で呟く。

　その周囲には、同じく意識を失った脱だつ獄ごく囚しゆうが数百人、貨物船の甲板の上に転がっていた。

　もはやあの、闇に閉ざされた地獄は消え去り、俺たちは通常の空間へ戻っている。足の下にある甲板も、海から吹く潮風も、空も、ごく普ふ通つうのもので、あの地獄から帰ってきたという安心感を抱かずにはいられなかった。

　あの地獄空間で裁かれた脱獄囚も、姉さんも、あそこで受けた責め苦の跡は一切見受けられない。掠り傷一つすらない。まるであの地獄が夢か幻であったような。しかし意識を失うコイツらは、姉さんも含ふくめて、悔恨や懺悔のうわ言を呟かぬ者は一人もいなかった。

「『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』で作られた異空間は、所詮現実の外のモノ。通常空間へ帰ればすべては夢現のこととなり、すべての傷はなかったこととなる」

　そういえば、『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』が発動する直前に刺し貫かれた父さんの傷も、まるで嘘だったかのように消えている。

　あの時から父さんのＭＴ能力は発動していたということか？

「しかし痛みは残る。自分たちの罪に応じて刻まれた痛みの記憶が。犯した罪の大きさに気づくことのできぬバカ者は、罰として与えられた痛みによって己を戒めることができるのだ。それが我が能力の真の意味」

　姉さんもまた罰を受けたのか。

　自分を肯こう定ていしすぎるあまりに他者を否定し、その挙句に傷つけ、壊こわそうとした罰を。

「あてなはよい子だ。小さい頃ころは母さんの言うことをよく聞き、成長してからは生まれもったＭＴ能力を振るい、私の仕事を助けてくれた」

「父さん……？」

「だがそれは、あてなの普通の時間を奪っていたということなのだな。正義の味方としてＭＩＮＯＳの頂点にいたあてなは、普通の時間を過ごすことができず、学んで当然のことも学ぶことができず。結果、誰だれもがもっている通常の判断力を備えずに成長してしまった」

　正義の味方。

　その名の響きは心ここ地ちよく、清らかで、美しい。姉さんは、ほとんど生まれついた時から正義の味方だった。最高に美しく、輝かしい存在であることしか経験のない姉さんは、ひとたびその座から転がり落ちた時、一片の汚れすら自分に付くことに耐えられず、認められないがゆえに、ああいう暴挙に出てしまったのか。

　でも死ぬまでずっと清らかでいられる人間なんかいない。誰もが、必ず人生のどこかで何かしらの汚れを抱いてゆく。

　姉さんがそのことをちゃんと知っていて、受け入れられる心の余裕をもっていたら、この事件は起こらなかったのではないだろうか？

「私はいつもこうだ。正義を為すと言いながら、いつもその裏で他人に助けられ、他人に支えられて。そうしなければ自分の理想一つ実現することができない。……私は本当に、無様な男だ」

　父さんは、先ほど言った罵倒の言葉を繰くり返かえした。

『無様』というその言葉は、他でもない自分自身に向けた言葉なんだ。

「だがそれでも私には自分の理想を、正義を追い求めることしかできなかった。私がよくしていきたい世界は、お前たちの生きる世界でもある。お前たちが自由で、全力で生きられる世界を作れればと気負いながら、いつの間にかお前たちすら自分の理想の犠ぎ牲せいにしてきた」

　胸も頭もパンクしそうなほどに、重く熱い父さんの言葉を注ぎ込まれながら、俺おれは疑問に感じてならなかった。

　父さんは、これほど多くのことを喋しやべる人だったか。いつも寡黙で、家庭のことなど振りかえらない人ではなかったか。

　俺はそう決めつけて、父さんと向き合うことをやめてしまった。そして自由に勝手に生きてきた。

　でもそれは間ま違ちがいじゃないのか？　俺も、そして姉さんも、今まで父さんがかけてくれた言葉に耳を塞ぎ続けてきただけじゃないのか？

「まったくどうしようもないな私は、そろそろ本当に、新しい正義に道を譲るか。…………ぐっ」

　父さんに、突とつ如じよ異変が起こった。

　急に地面に膝をつき、次の瞬間大量の血を口からドバッ、と吐き出した！

「父さん!?」

　俺は慌あわてて父さんへ駆け寄る。尋常な吐血の量ではなかった。バケツ一杯の赤ペンキをブチまけたかのような。

　姉さんに刺し貫かれた腹の傷は、父さん自身のＭＴ能力でなかったことになったはず。では、昨夜の爆ばく発はつで負った傷が、今になって響いてきているのか!?

「いいのだ、これも私が背負うべき業……、ごふっ！」

「何言ってるんだ!?　とにかく救急車を、父さんはここを動くな……！」




「――人を罰するために人を傷つける、それもまた罪ではないのか」




　ッ!?　誰だ!?

　突如甲板上に響く俺たち以外の声に、俺は戦慄をもって周囲を見回す。

　甲板上には、父さんのＭＴフィールドによって自失状態となった脱獄囚が転がっているばかりだ。だが、その中に二人、きっちりと自分の足で立っている者がいた。

　双そう方ほう囚人服を着ていることから、ＭＴ刑務所の脱獄囚なのは疑いなかった。

「その者のＭＴフィールドは、その矛盾を解決するために、フィールド消滅と同時に能力主もまた罰するのだ。崩壊した異空間の塵が体内に入り、内側からズタズタに斬り裂く。人の分際で人を裁いた罰を、その者は戦うたび己に課し続けるのだ」

「誰だお前たちはッ!?」

　俺の怒声に、二人の脱獄囚のうち一人、気圧されるような巨体をもった男が、ギラリと笑った。伝説にあるティターンやムスッペル、そういう巨人を連想させる。赤銅色の髪かみが業火のように逆立ち、俺たちのことを愉快げに見み詰つめている。

「――――人類皆みな兄弟。我わが統治の下において」

　は？　何言ってるんだコイツは？

「天よ震えよ、地よ幸さきわえ！　この世界に、貴様らの統治者が帰還した！　老人、嬰児、善男、善女に拘かかわらず、この世のすべての人間は我が下僕、我が友、我が宝である！」

　その巨人がわけのわからないことを叫ぶと同時に、頭上の空が俄かに掻き曇り、暗雲立ち込め雷鳴を響かせる。と思ったら、その黒雲がある一点から晴れていき、まるで衛星レーザー砲で撃うちぬかれたかのように不自然な穴が開いたかと思うと、その穴から漏れ差す陽光が、スポットライトのように巨人を照らした。

「……悪の組織『イェヘ・トロ』首領、『地球皇こう帝てい』を僭せん称しようするガハインだ」

　いまだ口元から血をこぼして父さんが呻いた。

「父さんッ！　大だい丈じよう夫ぶかッ!?　喋っちゃダメだ……！」

「この地球の支配者を名乗り、世界中約二百の国の王・首相に対し、領土統治を労う書簡を添えて金塊十トンをそれぞれに送った男だ。この地球はすべてヤツの統治下にあり、現存する国家はヤツから統治権を下賜された地方領にすぎんということだ」

　なんだそりゃッ!?　トチ狂っているとしか思えない所業じゃないかっ!?

「ガッハッハ！　世に争いが絶えぬゆえ、余の威光を示すために行ったものだが、ま、若気の至りであったかの」

「ぬかせ……！　お前がバラ撒いた合計二千トン以上の金のせいでその価値が暴落し、危あやうく世界恐慌が起きるところだったのだぞ！」

「余のため身を粉にして統治に勤しむ属僚たちのため、褒ほう美びをくれたやったつもりなのだがなぁ。なるほど下々の者に過ぎた富は、却って害悪なのかもしれぬわ。ガッハッハ！」

　何な故ぜ照れる!?　このガハインという巨人は、登場からして理解不能カテゴリに速攻配置される人物だった。

「…………そして、その奥おくにいる影かげのような娘むすめが、破は滅めつ教団『タナティズム』の教祖ニュクス。この世はもう既すでに成長の余地はないとし、世界すべてを終結させようとした末世巫女だ」

　父さんが指し摘てきして初めて注意がいく、ガハインより奥側に影法師のように立つ女によ体たい。

　まるで幽霊のように透明な肌。ジッと見ていると向こうの景色が透けて見えそうだった。そんな儚げな外見に、しかし瞳ひとみだけは凍えるように澄んでいる。

「『イェヘ・トロ』のガハイン……！　『タナティズム』のニュクス……！」

　どちらもここへ向かう間際、美香さんから絶対に解き放ってはいけないと言われた名だ。

　その二人が今、俺たちの目の前にいる。

「ガハインは『地球皇帝』を僭称し、世界中で起こる紛争や犯罪に介かい入にゆう。ただしそのやり方が乱雑で、犯罪組織が潜伏する街を丸ごと焼き払ったり、テロリストを和平会談中の国家指導者もろとも暗殺し、紛争をさらに悪化させた迷めい惑わく千万なヤツだ」

「ガッハッハ！　もっとも合理的な手法ほど、一見して大胆なものだ。別にすべてを焼き払ったとしても、『地球皇帝』たる余が全権を担い立て直せばよいだけの話だ」

　何が愉快なのか、ガハインと呼ばれた巨人はガハガハ笑う。

「そしてニュクスはさらに恐ろしい。ヤツは世界を終わらせようとした。方法などまったく度外視し、ヤツは世界を『終わらせる』ことができるのだ。二人とも、あまりに危険すぎて報道することもできず、世間にほとんど知られていない。私と斑鳩が協力することでやっと逮捕できたＭＴ史上最悪の凶きよう悪あく犯はんたちだ……！」

　血を吐きながら説明する父さんには悪いが、ヤツらのヤバさは説明されるまでもなく肌で感じ取れた。

　俺だって斑鳩さん、父さんと、巨きよ大だいすぎる格をもった人物たちと直面してきた。その経験が言っている。この二人は、父さんや斑鳩さん級だと。

「やはりお前たちも解き放たれていたのだな」

「いかにも。家臣斑鳩の進言を受け、十年近く読書生活に勤しんできたが、そろそろ飽いてきたわ。我が家臣十王厳破よ！　卿の用意した別荘はなかなかの住み心地であったぞ！」

「家臣!?」

「ヤツにとっては、この地球上すべての人間が自分の家臣なのだ。ふざけた男だ」

　俺が上げた声に、父さんが補足してくれるが、そんなことやってる場合じゃないのは一目でわかる。

　この二人、この貨物船に乗っている脱獄囚の中でも飛びぬけてヤバい。さっきまでは数百人という同類に紛まぎれてわからなかったが、ソイツらが全員父さんのＭＴフィールドでＫＯされてしまった今、コイツらの存在が闇夜の灯のようにハッキリわかるようになった……。

　……イヤ、待て。

「なんでコイツらは、父さんのＭＴフィールドを食くらってないんだ？」

　他の脱獄囚が全員行動不能になっているのは、父さんのＭＴフィールドで文字通りの地獄の責め苦を受けたからだ。なのにこの二人はピンピンしている。心身ともに万全といった感じだ。

「まさか、コイツらは父さんのＭＴフィールドを知っていたのか？　それで能力が発動する寸前に効果範囲外に逃れてやり過ごし…………！」

「粗忽なり小童！」

　暴風のような大声が、俺を正面から襲った。よろけて後ろに下がりそうになったが、何とか踏みとどまる。

「ほう、我が一喝を受けて一歩も下がらぬとは、若輩ながら天晴なり！　しかし洞察についてはまだまだ浅いな」

「なにっ!?」

「ＭＴフィールドは、距きよ離りなどというものに影えい響きようは受けぬ。十王厳破の力は恐ろしいぞ。罪を感知すれば、たとえ地球の裏側にいようと空間を歪め、疑似的に作り出した地獄へ引きずり込む。逃げようと隠れようと無意味だ。先ほどの断罪の場には、たしか今回の黒幕であるこの国の警吏の長もおったな」

　警吏の長!?　まさか警視総そう監かんのことか!?

「そこの小こ娘むすめや、ならず者たちの罪で結び付けられたのだろう。罪とはそういうものだ、穢れ者と馴れ合えば、その穢れは己にもこびりつく。その穢れを十王厳破の能力は何ど処こまでも嗅かぎつけてくる。げにも恐ろしき能力よ」

「ならなおさら、なんでお前たちは……!?」

「知れたこと。ＭＴフィールドに抗するものはＭＴフィールド以外にない！」

　その宣言に、俺は頭の中が真っ白に焼き尽くされるのを感じた。じゃあＭＴフィールドの使い手は父さんや斑鳩さんだけでなく、目の前のこの二人も……！

「十王厳破の発するＭＴフィールドを、我らがＭＴフィールドによって中和したのよ。今回は断罪の主標的がそこな小娘であったゆえ、躱すのも簡単だったがな」

　そう言ってガハインはニヤリと笑った。

「……しっかしお前もつくづく不器用な男よな、我が家臣十王厳破よ。万能のはずのＭＴフィールドにそのような制限を加え、結果連続使用不能の不完全な能力にしてしまうとは。いやはや何度見ても理解に苦しむぞ？」

「…………強い力にこそ、その使用には厳重な注意が必要とされる。そうでなくては感情のまま振り回され、やがては法や社会制度を破壊しつくしてしまう。力には、それに応じる責任が求められるのだ」

「詰まらんことを言うヤツだ。迷い、悟りを繰り返し、その末に手にした力、思い通りに使わずして何とする？　度を過ぎるのが怖こわいと言うならいらぬ心配よ。この『地球皇帝』たる余の統治下なら、行き過ぎた分は余がきっちりフォローしてやるゆえ、怖おじけず力を振るうがよい！」

「お前こそ度が過ぎていると言いたいな。お前の考えなしの介入によって、どれほどの命が損なわれたと思っている？　お前は勝手が過ぎるのだ。世界の法に収まりきれぬほどにな」

「この偉大なる余という存在を、法ごときに押し込めるのが間違いなのだ。逆に考えるのだ。余こそが法であると。凡人どもが定めた法は、それゆえに不完全で、すべての人間を満足させることはできぬ。しかし『地球皇帝』たる余が法そのものとなり、世界を取り仕切れば、すべての人間は差別にも戦乱にも苦しめられることはなく、満ち足りた生を謳歌できるであろう。過去の歴史にそのような例はいくつもある。世界を治めるべき覇気ある人間は、法そのものとなりえるのだ！」

「そんな時代は四百年も前に終わった。光ひかり輝かがやく偉才にすべてを任せきっていては、社会は成長しない。人は必ず死ぬからだ。いかなる英えい雄ゆう王者であろうと、せいぜい五十年で人は死に、そのたびに世が乱れるようでは真の完成された社会とは言えぬ、それゆえに法が必要なのだ。人の規範として百年、二百年と続き、英雄が死して後も生き続ける法が。英雄を欠いても安定した社会を、イヤ、英雄を必要としない社会を創り出すために」

「…………その法すら、いずれは終わるのです」

　ガハインと父さんの、余人の入り込む余地を許さぬ白熱した議論に、まさしく割って入った者がいた。

　それまでずっと沈ちん黙もくを守っていた、もう一人の最悪脱獄囚。ニュクスという幽霊のような少女がそうだ。父さん、ガハイン、ここにはいないが斑鳩さん。いずれも雄々しき覇気をまとう者たちだが、このニュクスだけはまったくそうした威気を感じさせない。

　むしろ逆だった。あの少女を見ると、暗い淵の底を見ているようで、吸いこまれて何処までも落ちていくような……。

「正人、呑のまれるなッ……！」

「ッ!?」

　父さんに呼ばれ、俺は危ういところで我を取り戻した。

「人が必ず死ぬのであれば、人が作った法もまたいずれ死ぬ。死ぬこと、終わることが決まりきっているものを論じても意味がないです。すべては虚しきこと」

「だーから、卿はすぐ極端に走るというのだ。たしかに人は死ぬ、国も永遠ではない。しかしその間、余の統治によって世を繁はん栄えいさせれば、それが民にとっての愉しみになるではないか。冬が来るからと言って、春の華やぎ、秋の実りを楽しまぬという理り屈くつはないぞ」

「人が死のうとも、新たに生まれる世代が、我らの思いを引き継ぎ社会を発展させてくれる。私は今日それを確信した。子供たちが生を実感するための社会、そのバトンを彼らに渡すために、お前にこの世界を終わらせはさせんぞニュクス」

　父さん……。

「……それすらも、いずれは滅ぶ。意味なき生、意味なき死。無意味の連鎖を断ち切るため私はこの世界に現れたのです。一度はアナタに邪じや魔まされ、終焉への流れは閉ざされましたが、堰が除かれたというのなら、流れはもはや滞らぬのです」

「させぬッ……！　ぐっ!?」

　立ち上がろうとした父さんが、再び大量の血を吐いて膝をつく。やはり『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』の副作用は想像以上に父さんにダメージを与えているんだ。

　父さんは、こんな戦いを何十年と続けてきたのか……！

「情けないなあ法の守護者よ。『地球皇帝』たる余は、そのように弱った家臣を捻り潰すようなセコいマネは避さけたいのだが、またいつかのように覇業の邪魔をされては面倒だからなあ」

「いずれすべては終わる。ならば今ここでアナタ一人が終わりを迎むかえようとも些末なことでしかないのです。すべては空虚……」

　まさかコイツら、二人がかりで父さんを潰しに来る気か？

　遭遇したばかりでコイツらの実力は底が知れないが、それでも今の弱った父さんでは、抵抗らしい抵抗もできないに違ちがいない。

　一方的に嬲り殺しにされる……！

　そう思った瞬間に、俺はもうヤツらの前に立ちはだかっていた。面前に最凶悪犯、背中に父さん。自殺行こう為いだろ、と頭の何処かから囁ささやき声ごえが聞こえた。

「…………どけ」

　二人のうちの一人、ガハインから傲然とした声が降ってきた。だが従わない。逆に「どかせるものならどかしてみろ」と睨にらみ返かえす。

「――不敬であるぞ小童ッッッ!!」

　俺のガンつけが癇に障ったのか、ガハインはみずからの足で地面をガンと踏みつけた。それは貨物船の甲板だ。その甲板に、ガハインの足を中心にして盛大な亀裂が入り、その亀裂は甲板の端まで走り、次いでメキメキ、ガリガリと不吉な音が鳴ったかと思うと、ついに本格的な崩壊が始まる。

　ガコンと、ガハインが踏みつけた地点を折り目にして、甲板が折れ始めたのだ！

　これはまさか……！

「今の蹴けりで、折ったのか!?　貨物船そのものを!?」

　数百人を乗せてきた巨大な貨物船が真っ二つにされた!?

　そんなことが可能なのか!?　たとえＭＴ能力でも、こんなことＭＴスキルでは絶対無理だ。『千越オーバー・えサウザンド』のＭＴアームズで何とか可能か、というレベル。

　しかしガハインのヤツはまったくの生身。コイツの能力は一体何なんだ!?

「うおおおぉぉぉ!?」

　へし折られた貨物船は、どんどん甲板の傾斜を高め、立つのが困難になっていく。このままではタイタニックみたいに豪快に沈むことだろう。父さんの能力で意識を失った脱獄囚たちが、次々転がって海へ落ちていく。

「ぬぅぅぅぅッ！」

　父さんが抱かかえてくれているため、姉さんは無事だろう。

　問題は、俺の目の前……！

「ここまで脅しても腰こしを引かぬか。なればその不敬、むしろ快なり！　ガッハッハ！」

　ガハインもニュクスも、沈みかけの足場になんら動じていなかった。

「しかし小童、何故そこまで十王厳破を庇かばう？　お前は悪なのであろう？」

「ッ!?」

　ガハインからの指摘に、俺はむしろそのことをまったく忘れていることに気づいて、たじろいだ。

　そうだ、俺はもう自分の身を悪の側に置いている。正義の司令である父さんとは敵同士なんだ。

　それでも俺は、勝手に体が動いて、ヤツらの前に立ちはだかってしまった。

「お前たちの間あいだ柄がらは、先ほど漏れ聞こえた会話で察しがついている。あの堅物の権化のような十王厳破の息子むすこが悪に堕ちようとは、奇縁という他ないが。だからこそ、お前が余の前に立ちはだかるのはおかしいことぞ？」

「………………」

「お前が悪と言うのであれば、この『地球皇帝』たる余に味方し、十王厳破という偉才をまことに惜しきことであるが、余とお前で協力して血祭りにあげておくことが、余の覇道を助けるためにも妥当なことではないか？」

「ふざけるな！　悪だからって言って、なんで俺がお前に肩入れしなきゃならない!?」

「余が『地球皇帝』であるからだ」

　ガハインは、まったく悪びれることなく堂々と言い放った。

　さっきから何なんだ、その『地球皇帝』ってのは？

「この世界は、支配者を求めておる。人種、宗教、経済、様々な違いを理由に民草は憎み合い、争いには終わりがない。ではその火種を消し去るにはどうすればいいか？　平等にしてやるのだ。この世のすべての人間を、貧富も思想も差なく平等に。そのために余は、この世界すべての支配者、『地球皇帝』となる」

「何言ってるんだ!?　他人から支配されて、なんで人が平等になれる!?」

「なれるとも。地球すべての人間が、『我が臣下』という形で平等にな」

「……ッ!?」

　本気なのかこの男は。この地球に生きとし生ける人間すべて、自分の手下になれば皆同類となり、人種や思想の違いによる争いがなくなると、そう言うのか？

「無論、そのようなことは凡骨の手では叶わぬだろう。余だからこそ可能なのだ。ＭＴ能力をもって生まれ、それを究極まで高めることのできた余だからこそ。たしかに最初には混乱があるであろう。血も流れるであろう。しかし犠牲を恐おそれて至高の価値は得られぬ。余は、『地球皇帝』となるために悪の誹りを恐れはせぬ！」

「ふざけんな自意識過剰野や郎ろう！」

　俺は、掠れる喉を震ふるわせて叫さけんだ。斑鳩さんとの戦いで鍛きたえられた胆たん力りよくを、今こそ発揮する時だった。

「たとえお前が支配者になって、世界すべての人間に平和を与あたえることができても、それに何の意味があるって言うんだ！　人間は、自分が欲ほしいと思ったものを、自分の手でつかみ取るから意味があるんだ！　そのためには戦うことも恐れない。そこに意味があるんじゃないか！」

「ほう」

「自分の欲しいものを自分の手でつかみ取る、そのことが重要なんじゃないか！　世界中の人間が自分で行動し、その結果世界をよくしていくんだ！　大事なのは望むことで、与えられることじゃない。お前なんかこの世界に必要ないんだ！」

　言いたいだけ言い放って、俺は酸欠で大きく息切れした。この巨人の前で思いの丈をブチまけることは、心臓が潰れるぐらいに大変なことだった。

　数カ月前の俺だったら、何も言えず腰を抜ぬかしているだけだったろう。

「……フッ、ガッハハハハハハハハハハ！」

　俺が息切れしたのを見届けたかのように、ガハインが堰を切って笑い出す。

「見事なり！　この『地球皇帝』を前に、そこまで啖呵を切るとは、年の割に見上げたヤツよ。その胆力気力、この『地球皇帝』が認めるに値するが……、論の方は合格点はやれんなあ」

「……なに？」

「お前の口の端からは、欲望原理主義者の女男の匂においがするぞ？」

　ッ!?　俺はその指摘に、呼吸を忘れた。

「人の価値は欲望にあると抜かし、自由意思に世界の行く末すべてを乗っける斑鳩青盛。余に言わせりゃアイツの方がよっぽどイカれておる。世界中の人間すべてが自由意思を剥むき出だしにすれば、争あらそい合あうより他ほかにないのだからな。人間すべてが平和を望む、そんなこたぁ当たり前だ。しかしな、平和というのは意外に何種類何色とあってな。自分の好きな色で世界を平和にしたいから人々は争うのだ。それを一いつ緒しよにまとめることこそ、『地球皇帝』たる余にしか行えぬ偉業であろう」

「…………ッ！　……ッ！」

「十王厳破の血を引き、斑鳩青盛の薫陶を受ける若僧とは恐れ入った。しかしなあ、師匠の論を丸パクリして余に舌戦を挑もうなど十年早いわ！」

　ガハインから、凄すさまじき烈風が巻き起こり、俺は煽あおられて尻もちをつく。

　見破られた。俺の論旨はたしかに、斑鳩さんの欲望を肯定し、それを己おのが手でつかみ取るという思想そのものだった。

　意識したつもりはない。でも結局、俺は知らず知らずのうちに斑鳩さんに頼ってしまっていたのか？

「しかし小童！　まだまだ荒削りなれどお前に見どころがあるのはたしか！　なれば今一度チャンスを与えてやろう！　元より余もお前も悪！　なれば語るのは舌鋒をもってより拳こぶしを使うのがシックリこよう！」

　ガハインから吹きつけてくる風圧は、純粋なＭＴエネルギーか!?　ヤツのＭＴ能力は、一体どんな……!?

「我が『意味ある数字カズタマ』は四！　四は聖数！　四人の兄弟、四匹の狗、四頭の駿馬！　それらを縦横無尽に駆り、同胞を根絶やしにし盟友アンダを踏み殺し！　十三翼の戦いを乗り越え、十六の国を滅ほろぼし、数億の人命を貪りし大帝国の礎の数よ！　帝王の根源にありし四こそ、我を象徴するに相応しき数なり！」

　凄まじきＭＴエネルギーがプラズマ化して燃え盛り、ガハインを包つつんでいく。眼前には光り輝く巨人。さながら神であるかのごとく……！

「さあ小童！　お前も悪の端くれなら、我がＭＴフィールド『天意フフ・テングリ』の前にすべてをさらけ出してみよ！　清濁美醜、何もかもをだ！」

　体がこわばり、動かない。あんなのに勝てる気などまったくしない。

　父さんも傷つき、動ける状態ではない。俺しかいない。よりにもよって何の能力もない俺が！　一体どうすれば……!?

「……考えるなッ！」

　背中から投げかけられる、厳かな声。振ふり向むくと、父さんがいまだ口から血の泡を吐き出しながらも、目には輝きを失わせていない。

「ＭＴフィールドの前に知略など無意味だ！　逆に知に頼る己を縮め、ヤツの能力に呑み込まれる触りとなりかねん！　いいか正人、ＭＴフィールドに対たい抗こうする手段は、常に一つだ……！」

「ＭＴフィールドを中和できるのは、ＭＴフィールドだけ……!?」

　先ほど、ガハインたちが言っていた言葉を思い出す。

「そうではない、ＭＴフィールドに抗えるたった一種の力。それは人間性だ。そもそも人の信念を源にするＭＴ能力。その信念が、思考と経験によって幾いく度ども鍛え直され、真理にまで昇華し、それを現実空間に顕在化したものこそがＭＴフィールドなのだ。ゆえにこそＭＴフィールドは、どのＭＴ能力よりも能力者の心の内を表したものとなる」

　そこまで言って父さんは、また血の塊を吐き出した。もう喋るな父さんッ！

「……しかしだからこそＭＴフィールドは、他者の心にも耳を傾ける。虚飾を剥ぎ取り、生一本となった心の叫びに、万能に達した能力は寛大となるのだ。あたかも神が、人の祈りに突つき動うごかされるように」

「祈りが、神を動かす……？」

「事実お前は、斑鳩の『天てん地ち造ぞう化か法ほう』に僅わずかながらも抗えたではないか！　能力は関係ない。心の底から上げる叫びは、人なら誰もがもつ力なのだから！」

「でも……、俺は……！」

　俺にそんな力があるのか？

　俺は、自分こそがこの世でもっともくだらない人間だと思っている。人を騙し、醜く失敗し、多くの仲間たちに支えてもらわなければ、ここまで来ることなどできなかった。

　斑鳩さんにほんの少し反はん撃げきできたのだって、ただの偶ぐう然ぜんであったのかもしれない。

「正人……、私はダメな父親だ。己の使命にかまけ、お前やあてなと向き合うことが今日までできなかった」

「と、父さん……？」

「だからお前がどのような人たちと出会い、支え合っているか、私は知らぬ。そんな私に言えることはたった一つだ。少なくとも一人、ここに、お前のことを信じる者がいる。お前は、私の息子だ……！」

　その時俺の目蓋の裏に、たくさんの人々の顔が浮うかんでは消えていった。ここにいれば、きっと父さんと同じことを言ってくれる人たちだ。

「そうか……！」

　自分なんかなくていい。俺は俺の心の中に、俺を信じてくれる皆みんなを入れておけばいいんだ。

　それが力となるなら、目の前のガハインを押し返す力になるなら、望むところだ。たとえ一いつ瞬しゆんで潰されたとしても！

「……よい面つら構がまえだ。自分の命を、自分の外に預けることができる者の顔だな」

　神のごとくなったガハインが、口の端を吊り上げると、それに呼応してプラズマも大きく揺らめいた。

　ヤツのＭＴ能力、いまだ詳細は不明。そんなことはどうでもいい。余計な考こう慮りよは、自分を縮ませる元にしかならない。

　よしんばガハインを倒たおせたとしても、その後ろにはそれと同等以上に強力なニュクスという敵がいる。それも考えるな。今思うべきは、目の前のことただ一つ。

「善き哉！　退屈な別荘暮らしより解放されて即そく、これほどまでに心躍る出会いができるとは！　天よ！　この小童を讃えたまえ！　余はこの勇者をブチ殺し、その亡骸を感謝の証あかしとして貴様に捧げようぞ！」

　ゴオォォォォォッッ！

　もはやプラズマの津波としか見えないガハインの強きよう襲しゆうに、俺は逃げずに向かい合う。

　少しでも怖気づき、心を縮めれば、ＭＴフィールドは即そく座ざに俺の味方をやめ、ミンチにされるだけだろう。

　心を大らかにもて、そして誰よりも弱い者の気持ちで祈れ。誰に？　俺に力を与えてくれた、今まで出会ってきた全部の人たちに。そして目の前のバケモノに。

　考えるより先に拳が出た。

　その拳は――。

　プラズマと化していてもわかるガハインの頬へ吸い込まれるように――。





＊　＊　＊






　――ヒットする寸前に、俺は拳を止めた。

　ガハインも同様だった。プラズマの津波は俺を呑み込む寸前、硬直して消え去り、元の生身のガハインが現れた。

　白くて小さな粒つぶが、俺たちの間にヒラヒラと舞い降りた。

「……雪？」

　俺たちの動きを止めたのはそれだった。雪が、空からポツポツと降り注いでいた。雪ごときで死命を懸けた戦いに歯止めをかけるのは変かもしれない。

　でも妙みように気になってしまったんだ。斑鳩さんとこで水着大会をやったのはつい先日のこと。初雪にしてはまだ早すぎる……。

　俺たちが茫ぼう然ぜんとしている間も降雪はどんどん量を増していき、周囲を銀世界へ染めていく。

　幻想的、としか言いようのない光景だった。

　俺たちが今いる、東京湾の工業地帯。金属とコンクリートだらけの濁った風景も神秘的な印象に変える雪化粧。

　俺は無意識のうちに、自分が戦っていることも忘れて手の平を天空へ差し出した。この小さな雪の一粒を受け止められるかと思って。

　そしてそれは、思ったよりもずっと簡単に叶った。俺の手にポトリと留まった白くて小さな粒は、雪のように見えて――――。

　――――雪ではなかった。




　尻しりだった。




「えっ？」

　尻。雪のように小さく白く輝く尻。それが俺の手の上で、神秘的に震えている。

「この期に及んで神秘的なのかっ!?」

　すると周囲で今なお深々と降りしきっている雪と思われたモノ。全部白くて小さな尻なのかッ!?

　こんなことをやらかしそうな人物に一人しか心当たりがないものの、そんな俺に考える余よ裕ゆうなど与えず、ガンガン事態は進行する！

『――正人さん、ご無事でしたかですよッ!?』

「尻が喋った!?」

　その声を発したのはなんと、俺の手の平に乗っている小さな尻だった。どんな仕組みかは知らないが、イヤ、仕組みなんてあると思うだけ脳ミソ使用領域の無む駄だかもしれんが、とにかく尻から声！　そしてこの声色は間違いなく……。

「団長！　やっぱりこの珍現象は団長の仕業だったんですか!?」

『イエス、ウィーキャンなのですよ！　こちらミャーさんたちも回復してきましたので、正人さんとこの様子を調べるために、余ったおしりリビドーでおしり雪を降らせてみたのです！　なごり雪ではないのです！　都内全域に降らせた雪の一粒でも正人さんに触れたら、即居場所をキャッチするのですよ！　もちろん都内全域だから町田市もカバー済みです！　神か奈な川がわ県じゃないのですよ！』

　また無駄に強力な効果を発揮して……！

　つまり今このおしり雪は、都内全域に降り注いでいるということか。ウェザー○ポートもビックリの天変地異で、地元の皆さんも目を白黒させていることだろう。

『正人さん！　ケガはナッシンですか？　ミャーさんもスカディちゃんもとっても心配マキシマムなのですよ！　もちろんゆるニャンさんやタッピーさんもです！　別に含みをもって切り分けたわけではないのですよ！』

　そっか、みんな元気か。さっきはお尻でビートを刻みすぎて足腰立たなくなるまで酷使してしまったからな。

　しかしあの……、団長。俺おれの安否を確かく認にんする目的は果たせたのですから、そろそろおしり雪やませませんか？　降雪量が電車止まりそうな勢いなんですけど……。

「おっほぉ！　なんだなんだなんだコリャ!?」

　野太い声に、俺がビクリと振り向くと、そこにはさっきまでの荒々しさはどこへやらで、おしり雪に子供のように戯たわむれるガハインがいた。

「今の能力者には、こんなことができるヤツもおるのか!?　アッホだのう！　それ以上に愉快痛快だ！」

　ガハインはおしり雪を本物の雪のように掻き集めて固め……、原寸大ぐらいのお尻像を作り上げた!?

「はぁッ!?」

　それは、服屋のマネキンみたいなリアル志向のお尻像で、黙だまって美術館に置いてきても気づかれなさそうな造形クオリティを保持している。

　あんなんどうやって作った!?　普ふ通つうにおしり雪を材料にサッポロ雪まつりみたくやったのか!?

「うーむ、余はもうちょっとドッチリした田舎風の尻が好みだからなあ。もう少し肉付けしてみて……」

　などとまだ創作意欲を追求しようとしたところへ……。

「おしりテレポートです！」

「ぐおはえおッ!?」

　突とつ如じよ現れた団長のドロップキックでガハインが吹き飛んだッ!?

　ってか団長!?　またこの人は空間を飛び越えて、遠く離はなれたところから一瞬にしてここまで来た！　万能設定なのはもう聞き飽きるぐらいに承知の上だが、それにしてもフリーダムすぎる！

「誰だれ野や郎ろうですか!?　私に無断でおしり講座を開こうとしていたのは!?　こういう時は私も交ぜるのがおしり第一人者おしり団への礼れい儀ぎなのです！　あっ、正人さん！　もしかしてコイツが今回のラスボスですか!?　だったらボコボコです！　スネ毛を毟り取ってやるのです！　えいッ！」

「いっでえ！　ホントに毟るでないわ！」

　あわわわわわわわわ……。ＭＴ犯罪史最強最悪のガハイン相手にやりたい放題……!?

　本当に団長は何をやっても止めようがない。彼かの女じよこそＭＴ界のアンチェインなのか？

「まーーーったく、何やってんのよアンタらは？」

「ッ!?」

　また新しい声が聞こえた。慌あわてて振り返ってみると、そこには息絶え絶えの父さんを庇うようにして、凛々しげな女性が立っていた。

　しかし俺は知っている。あの人が本当は女性でないことを。そしてその華やかなキャリアウーマンの外見に隠された、悪の頂点という本性は、実際に戦った者でなければ実感することができない。

「斑鳩さん！」

　そう、この人こそ、父さんと並んで善悪双極の立場からＭＴ能力の社会を支え続けてきた人。悪の頂点、斑鳩青盛さんだった。

　五十歳さい近くの壮年でありながら、その外見は二十代後半の美女にしか見えないという、内外揃そろって難解すぎる人だった。

　まあだからこそ、悪の大ボスとしての威厳が漂ただようのだろうが。

「斑鳩……、何故ここに……？」

　父さんが、ほんの少しだけ息を整え斑鳩さんに尋たずねる。

「忘れたのゲンさん？　アタシの能力『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は運命を支配するＭＴフィールド。面おも白しろいことがあれば運命の糸が、勝手にアタシを引っ張ってくるのよ」

「……そうであったな」

「それよりも、久方ぶりに見る暑苦しい顔と陰気顔があるじゃない？」

　斑鳩さんの視線が、ガハインとニュクスへ向く。その眼光は、いつもの人懐っこいお姉さんを思わせるそれとはまるで違う。冷血な戦せん闘とうマシーンとでもいうべきか。そんな感情のない顔をしていた。

「おお！　そこに見えるは中身と外見がまったく一いつ致ちせぬ若作り女男ではないか！　『地球皇こう帝てい』帰還の出で迎むかえであるか!?　ご苦労ご苦労！」

「指の間に鉛筆を挟んで思い切り握ってやるのです！」

「あだだだだだだだだッ！　やめんかっ、地味に痛い攻こう撃げきをするなッ！」

　さっきから団長が容よう赦しやなかった。あの造形美的なお尻雪像を作ったことからの対抗意識だろうか？

　そんなバカ騒さわぎをするガハインに対して、斑鳩さんは凍えるような冷たい視線を投げかける。

「まあ、挨拶はいらないわよね。再会を喜び合う間柄でもないし」

「ガハハハハ！　シリアでお前に後れを取って以来か！　お前に放り込まれた別荘暮らし、なかなか快適であったぞ。だがあまりに長く支配者が不在となれば、民草も不安であろう。こたびの騒ぎがいい潮ゆえ、出てきてやることにしたわ！」

「相変わらず煩いイノシシねえ。アンタが外に出ることはないわ。この世の監獄から、あの世の監獄へと移るだけ。ゲンさんが作り出した方じゃない本当の地じ獄ごくに、アタシが送ってあげる」

「ほう……、なかなかヒリついた空気を発するではないか」

「まあこれでもね、腐れ縁のダチと可愛い弟子を苛められて、笑って済ます気はないわけよ」

　ゾクゾクゾクッ、と背筋が震えるのを感じた。斑鳩さんの意気が、この場を支配し始めたのだ。

　俺は下半身の力を失ってその場にへたり込んだ。本気の斑鳩さんに晒された恐きよう怖ふもあったが、同時に安堵も凄まじかった。

　斑鳩さんが助けに来てくれた。

　やっとそのことに気づけたから。

　恐らく個人が所有しうる地上最強の力、ＭＴフィールド。その使い手であるガハイン、ニュクスを前に、傷ついた父さんを背に絶体絶命を覚かく悟ごしていたのだ。

　しかし同じＭＴフィールドをもつ斑鳩さんなら、充じゆう分ぶんにヤツらに対抗できる！

「ガッハッハ！　相変わらず恐ろしいなあ。だが今日はやめだ。さっきまでは心に翼が生えんほど暴気に満ちておったのだが、今は和んでしまったわ。この珍ちん妙みよう極まるもののせいでな」

　ガハインは両手を広げる。おしり雪はまだ深々と降り積もっていた。正体がわかってなお幻想的な風景なのが少々ムカついた。

「そんなわけで、余はこれで失礼させてもらう。十年ぶりの我わが領土を物見遊山しつつ、その変わりようを視察するとせん。ガッハッハ！」

「アタシが逃がすと思うの？」

「挑むというなら受けて立つのが『地球皇帝』の度量であるが。……いいのか？　その場合はコレも交ざることになるが……」

　グワシ、とガハインの手があるものを掴つかんだ。

　それは人間の頭。ヤツと一緒に現れた凶きよう悪あく脱だつ獄ごく囚しゆうのもう一人、幽玄の少女ニュクスの頭だった。

「なっ!?」

　俺はその暴挙に目を見張った。

　元々、巨人ガハインと少女ニュクスでは体格がまったく違う。ガハインが腕うでを突き出すだけで、頭を掴まれたニュクスは足が甲板から離れ、ブラリと宙に垂れ下がる。

　まるで狩人が捕えたウサギを扱うかのようだった。そんな乱暴で非人道的な扱あつかいを受けても、当のニュクスは井戸の底の水面みたいに表情を少しも揺るがせない。

「のう幽女よ。お前が死ねば世界が終わるというが、ここで実際に試してみるというのはどうかのう？　余人どもが戦々恐々しながらお前を閉じ込めてきた日々が、真に意味があったのか白黒つくぞ？」

「随意にするがいいのです。ここで消え去るというのなら、それが私の乗るべき流れということでしょう」

　クソッ!?　ガハインは本当にあの子を殺すつもりなのか!?　なのになぜあの子は抵てい抗こうしないんだ!?

　ガハインの巨きよ大だいな手は、少女の頭蓋骨ぐらいリンゴのように握り潰すだろう。

　俺はガハインを止めようと駆け出したが、それより早く、血しぶきが飛び散ってニュクスの体が甲板に落ちた。

　俺たちが今立っている貨物船。その甲板におかれた積み荷の貨物、それを固定するワイヤーが切れ、張力の反動で勢いよく躍った。

　姉さんやガハインが、甲板で散々暴れた余波だろう。そのワイヤーの飛ぶ先に、たまたまガハインの腕があった。ニュクスの頭部を掴んでいた腕は、凄まじい速さで飛んできたワイヤーに切断され、ニュクス諸もろ共とも床に落ちたのだった。

「……余を恐れたな女男」

　腕を切断されていながら、ガハインはニヤリ笑った。腕の切断面からは血が滝のように流れ落ちている。

　ガハインの嘲あざけるような視線を真っ向から受け止めるのは斑鳩さんだ。

「世界が、その子を恐れたんじゃないの？」

　そうか。斑鳩さんのＭＴフィールド『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は、運命を支配する能力。その支配下では様々な偶然が起きて、その偶然が何な故ぜかすべて、斑鳩さんの利になるように働く。敵がどれだけ斑鳩さんを害そうとしても、奇き妙みような偶然の重なりが敵を邪魔し、失敗させるのだ。

　今ワイヤーがたまたま切れて、たまたまガハインの腕を切り落としたのも、『天てん地ち造ぞう化か法ほう』が引き起こしたこと……？

「『まだ消されたくない』と悲鳴を上げた世界が、お前のＭＴ能力を通して幽女を助けた、か？　ガッハッハ！　詭弁詭弁！　しかし詭弁こそがお前の本質よの、女男？」

　ガハインは切り落とされた腕を、もう一方の手で拾う。そして切られた腕を元に戻すかのように、双そう方ほうの切断面をくっつけた。

　すると痛々しい傷は見る見るうちに消え去り、ワイヤーに切られた事実などウソだったかのように腕が元通りになった。

「んなッ!?」

　俺が目の前の出来事に理解が追い付かず、混乱してばかりいると、ガハインは相変わらず歯茎まで見える豪快な笑みを浮かべた。

「……というわけで、今度こそ余は失礼させてもらうとしよう。久方ぶりの我が国土へ、いざ凱旋！　とな！　ガハハハハハ！」

　今度は斑鳩さんも、無理に引き留めようとはしなかった。

　船の欄干までたどり着いた時、ガハインが唐とう突とつに振り返り言った。

「…………おい小童」

　とガハインは言った。それはどうやら俺に向けて言っているようだった。

「先ほどお前に十年早いと言ったな？　……十年後を楽しみにしておるぞ」

「……ッ!?」

　その言葉を最後に、ガズンッ！　という轟ごう音おんで甲板を鳴らすと、その反動力で天高く飛翔する。

　カエルかバッタを彷彿とさせる跳躍力だった。貨物船を真っ二つにした筋力といい、さっきのプラズマ化といい、何なんだコイツの能力は!?

「その油断したところにおしりミサイルです！」

　と、団長がジェノサイドな数百発のお尻型ミサイルを放ち、ジャンプ中のガハインを狙ねらい撃うちする。

　なんだかクレー射撃を連想させるが、飛びかかるのが数百発のミサイルでは外すなという方が無理な話だ。

　オシリリリリリッ！　という凄まじい爆裂音と共にズタボロのガハインは海中に落ちていった。

「やった、悪は滅びるのです！」

　なんで団長は、そこまでガハインにだけ厳しいんですか？

　それとそのセリフは悪として何かおかしいですよ！

「ま、大だい丈じよう夫ぶでしょう？　あの程度で死ぬようなヤツならどんなに楽だったか……」

　斑鳩さんは、どこか憔悴したような声で呟くと、その視線をもう一人の最悪脱だつ獄ごく囚しゆうに向けた。

　ニュクスは、さっきまでの乱暴な仕打ちにもまったく気にも留めていないかのように、幽霊のような茫洋さで立っている。

「もしあのまま戦いになっていたら、あのイノシシは本当にアンタを殺していたでしょうね」

「本当に殺すつもりがなければアナタを脅すことなどできないのです。アナタを脅迫することは、自分を殺すよりも心を削られる行為なのです」

「かもね。……ガハインは恐ろしい男になったわ。十年前は、ただ猪突猛進するだけの文字通りイノシシだったのにね。一歩間違えば自分自身すら滅ぼしかねない一手を平然と打ってきた」

　俺には計り知れないような事情があるのだろう。斑鳩さんとニュクスの会話は、俺などにはその意味を推測すらできなかった。

「十年の雌伏が、あの男を新たなステージに押し上げた。智勇兼ね備えたアイツが世界に再来し、いかなる欲望を描き出すのか、見ものではあるわね」

「だから脅しにかこつけて、彼かれを解き放ったのですか。救いがたい好奇心なのですね。いずれ必ず散るのなら、花咲くことに何の意味があるのです？」

「永久に散らない花にこそ何の意味もないでしょう？」

　スゲェな。この二人のやり取りを見て、そう思うしかなかった。

　何が凄すごいかって、あのニュクスという少女だ。恐らくまだ二十歳はたちにもなっていないだろうに、斑鳩さんと堂々渡りあっている。

「……で、アンタはどうするの？　あのイノシシ同様、アタシらを煙に巻いて逃げおおせるつもり？」

「私のすべきことは常に一つ。この世界を正常に終わらせることです」

　斑鳩さんの問いかけにも、少女はまったく動じることなく冷静だ。

「この世のあまねくすべてのモノは、始まりから終わりへと向かっていく。この世界もまた例外ではありません。私はその流れに身を委ね、終結を見届ける者。流れに逆らうつもりはありませんです」

　つまり、ガハインみたいに逃にげる気はないってことか？　そうなると、このままＭＴ刑けい務む所しよにとんぼ返りしていただくことに……。

「彼かれ氏しクン。この子、アナタんとこで保護しなさい」

「ええっ!?」

　斑鳩さんの指示に困こん惑わくするしかない俺。

「たしかにこの子の能力は物騒極まりないけど、ずっと独房に閉じ込めておけばどうなるってものでもないわ。いずれ何らかの対策を講じなければならなかった。それが今なのかもね」

「だからってなんでウチがッ!?」

「いーじゃなーい？　彼氏クンがまたいつもみたく、この子を堕として、孕ませて、子供でも産ませれば。生まれいずる命の尊さに何かを感じられるかもしれないしね。女とは人生で三度変わる。恋人として、妻として、母として。その変化がこの子のＭＴフィールドに何らかの影えい響きようを与えてくれたらいいわね」

　イヤ、そんなこと言われても！　それより何です俺が片かたっ端ぱしから女を誑かしてるドンファンみたいな言い様は。名誉棄損ですよ訴えますよ!?　訴えても勝てる気があんまりしないけれど！

「わーい！　ということは、おしり団にまた新たなおしりが加わるということですね！　エクセレントです！」

「小さな少女が私のお尻に接せつ触しよくしてくるのです。これもまた委ねるべき流れなのです」

　そして団長はあくまでいつも通りであり、ニュクスも自分のお尻に頬ずりされてるというのにまったく冷静さを失わなかった。

　両方ともマイペースだな。

「おお、なんという神秘的なおしり！　形や触り心ごこ地ちだけでなく、存在そのものが輝かがやきを放つのです！　これぞ御本尊尻なのですよ！　ありがたや、ありがたやなのです！」

　これで一件落着したことになるんだろうか？
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　都内の暴徒勢力は鎮ちん圧あつできたし、その主犯である逆本霊魔――の正体である姉さんも、父さんによってガッツリ灸をすえられた。ＭＴ刑務所の脱獄囚たちも、物のついでとばかりに無力化された。

　一番ヤバげなガハインの逃走は許してしまったが、これ以上この件で何かの被ひ害がいが出ることはないと思う。

　海面の方を見ると、ガハインが貨物船をぶっ壊こわしたせいで海に落ちた脱獄囚たちが、団長のおしり雪に引っ付かれた状態でプカプカ浮かんでいた。救命胴衣かっ。まあアレなら救助が来るまで溺死することはあるまいが。

　船自体もガハインにへし折られて沈没は避さけられそうにないが、完全に沈しずんでしまうまでまだ間はあるだろう。元々接岸しているのだし避ひ難なんする余裕は充分あり、慌てることもなかった。

「…………斑鳩さん」

　俺は一緒に海面を眺める斑鳩さんへ言う。この人が来てくれたことも、この事件を終結させた大きな要因の一つだった。この人が来てくれなければ、俺は間ま違ちがいなくガハインに殺されていた。

　傷ついた父さんを守ることもできずに、次元違ちがいの力をもつガハインに一瞬にして磨すり潰つぶされていたことだろう。

　論戦でも斑鳩さんの主張をそのまま借りて、それをあっさりガハインに見破られて一蹴された。

　俺は結局何一つアイツに敵わなかったのだ。力でも、知でも、心でも。

「斑鳩さん、……俺はっ、悔しいっ！」

　俺はまだ、いかなる高みにも達していない。すべてが足りず、そのせいで仲間や家族を危険に晒した。

　もっと俺に、すべてを思い通りにできるたくさんのものがあれば。

　そう思うと、自分の未熟さが歯がゆくてたまらなくなる……！

「その悔しさがある限り、アナタは進み続けることができるわ」

　斑鳩さんが、俺の肩かたにポンと手を置いた。

「前に進むこともできる。右へも左へも、後ろ向きに進んだっていい。何ど処こへでも自由に行けるのよ。アタシも、ゲンさんも、あのイノシシも、そうやって強くなっていったんだから」

　左の肩に斑鳩さんの手が、そして右の肩にもポンと、大きな手が乗せられた。

　いつの間にか父さんが、傷だらけの体をしっかり自分の力で支えて立っていた。

「焦るな正人。お前はゆっくりと自分を築き上げていけばいい。ガハインのヤツは十年待つと言った。お前自身もそのつもりでお前を育てていくのだ。時間を懸けながらゆっくりと」

「父さん……！」

「お前を築き上げていくのは、決してお前一人ではない。多くの人と交わり、多くの人から与あたえてもらい、それを材料に自分を形作っていくのだ。…………見ろ」

　父さんが、俺たちのいる貨物船の甲板から、欄干の向こうにある岸辺を指差す。

　そこに一台のワゴンが乱暴な運転で走り込んできた。ややドリフト気味に急ブレーキで止まると、その後部ドアを開けて数人の少女が雪崩れのように降りてくる。

「正人さん！　正人さん！　ご無事ですか!?」

「敵はいずこです正人中ちゆう尉い……！　小官が必ず正人中尉をお守りし……！」

「正人殿どのに敵する者は、諸人なで斬ぎりにござるぞ！」

「つーか、なんでオレ様まで来てるんだＺＥーーッ!?」

　あれは美夜にスカディさんに緩花。それにタピ岡おかまで。皆、都心の激戦地からここまで駆けつけてくれたのか？

　運転席からも美香さんや田中さん。急いで駆かけ付つけてきてくれたのか佐藤さんや鈴木さん……。

「お前と一いつ緒しよに、お前のことを築き上げていく人たちだ」

　父さんは俺の肩を強く握り、言った。







エピローグ







　じゃあまず、事件の後日談から語ろうか。

　アレから事態は収拾した。都内で暴れていた元シャーウッド及びマッドエンペラーの脱だつ落らく組。貨物船で運ばれてきたＭＴ刑務所の脱獄囚。コイツらは無事お縄となり、自分たちのあるべき場所へと送られた。

　正義の組織ＭＩＮＯＳミノスは、指揮の要となる司令を叩たたかれ混乱したが、最終的には見事、自分たちの使命を果たした形になる。

　これは、この事件の黒幕であった警察の思おも惑わくを砕いたことでもあった。

　ＭＩＮＯＳを敵視する警察が、仮想組織を用いてＭＩＮＯＳの失態を演出し、あわよくばそれをテコに解体まで追い込もうとしたのが今回の真相。

　しかし、その実行犯である黒こく援えん隊たいは完全に鎮圧され、警察との繋がりもバッチリ物証を押さえられているらしい。数日後の新聞に、小さな欄で『警視総そう監かんが辞職』という記事を見つけたときは、安堵の息を吐はきつつ心の中でガッツポーズしたものだ。

　記事にはなっていないが、その他ほか多くの警察上層部が辞職や左さ遷せんの憂き目に遭っているという。

　宮仕えの経験などしたこともない俺が言うのもなんだが、これ以後正義同士、ＭＩＮＯＳも警察も歩調を合わせるようになってくれたらいいのだが。

　それからもう一つの正義についてだが、俺の父である十じゆう王おう厳げん破ぱは、一度ＭＩＮＯＳ司令の職を辞した。

　理由は、十王あてな。他ならぬＭＩＮＯＳ司令の娘むすめが今回の犯罪首しゆ謀ぼう者しやであり、数々の凶きよう悪あく事件を引き起こしたことを鑑みれば、親類縁者として責任を免れぬ、という父さんなりの配はい慮りよなのだろう。

　しかし父さんの辞職は、ＭＩＮＯＳ内部どころか様々な方面からの引き留めがあった。聞くところによると総理大臣までが父さんに留意を促したとか。

　それも当然か。ＭＴ史上最大の凶きよう悪あく犯はんガハインが解き放たれた今、それとまともに対しうるＭＴ治安対策の専門家が、父さん以外にいるだろうか。

　疎んじようと、目の上のコブ扱いしようと、ヤツらには父さんに頼る以外生き残りの道はないのだ。父さん自身はそのことを善しとしないだろうが。

　そしてもう一人、今回の事件においては主犯そのものである十王あてな。俺の姉さんに関してだが、さすがにこっちはお咎めなしとはいかず、ＭＩＮＯＳを不名誉除隊となった。

　平たく言うと、一番ダメな形でのクビだ。

　正義において実力ナンバーワン。才色兼備でここ数年のＭＩＮＯＳを牽引してきた看板隊員にとってあまりに惨みじめな幕引きとなったが、仕出かしたことのデカさを考えればこれでも罰ばつは軽い方だった。

　本来であればこれでも足りず実刑が課せられるという話もあったが、父さんのＭＴ能力によって陥おちいった自失状態がまだ続いていること。そしてＭＩＮＯＳ隊員として挙げてきた数えきれない功績が鑑みられ、なんとか執行猶ゆう予よ処分で済まされたらしい。

　もっとも姉さんが実質無罪となった真の理由は「ＭＩＮＯＳの看板隊員を重く罰しては外聞が悪い」とか「あまりに容赦なくやると、共犯者である警察の罪も徹底追及せざるを得なくなる」とか大人の事情があったからなのだが。

　しかし父さんは、それすらなあなあに屈せず「法の公正を保つべき」と実刑を求めたという。実の娘にも容赦をかけぬところが、いかにも厳格なる正義の司令といったところだろうが、そこへ母さんから「娘を実刑にしたら離婚する」と迫られ、やむなく穏健な処置に同意したのだとか。

　正義を貫つらぬくのも楽ではない、ということだった。

　以後姉さんは自宅にて療養を続けながら、普通の学生として生きていくことになるらしい。

　ＭＴ能力はもう使えない。何故なら父さんの『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』によって能力の源となる精神を完膚なきまでに砕かれたからだ。

　父さんの能力は罪ある者の肉体を傷つけず、精神だけを磨り潰す。その結果を見るに『十じゆう王おう大だい法ほう廷てい』の真骨頂は、悪しきＭＴ能力者から力を奪い去ることにあるのではないか。

　どちらにしろ姉さんはＭＴ能力によって祭り上げられた偶像としての人生をリセットし、一から自分を作り直していくことになる。

　血を分けた弟としては、彼女の人生が平へい穏おんであることを祈るばかりだ。

　で、正義の方はこれぐらいにして、我ら悪は現状どうなっているだろうか？

　これがまったく変わりない。まあ今回の事件は本質的に正義同士のイザコザだったわけだから、どっちが勝とうと悪側に直接影響があるわけもない。

　一時はＭＩＮＯＳを混乱させるために都内暴動の濡れ衣を着せられて、窮地に陥った俺たちおしり団ではあったが、その後の迅じん速そくな処置が功を奏したのか、ＭＩＮＯＳと協力してニセおしり団を演じる黒援隊の暴徒どもをしっかり鎮圧。

　その後は何事もなく、平和な毎日を謳歌している次第だ。

　変わったことと言えば、シャーウッドの初代リーダーであった美み香かさんがちょくちょくアジトを訪ねてくるようになったこと。

　悪人として一度はＭＩＮＯＳに捕つかまり、恩おん赦しやによって自由となった美香さんは、その経けい緯いに後ろめたさを感じてか、旧知の美み夜やたちとの再会を躊躇ためらっていたようだ。

　しかし実際、シャーウッドは既すでに地上から消え去り、そのメンバーのほとんどはおしり団として立場を刷新している。

　今回のピンチでなし崩し的に再会を果たしたのがきっかけとなり、以後ちょくちょくと古巣たるアジトにやってくるようになった美香さんだった。

　もっともその目的の大半は、婚こん約やく者しやである田た中なかさんをデートに引きずり出すことで、最近泣きながら外出していく田中さんを見かけることが実に多くなった。

　アザゼルバンク新社長・田中さんが誕生するのも、案外遠い日のことではないのかもしれない。

　それから、もう一つの変化であるが……。
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「……………………何をやっておる？」

　仕事合間の気分転換に外へ出ていると、ニュクスのヤツが一見して理解不能なことをしていた。

「団長様からの指示なのです」

　もとい、理解不能なことをさせられていた。

　あのガハインに並ぶＭＴ史上最凶悪犯の一人、破は滅めつ教団『タナティズム』の教祖ニュクスは、あの戦いの後、本当に我らおしり団で面倒を見ることになっていた。

　そもそもあの事件が起きるまではＭＴ刑務所で収しゆう監かんされていた彼女を、そう簡単に身み柄がらを移すことなど可能なのか？　と不安しきりだったのだが、案外簡単にできた。

　斑鳩いかるがさん曰く「正義の法を悪が守る必要はないでしょう？」とのことでまったくその通りなのだが、正義から見れば「ハイそうですね」となるわけもなく、自分らの管理下から離れた悪の超重要人物を取とり戻もどすために追捕使が大挙をなして乗り込んでくる……なんてことも予想したのだが、そんなことはまったくない。

　一体何なんだこのアバウトさは？

　まあ、ニュクスのことを引き取ったあの場には父さんもいたのだし、あの時父さんから文句が出なかったということは、正義側もこの処置に納なつ得とくしている。ということなのだろう。

　なんか現在の正義と悪のバランスは、父さんと斑鳩さんの個人的友情に影響を受けすぎている感じがする。そして俺たちもそれに取り込まれつつある気がする。いいことなのか悪いことなのか。

　実際、ニュクスはおしり団に来てから意外に上手くやっている。美夜やスカディさんなど他の女の子たちとも仲良くやっているし、元は悪の組織の首領だったというのだが、だからと言って偉ぶったりワガママを言ったりすることもなく、メンバーとの関係も良好だ。

　その秘訣は、彼女の「終焉へ身を委ねるだけです」という流され体質にあるように思える。流れに身を任せ、他者と意見を対立させないのだからトラブルなど起きようがない。

　ある時など、俺が美夜、スカディさん、タピ岡などとイチャイチャしてるところをニュクスに目もく撃げきされ、「アナタに身を委ねることがこの組織の流れなら従うまでです」と服を脱ぬぎだしたりして、コイツの流され体質は徹底しているな、と驚きよう愕がくさせられた。

　あるいは斑鳩さんが俺たちに彼女を預けたのは、その究極的な流され体質を改善させることを意図したものではないだろうか？

「……で、キミらは本当に何しとるの？」

　話を戻し、俺は改めて理解不能状態となっているニュクスたちに問いかける。どういう感じに理解不能かというと、ニュクス他、美夜、スカディさん、緩ゆるや花か、タピ岡が手を繋いで輪になっているのだ。

　傍はたから見ていて「ＵＦＯでも呼ぶのか？」とでも言いたくなる陣形だった。

　これだけでも充分に理解不能なのだが、まだ理解できないところがある。美少女五人が手を繋いで輪になっているのはいいが、彼女らは何故か外側を向いて輪になっているのだ。

　いわばおしくらまんじゅう状態。寒い日にお互たがいのお尻しりをぶつけあって暖かくなる遊びだ。

　ハッ、尻？　まさか……!?

「うほほほほ～～いッッ！　パライソはここにあったのですよぉぉ！」

　やっぱり団長！　団長、その輪の内側にいるんですか!?

　手を繋いで輪を形成している女の子。顔が外側を向いている以上、内側には尻がある。つまりあの輪の内側は全方位お尻のお尻天国……!?

　よく見たら輪になっている女の子たちが一様にくすぐったげな表情してる！　団長輪の内側で何やってるんですか!?

「ペロペロペロペロ！　あっ、正まさ人とさん！　私はついに桃とう源げん郷きようを発見したのですよ！　右を向いてもおしり！　左を向いてもおしり！　前も後ろも全方位おしり、東西南北中央おしり！　スーパーおしりなのですよ！」

　もう団長が何言ってるのかわからない。

「むほほほ～いッ！　巨尻、スポーツ尻、ふんどし尻、ＪＫ小こ尻じり、御本尊尻の大包囲なのですよぉー！　撫で放題、頬ずりし放題、クンカクンカし放題なのです！　回るのですよぉ～！」

「やっ、ちょ、団長さん回るのはナシですよ!?」

「波なみ美みの要望なら、全力を尽つくして添うのが小官のスタンスですが……！」

「本当にコレが修しゆ行ぎようになるのでござるかッ！　っていうか修行なのでござるか!?」

「なんかもう、これでいーや、って気になれるんだＺＥー」

「これもまた終焉へと向かう一過程なだけです……」

　女の子たちもこの変な遊びに戸惑っておられる……！

　ある者はくすぐったそうに眉をしかめ、ある者は恥ずかしさから赤面し、またある者は悟りきって無表情。

　なんかこう、恥じらいむずがりな女の子の表情を見ていると、こっちが変な気分になるというか、ムラムラするというか……。

「ぬおおおぉぉぉ～～～！　幸せすぎておしりパワー最高潮なのですよぉぉーーー！」

　ドォ～～～～～～～～～～～～～～ン！　と爆音を上げて……。

　団長、飛ぶ。

　四方八方をお尻に囲まれた環境下で、お尻煩悩が逃げ場を失い、圧縮の臨界点を超えて爆ばく発はつしたか。

　美夜やスカディさんたちが手を繋いで輪になり、いわば筒状になっているため、団長が飛びあがる方向は上しかなかった。

　絵的に打ち上げ花火そのものだった。

「おしり団、最高なのですぅ～～～ッッ！」

　…………。

　今何故か唐突に、美香さんと話したことが思い出されてきた。

　父さんが、自分の築き上げたＭＩＮＯＳを終わらせ、その後を継ぐまったく新しい組織の出現を待っている、という話だ。

　もしかしたら父さんは、その未来を託すべき組織を、俺おれに作らせようとしたのではないか？

　だからＭＩＮＯＳ入隊試験に合格した俺を、無理やり入隊取り消しにしてまで野に放ったのか？

　もしそうだとしたら、俺の育てたおしり団は、父さんの期待通りにＭＩＮＯＳの後継者となることが……。

「にゃははははは！　おしり世界遺産なのですよぉぉ！」

　……できないよなあ。ないわー。

　お尻を大義に掲かかげる組織が社会を牽引するとか。

　父さんには悪いが、俺は、俺の望むとおりにしか行動することができない。俺に価値を与えてくれる人たちのために戦い、おしり団を守っていく、ということだ。

　団長の、小さくて大きな野望を中心に、様々な人々の望みが寄り添うこの組織を、俺の力が及ぶ限り守っていこう。

　……しかし団長は、いつまで有頂天になってるんだろう？　本当に文字通りの有頂天にいるのが団長ならではだが、いい加減空から降りてきてもらわないと、上空は風が強いからどこかへ流されかねない。

「親方！　空から女の子が！　なのですよーっ！」

　本人が言うなや。

　思うさまお尻リビドーを発散した団長は、重力に引かれて下方へと降りてくる。

「おっととと……、受け止めなきゃ」

　俺は慌あわてて団長の落下予測地点へと駆け寄り、受け止め体勢を取る。

　上空の団長はどんどん落下速度を増していき、俺から見て遠近法的にどんどん大きさを増していく。

　接近するほどに、俺の視界いっぱいまで大きくなっていく、団長の、お尻。

「えっ!?」

　団長のお尻に気を取られた一いつ瞬しゆんが、俺の命運を分けた。

　ゴモフッ、ドスンッッ！

「きゃああーーーッ！　正人さーーーーんッッ！」

「正人中尉の顔が、波美のお尻の下敷きに……ッッ！」

「変事でござる！　桜田門外の変でござるよぉーー!?」

　俺は不覚にも、団長のお尻爆撃をモロに食くらって地面にめり込んでしまうのだった。

　というか顔中に柔らかい感かん触しよくが、そして湿った布の質感が！　これはまさに団長のお尻の感触!?

　おしり団最大の聖域、団長のお尻が今、俺の顔に密着している。

　これぞまさに聖域なき構造改革!?

「きゃーっ！　何するんですか正人さん!?　正人さんが痴ち漢かんさんにへんぼーしたのですよぉ!?」

　待って団長。恥はずかしいのはわかりますが、俺の顔の上でお尻をグリグリさせないで！　団長の柔らかいお尻が的確に俺の鼻と口を塞ぎ、呼吸を妨げます！

「まっ、正人さんが息してませんよぉーーッ!?」

「正人中尉ーーーッ……！」

　こうしておしり団の日常は、穏おだやかに騒さわがしく流れていくのだった。

　春の尻、ひねもすおしりおしりかな。





終
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あとがき







　皆様お疲れ様でした。

　本作『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』は今回で最終巻となります。ここまでお付き合いいただいた読者様、応援協力いただいた関係者の皆様、本当にありがとうございました。

　本作は私のデビュー作です。第五回ノベルジャパン大賞（現ＨＪ文庫大賞）で入賞を逃しながらも、ＨＪ文庫編集部様からのご厚意で何とか敗者復活を成し遂げた執念の一作でした。

　それが「○○賞　受賞！」みたいなネームバリューの援護射撃もなく、徒手空拳で何とかかんとか六巻まで続刊できたのも、ひとえに読者の皆さんの応援によるもので、この場を借りて何度でもお礼申し上げたく思います。

　本当に、本当にありがとうございました。




　さて、堅苦しい話し方はこれぐらいにして。

　本作ちまみれ（※今さらですが関係者の間では、そういう略され方をしていました）は今回で最終回ですが、波美も正人も、皆さんのお尻の中でこれからも生き続けていくことと思います。

　正人はこれから、厳破お父さんの影響や斑鳩さんの薫くん陶とう、ガハインへの対抗心を糧に成長していき、いずれは善悪を越えて社会を牽けん引いんする者となっていくでしょう。

　波美も、この何処までも続いていくおしり坂をまだ登り始めたばかりです。

　美夜、スカディさん、緩花などは正人を支えながら、正人と共にあるでしょう。

　その時おしり団という名前はなくなっているかもしれませんが、新しい繋がり、新しいまとまりが、彼らを離さず一緒にいさせてくれると思います。

　佐藤さんは、実家の豆腐屋を盛り立てていく傍ら、地元の名士として大成していくことでしょうし。鈴木さんはいつまでも在野でいることもできず、晴れやかな舞台に戻っていくでしょう。田中さんは泣いても笑ってもアザゼルバンク次期社長兼婿むこ養よう子しの椅子がそこまで迫っています。

　タピ岡は……、アイツだけはよくわかりません。知らないうちにいなくなってて、予想だにしないところからヒョッコリ再登場しそう。

　最終巻にて初登場のニュクスは、彼女自身の業と決着をつけるために、丸々一巻分のエピソードは必要でしょう。ガハインも、正人側が前に現れるのを自分の人生を謳おう歌かしながら待っているはずです。




　そして、キャラクターである彼らが生き続けていくように、作家の私も生き続けなければなりません。

　既に新しい企画は編集様と進行中で、遠くないうちにまた読者様のお目にかかれる日が来ると思います。

　その時は、また是非ともよろしくお願いいたします。

　それでは最後に、担当編集者の南部様、イラストのむつみまさと様、その他この本が発売されるまでに関わってくれたすべての皆様。そして何度でもお礼を言いたい読者の皆様。

　本当にありがとうございました。

　そしてまたいつかお会いしましょう！





twitter　https://twitter.com/rokuyonokazawa









　…………ん？

　なんかページが余ったらしいんで、ここからは本編で語られなかったガハインとニュクスのＭＴ能力でも紹介しましょう。あとがきから読むタイプの方は、ここからネタバレ注意です。

　ガハインのＭＴフィールド『天意フフ・テングリ』は無制限コピー能力。他者のＭＴ能力をコピーできますが、それにまつわる事項に一切制限がありません。コピー条件、能力コピーのストック数、保有期間、すべてが無制限。またコピーした能力を自由に調整し、デメリットを取り除いてメリットだけに改造するなんてことも可能です。

　作中で貨物船を踏み折ったりしたのは、昔コピーした筋力強化能力数百人分を一度に発動させたことから。正人と戦う直前にプラズマ化したのは、それ以外の能力も適当に数千人分、一度に発動させた『ツァースモード』です。

　厳破お父さんや斑鳩さんの能力も既にコピー済みで、波美のおしり雪で田舎風ドッチリ尻を作り出したのも、その瞬間に波美の能力を一部コピーしたことによります。

『意味ある数字カズタマ』は四。これはガハインが尊敬する覇王チンギス・ハンの腹心、四し駿しゆん四し狗くが元ネタになっているようです。

　続いて、あんまり目立ってなかった幽ゆう女じよニュクスの能力は、ＭＴフィールド『絶ぜつ対たい止（死）』。ＭＴ値は一九九九。とある預言書にある終末の数字で、『意味ある数字カズタマ』でありながら『千越オーバー・えサウザンド』という極めてまれなＭＴ値です。

　その能力は、ニュクスの死と共に世界を終わらせること。

　それ以外は何もできませんが、ニュクスが死ぬとき人類も、地球も、宇宙も、すべてを一緒に終わらせることができる最凶最悪の能力です。

　実際どうなのかはニュクスが死ぬ時までわかりませんが、同じＭＴフィールドを使う厳破お父さんや斑鳩さんが口を揃えて「本物だ」と言うので、国のお偉いさんは戦々恐々してＭＴ刑務所に押し込み、細心の注意で生命維持してました。

　彼女が本当に自分と共に世界を消滅させるかは、正人の天然ジゴロスキルにかかってくるでしょうね。以上。




　それでは、今度こそありがとうございました！　また会いましょう！







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


岡沢六十四先生／むつみまさと先生
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